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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）式（Ｉ）
【化１】

の少なくとも１の誘導体であって、式中、Ｔは酸素原子を表し、Ｘは２－イソプロピル、
２－シクロプロピル、２－ｔｅｒｔ－ブチル、５－クロロ－２－エチル、５－クロロ－２
－イソプロピル、２－エチル－５－フルオロ、５－フルオロ－２－イソプロピル、２－シ
クロプロピル－５－フルオロ、２－フルオロ－６－イソプロピル、２－エチル－５－メチ
ル、２－イソプロピル－５－メチル、２－シクロプロピル－５－メチル、２－ｔｅｒｔ－
ブチル－５－メチル、５－クロロ－２－（トリフルオロメチル）、５－メチル－２－（ト
リフルオロメチル）、２－クロロ－６－（トリフルオロメチル）、３－クロロ－２－フル
オロ－６－（トリフルオロメチル）および２－エチル－４，５－ジメチルのリストから選
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択される誘導体、または農薬的に許容されるその塩、
ならびに
　（Ｂ）グリホサート、グリホサート－ナトリウム、グリホサート－イソプロピルアンモ
ニウム、ビラナホス、グルホシネートおよびグルホシネート－アンモニウムから選択され
る少なくとも１のさらなる除草活性化合物
および／または
　（Ｄ）農薬の植物毒性作用を低減させるためのメフェンピル－ジエチル、イソキサジフ
ェン－エチルおよびシプロスルファミドから選択される少なくとも１の毒性緩和剤
を含む、活性化合物の組み合わせ組成物。
【請求項２】
　成分（Ａ）、（Ｂ）および（Ｄ）を含む請求項１に記載の活性化合物の組み合わせ組成
物。
【請求項３】
　式（Ｉ）の化合物が、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピ
ルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ１）、
Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピルベンジル）－３－（ジフルオロメチル）
－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ２）、
Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル
）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ３）
、
Ｎ－（５－クロロ－２－エチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチ
ル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ４
）、
Ｎ－（５－クロロ－２－イソプロピルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオ
ロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合
物Ａ５）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－５－フルオロベン
ジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ
６）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（５－フルオロ－
２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化
合物Ａ７）、
Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル－５－フルオロベンジル）－３－（ジフ
ルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（
化合物Ａ８）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－フルオロ－
６－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化
合物Ａ１０）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－５－メチルベンジ
ル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ１
１）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピ
ル－５－メチルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合
物Ａ１２）、
Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル－５－メチルベンジル）－３－（ジフル
オロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化
合物Ａ１３）、
Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフ
ルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（
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化合物Ａ１４）、
Ｎ－［５－クロロ－２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－
（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド（化合物Ａ１５）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［５
－メチル－２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド（化合物Ａ１６）、
Ｎ－［２－クロロ－６－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－
（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド（化合物Ａ１７）、
Ｎ－［３－クロロ－２－フルオロ－６－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロ
プロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド（化合物Ａ１８）および
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－４，５－ジメチル
ベンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合
物Ａ１９）よりなる群から選択される、請求項１または２に記載の活性化合物の組み合わ
せ組成物。
【請求項４】
　式（Ｉ）の化合物がＮ－（５－クロロ－２－イソプロピルベンジル）－Ｎ－シクロプロ
ピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミドである、請求項３に記載の活性化合物の組み合わせ組成物。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の活性化合物の組み合わせ組成物を含み、および
助剤、溶媒、担体、界面活性剤または増量剤をさらに含む組成物。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の活性化合物の組み合わせ組成物または請求項５
に記載の組成物が種子、植物、植物の果実にまたは植物が生育するもしくは生育すること
になる土壌に施用されることを特徴とする、作物保護において植物病原性真菌を防除する
方法。
【請求項７】
　植物、植物の果実または植物が生育するもしくは生育が意図される土壌が処理されるこ
とを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　葉の処理において０．１から１０，０００ｇ／ｈａまでが、および種子の処理において
種子１００ｋｇあたり２から２００ｇまでが使用されることを特徴とする、請求項６に記
載の方法。
【請求項９】
　作物保護において望まれない植物病原性真菌を防除するための、請求項１から４のいず
れか１項に記載の活性化合物の組み合わせ組成物または請求項５に記載の組成物の使用。
【請求項１０】
　種子、遺伝子導入植物の種子および遺伝子導入植物を処理するための、請求項１から４
のいずれか１項に記載の活性化合物の組み合わせ組成物または請求項５に記載の組成物の
使用。
【請求項１１】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の活性化合物の組み合わせ組成物または請求項５
に記載の組成物で処理された種子。
【請求項１２】
　有用な植物または作物植物を駆除剤の植物毒性副作用から保護する方法であって、有効
量の請求項１から４のいずれか１項に記載の活性化合物の組み合わせ組成物または請求項
５に記載の組成物を植物、植物の部分、植物種子または種子に施用することを含む、前記
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方法。
【請求項１３】
　施用が出芽後法によるものである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　組成物の施用が植物種子または種子を処理することによるものである、請求項１２に記
載の方法。
【請求項１５】
　施用が出芽前法によるものである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　有用植物の作物における有害植物の選択的防除方法であって、有効な有用植物保護量の
請求項１から４のいずれか１項に記載の活性化合物の組み合わせ組成物または請求項５に
記載の組成物を植物、植物の部分、植物種子または種子に施用することを含む、前記方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、活性化合物の組み合わせに関し、詳細には、組成物内に、（Ａ）Ｎ－シクロ
プロピル－Ｎ－［置換－ベンジル］－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドまたはチオカルボキサミド誘導体、ならび
に（Ｂ）さらなる除草活性化合物または（Ｃ）植物成長調節物質および／または（Ｄ）農
薬の植物毒性作用を低減させるための毒性緩和剤を含む組み合わせに関する。そのうえ、
本発明は、植物または作物の植物病原性真菌を治療的または予防的に防除する方法、種子
の処理のための本発明による組み合わせの使用、種子を保護する方法に関し、処理された
種子だけに関するものではない。
【背景技術】
【０００２】
　Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－［置換－ベンジル］－３－（ジフルオロメチル）－５－フル
オロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドまたはチオカルボキサミド誘
導体、市販材料からのそれらの調製および殺真菌剤としてのそれらの使用は、ＷＯ２００
７／０８７９０６、ＷＯ２００９／０１６２２０、ＷＯ２０１０／１３０７６７およびＥ
Ｐ２２５１３３１中に開示されている。これらの化合物を殺真菌剤として用いることがで
きること、および他の殺真菌剤または殺虫剤と混合することができることもまた公知であ
る（特許出願ＰＣＴ／ＥＰ２０１２／００１６７６およびＰＣＴ／ＥＰ２０１２／００１
６７４を参照されたい）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＷＯ２００７／０８７９０６
【特許文献２】ＷＯ２００９／０１６２２０
【特許文献３】ＷＯ２０１０／１３０７６７
【特許文献４】ＥＰ２２５１３３１
【特許文献５】ＰＣＴ／ＥＰ２０１２／００１６７６
【特許文献６】ＰＣＴ／ＥＰ２０１２／００１６７４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　現代の作物保護組成物に課せられた環境的および経済的要件は、例えば作用スペクトル
、毒性、選択性、施用量、残留物の形成および好都合な製剤能力（ｐｒｅｐａｒａｔａｉ
ｏｎ　ａｂｉｌｉｔｙ）に関して継続的に増大していることから、ならびにさらには、例
えば抵抗性の問題もあり得ることから、いくつかの領域において上述の要件を満たすこと
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る。本発明は、いくつかの態様において述べられた目的をせめて達成する活性化合物の組
み合わせ／組成物を提供する。
【０００５】
　農業または林業に有用な植物の作物において駆除剤を用いることにより望まれない生物
を防除する際、有用植物も時に、使用される駆除剤によって多かれ少なかれ損傷される。
この望まれない植物毒性作用は、とりわけ、有用植物の作物、例えば、コーン、イネまた
は穀物などにおける相当数の除草剤の使用に伴って、主に出芽後施用において遭遇するも
のである。いくつかの事例において、毒性緩和剤または解毒剤を使用することにより、有
害生物に対する駆除活性を減らすまたは実質的に損なうことなく、駆除剤の植物毒性から
有用植物を保護することができる。いくつかの場合において、有害生物、例えば雑草など
に対する駆除作用の改良さえも観察された。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　ここに驚くべきことに、本発明による組み合わせは、原理的に予想された防除対象の植
物病原体に関する作用スペクトルの相加的増強をもたらすだけでなく、構成成分（Ａ）の
作用範囲および構成成分（Ｂ）の作用範囲を二通りに拡張する相乗効果を達成することが
見出された。第一に、構成成分（Ａ）および構成成分（Ｂ）の施用量は、作用は同等に良
好なままでありながらも、少なくなる。第二に、組み合わせは、２つの個々の化合物がか
かる低施用量の範囲において全体的に有効でなくなった場合でさえ、高度の植物病原体防
除をなお達成する。このことは、一方で防除することができる植物病原体のスペクトルを
実質的に広幅化させ、他方で使用時の安全性を向上させる。
【０００７】
　殺真菌性の相乗的活性に加えて、本発明による活性化合物の組み合わせは、広義で相乗
的とも呼ばれ得るさらなる驚くべき性質を持ち、これらは例えば：他の植物病原体に対す
る、例えば植物病の抵抗性株に対する活性スペクトルの広幅化；活性化合物のより少ない
施用量；個々の化合物が活性を示さないまたは実質的に活性を示さない施用量であってさ
えも十分な、本発明による活性化合物の組み合わせを用いた有害生物の防除；製剤中また
は使用中の、例えば粉砕、篩分け、乳化、溶解または分散中の有利な挙動；保存安定性お
よび光安定性の改良；有利な残留物形成；毒物学的または生態毒物学的な挙動の改良；植
物の性質の改良、例えばより良好な成長、収穫量の増加、根系のより良好な発達、より大
きな葉面積、より濃い緑色の葉、より強い新芽、必要とされる種子がより少ないこと、よ
り低い植物毒性、植物の防御系の動員、植物との良好な適合性などである。それゆえに、
本発明による活性化合物の組み合わせまたは組成物の使用は、幼穀物が健全であるのを維
持することに相当に寄与し、このことは、例えば、処理された穀物種子の冬期生存性を向
上させ、ならびにまた品質および収量を守る。そのうえ、本発明による活性化合物の組み
合わせは、浸透移行作用の増強に寄与し得る。組み合わせの個々の化合物が十分な浸透移
行性を持たなくとも、本発明による活性化合物の組み合わせはこの性質をなお持ち得る。
同様に、本発明による活性化合物の組み合わせは、殺真菌作用のより高い持続性をもたら
し得る。
【０００８】
　したがって、本発明は、
（Ａ）式（Ｉ）
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【化１】

【０００９】
の少なくとも１の誘導体であって、式中、Ｔは酸素原子もしくは硫黄原子を表し、Ｘは２
－イソプロピル、２－シクロプロピル、２－ｔｅｒｔ－ブチル、５－クロロ－２－エチル
、５－クロロ－２－イソプロピル、２－エチル－５－フルオロ、５－フルオロ－２－イソ
プロピル、２－シクロプロピル－５－フルオロ、２－シクロペンチル－５－フルオロ、２
－フルオロ－６－イソプロピル、２－エチル－５－メチル、２－イソプロピル－５－メチ
ル、２－シクロプロピル－５－メチル、２－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチル、５－クロロ
－２－（トリフルオロメチル）、５－メチル－２－（トリフルオロメチル）、２－クロロ
－６－（トリフルオロメチル）、３－クロロ－２－フルオロ－６－（トリフルオロメチル
）および２－エチル－４，５－ジメチルのリストから選択される誘導体、または農薬的に
許容されるその塩、
ならびに
（Ｂ）少なくとも１のさらなる除草活性化合物
または
（Ｃ）少なくとも１の植物成長調節物質
および／または
（Ｄ）農薬の植物毒性作用を低減させるための少なくとも１の毒性緩和剤
を含む組み合わせを提供する。
【００１０】
　好ましいのは、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピ
ルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ１）、
Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピルベンジル）－３－（ジフルオロメチル）
－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ２）、
Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル
）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ３）
、
Ｎ－（５－クロロ－２－エチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチ
ル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ４
）、
Ｎ－（５－クロロ－２－イソプロピルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオ
ロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合
物Ａ５）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－５－フルオロベン
ジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ
６）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（５－フルオロ－
２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化
合物Ａ７）、
Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル－５－フルオロベンジル）－３－（ジフ
ルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（
化合物Ａ８）、
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Ｎ－（２－シクロペンチル－５－フルオロベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフ
ルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（
化合物Ａ９）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－フルオロ－
６－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化
合物Ａ１０）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－５－メチルベンジ
ル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合物Ａ１
１）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピ
ル－５－メチルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合
物Ａ１２）、
Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル－５－メチルベンジル）－３－（ジフル
オロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化
合物Ａ１３）、
Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフ
ルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（
化合物Ａ１４）、
Ｎ－［５－クロロ－２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－
（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド（化合物Ａ１５）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［５
－メチル－２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド（化合物Ａ１６）、
Ｎ－［２－クロロ－６－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－
（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド（化合物Ａ１７）、
Ｎ－［３－クロロ－２－フルオロ－６－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロ
プロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド（化合物Ａ１８）、
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－４，５－ジメチル
ベンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（化合
物Ａ１９）、
およびＮ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソ
プロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボチオ－アミド（化合物
Ａ２０）
よりなる群から選択される、式（Ｉ）の少なくとも１の化合物を含む組み合わせである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　混合物の製剤中またはタンクミックス（ｔａｎｋ－ｍｉｘ）中で、式（Ｉ）の活性のあ
るＮ－シクロプロピル－Ｎ－［置換－ベンジル］－３－（ジフルオロメチル）－５－フル
オロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドまたはチオカルボキサミド誘
導体の組み合わせ相手として適しているのは、例えば、その作用が、例えば、アセトラク
テートシンターゼ、アセチル－コエンザイム－Ａカルボキシラーゼ、ＰＳ　Ｉ、ＰＳ　Ｉ
Ｉ、ＨＰＰＤＯ、フィトエンデサチュラーゼ、プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ、
グルタミンシンターゼ、セルロース生合成、５－エノールピルビルシキメート３－ホスフ
ェートシンターゼの阻害に基づく、公知の、好ましくは除草活性化合物である。かかる化
合物およびまた用いることができる他の化合物は、いくつかの場合に未知のまたは異なる
作用メカニズムを持ち、例えば、Ｗｅｅｄ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　２６，４４１－４４５（
１９８６）中に、または全てがＢｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏ
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ｕｎｃｉｌにより発行されたものである“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ”
，１２ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ　２０００、もしくは１３ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ　２００３
もしくは１４ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ　２００６／２００７、もしくは対応する“ｅ－Ｐｅ
ｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ”，ｖｅｒｓｉｏｎ　４（２００６）（以下、短縮して「
ＰＭ」ともいう）中に、およびそれらの中で引用されている文献中に記載されている。「
一般名」のリストはまた、インターネット上の“Ｔｈｅ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　
Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ”中でも入手可能である。
【００１２】
　式（Ｉ）のＮ－シクロプロピル－Ｎ－［置換－ベンジル］－３－（ジフルオロメチル）
－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドまたはチオカルボ
キサミド誘導体と組み合わされ得る、文献から公知の除草剤およびまた毒性緩和剤の例は
、本明細書中で指示されている活性化合物である（注：化合物は、国際標準化機構（ＩＳ
Ｏ）に従って「一般名」により、または化学名により、適切な場合は慣例的なコード番号
と共に言及される）：
アセトクロル；アシベンゾラル－Ｓ－メチル；アシフルオルフェン（－ナトリウム）；ア
クロニフェン；ＡＤ－６７；ＡＫＨ　７０８８、すなわち［［［１－［５－［２－クロロ
－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－２－ニトロフェニル］－２－メトキシエチ
リデン］アミノ］オキシ］酢酸およびメチル［［［１－［５－［２－クロロ－４－（トリ
フルオロメチル）フェノキシ］－２－ニトロフェニル］－２－メトキシエチリデン］アミ
ノ］オキシ］アセテート；アラクロル；アロキシジム（－ナトリウム）；アメトリン；ア
ミカルバゾン、アミドクロル、アミドスルフロン；アミノピラリド；アミトロール；ＡＭ
Ｓ、すなわちアンモニウムスルファメート；アンシミドール；アニロホス；アシュラム；
アトラジン；アビグリシン；アザフェニジン、アジムスルフロン（ＤＰＸ－Ａ８９４７）
；アジプロトリン；バーバン；ＢＡＳ　５１６　Ｈ、すなわち５－フルオロ－２－フェニ
ル－４Ｈ－３，１－ベンゾキサジン－４－オン；ベフルブタミド（ＵＢＨ－５０９）、ベ
ナゾリン（－エチル）；ベンカルバゾン；ベンフルラリン；ベンフレセート；ベノキサコ
ール；ベンスルフロン（－メチル）；ベンスリド；ベンタゾン；ベンズフェンジゾン；ベ
ンゾビシクロン、ベンゾフェナップ；ベンゾフルオル；ベンゾイルプロップ（－エチル）
；ベンズチアズロン；ビアラホス；ビフェノックス；ビスピリバック（－ナトリウム）（
ＫＩＨ－２０２３）；ホウ砂；ブロマシル；ブロモブチド；ブロモフェノキシム；ブロモ
キシニル；ブロムロン；ブミナホス；ブソキシノン；ブタクロル；ブタフェナシル、ブタ
ミホス；ブテナクロル（ＫＨ－２１８）；ブチダゾール；ブトラリン；ブトロキシジム、
ブチレート；カフェンストロール（ＣＨ－９００）；カルベタミド；カルフェントラゾン
（－エチル）；ＣＤＡＡ、すなわち２－クロロ－Ｎ，Ｎ－ジ－２－プロペニルアセトアミ
ド；ＣＤＥＣ、すなわち２－クロルアリルジエチルジチオカルバメート；クロメトキシフ
ェン；クロランベン；クロラジホップ－ブチル、クロルブロムロン；クロルブファム；ク
ロルフェナック；クロルフェンプロップ；クロルフルレコール（－メチル）；クロルフル
レノール（－メチル）；クロリダゾン；クロリムロン（－エチル）；クロルメコート（－
クロリド）；クロルニトロフェン；クロロフタリム（ＭＫ－６１６）；クロロトルロン；
クロロクスロン；クロルプロファム；クロルスルフロン；クロルタール－ジメチル；クロ
ルチアミド；クロルトルロン、シニドン（－メチルおよび－エチル）、シンメチリン；シ
ノスルフロン；クレホキシジム、クレトジム；クロジナホップおよびそのエステル誘導体
（例えばクロジナホップ－プロパルギル）；クロフェンセット；クロマゾン；クロメプロ
ップ；クロプロップ；クロプロキシジム；クロピラリド；クロピラスルフロン（－メチル
）、クロキントセット（－メキシル）；クロランスラム（－メチル）、クミルロン（ＪＣ
　９４０）；シアナミド；シアナジン；シクロエート；シクロスルファムロン（ＡＣ　１
０４）；シクロキシジム；シクルロン；シハロホップおよびそのエステル誘導体（例えば
そのブチルエステル、ＤＥＨ－１１２）；シペルコート；シプラジン；シプラゾール；シ
プロスルファミド；ダイムロン；２，４－Ｄ、２，４－ＤＢ；ダラポン；ダミノジド；ダ
ゾメット；ｎ－デカノール；デスメジファム；デスメトリン；ジアレート；ジカンバ；ジ
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クロベニル；ジクロルミド；ジクロルプロップ（－Ｐ）塩；ジクロホップおよびそのエス
テル、例えばジクロホップ－メチルなど；ジクロホップ－Ｐ（－メチル）；ジクロスラム
、ジエタチル（－エチル）；ジフェノクスロン；ジフェンゾコート（メチルサルフェート
）；ジフルフェニカン；ジフルフェンゾピル（－ナトリウム）；ジメフロン；ジメピペレ
ート、ジメタクロル；ジメタメトリン；ジメタゾン；ジメテナミド（ＳＡＮ－５８２Ｈ）
；ジメテナミド－Ｐ；ジメチルアルシン酸；ジメチピン；ジメトラスルフロン、ジニトラ
ミン；ジノセブ；ジノテルブ；ジフェナミド；ジプロペトリン；ジクワット塩；ジチオピ
ル；ジウロン；ＤＮＯＣ；エグリナジン－エチル；ＥＬ　７７、すなわち５－シアノ－１
－（１，１－ジメチルエチル）－Ｎ－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
エンドタール；エポプロダン、ＥＰＴＣ；エスプロカルブ；エタルフルラリン；エタメト
スルフロン－メチル；エテホン；エチジムロン；エチオジン；エトフメセート；エトキシ
フェンおよびそのエステル（例えばそのエチルエステル、ＨＮ－２５２）；エトキシスル
フロン、エトベンザニド（ＨＷ　５２）；Ｆ５２３１、すなわちＮ－［２－クロロ－４－
フルオロ－５－［４－（３－フルオロプロピル）－４，５－ジヒドロ－５－オキソ－１Ｈ
－テトラゾール－１－イル］フェニル］エタンスルホンアミド；フェンクロラゾール（－
エチル）；フェンクロリム；フェノプロップ；フェノキサン、フェノキサプロップおよび
フェノキサプロップ－Ｐならびにまたそれらのエステル、例えばフェノキサプロップ－Ｐ
－エチルおよびフェノキサプロップ－エチル；フェノキシジム（ｆｅｎｏｘｙｄｉｍ）；
フェントラザミド、フェヌロン；硫酸第一鉄；フラムプロップ（－メチルまたは－イソプ
ロピルまたは－イソプロピル－Ｌ）；フラムプロップ－Ｍ（－メチルまたは－イソプロピ
ル）；フラザスルフロン；フロラスラム、フルアジホップおよびフルアジホップ－Ｐなら
びにそれらのエステル、例えばフルアジホップ－ブチルおよびフルアジホップ－Ｐ－ブチ
ル；フルアゾレート、フルカルバゾン（－ナトリウム）、フルセトスルフロン；フルクロ
ラリン；フルフェナセット；フルフェンピル（－エチル）；フルメトラリン；フルメツラ
ム；フルメツロン；フルミクロラック（－ペンチル）、フルミオキサジン（Ｓ－４８２）
；フルミプロピン；フルオメツロン、フルオロクロリドン、フルオロジフェン；フルオロ
グリコフェン（－エチル）；フルポキサム（ＫＮＷ－７３９）；フルプロパシル（ＵＢＩ
Ｃ－４２４３）；フルプロパノエート；フルピルスルフロン（－メチル）（－ナトリウム
）；フルラゾール；フルレノール（－ブチル）；フルリドン；フルロクロリドン；フルロ
キシピル（－メプチル）；フルルプリミドール、フルルタモン；フルチアセット（－メチ
ル）（ＫＩＨ－９２０１）；フルチアミド、フルキソフェニム；ホメサフェン；ホラムス
ルフロン、ホルクロルフェヌロン；ホサミン；フリラゾール；フリロキシフェン；ジベレ
リン酸（ｇｉｂｂｅｒｉｌｌｉｃ　ａｃｉｄ）；グルホシネート（－アンモニウム）；グ
リホサート（－イソプロピルアンモニウム）；ハロサフェン；ハロスルフロン（－メチル
）；ハロキシホップおよびそのエステル；ハロキシホップ－Ｐ（＝Ｒ－ハロキシホップ）
およびそのエステル；ＨＣ－２５２；ヘキサジノン；イマザメタベンズ（－メチル）；イ
マザメタピル、イマザモックス、イマザピック、イマザピル；イマザキンおよび塩、例え
ばそのアンモニウム塩など；イマゼタメタピル（ｉｍａｚｅｔｈａｍｅｔｈａｐｙｒ）；
イマゼタピル；イマゾスルフロン；イナベンフィド；インダノファン；インドール－３－
酢酸；４－インドール－３－イル酪酸；ヨードスルフロン－メチル（－ナトリウム）；イ
オキシニル；イソカルバミド；イソプロパリン；イソプロツロン；イソウロン；イソキサ
ベン；イソキサクロルトール、イソキサジフェン（－エチル）；イソキサフルトール、イ
ソキサピリホップ；カルブチレート；ラクトフェン；レナシル；リヌロン；マレイン酸ヒ
ドラジド（ＭＨ）、ＭＣＰＡ；ＭＣＰＢ；メコプロップ（－Ｐ）；メフェナセット；メフ
ェンピル（－ジエチル）；メフルイジド；メピコート（－クロリド）；メソスルフロン（
－メチル）；メソトリオン、メタム；メタミホップ；メタミトロン；メタザクロル；メタ
ベンズチアズロン；メタム；メタゾール；メトキシフェノン；メチルアルソン酸；メチル
シクロプロペン；メチルダイムロン；メチルイソチオシアネート；メタベンズチアズロン
；メトベンズロン；メトブロムロン；（アルファ－）メトラクロル；メトスラム（ＸＲＤ
　５１１）；メトクスロン；メトリブジン；メトスルフロン－メチル；モリネート；モナ
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リド；モノカルバミドジヒドロゲンサルフェート；モノリヌロン；モヌロン；ＭＴ　１２
８、すなわち６－クロロ－Ｎ－（３－クロロ－２－プロペニル）－５－メチル－Ｎ－フェ
ニル－３－ピリダジンアミン；ＭＴ　５９５０、すなわちＮ－［３－クロロ－４－（１－
メチルエチル）フェニル］－２－メチルペンタンアミド；ナプロアニリド；ナプロパミド
；ナプタラム；ＮＣ　３１０、すなわち４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１－メチ
ル－５－ベンジルオキシピラゾール；ネブロン；ニコスルフロン；ニピラクロフェン；ニ
トラリン；ニトロフェン；ニトロフェノレート混合物；ニトロフルオルフェン；ノナン酸
；ノルフルラゾン；オルベンカルブ；オルタスルファムロン（ｏｒｔｈａｓｕｌｆａｍｕ
ｒｏｎ）；オキサベトリニル；オリザリン；オキサジアルギル（ＲＰ－０２０６３０）；
オキサジアゾン；オキサスルフロン、オキサジクロメホン、オキシフルオルフェン；パク
ロブトラゾール；パラコート（ジクロリド）；ペブレート；ペラルゴン酸、ペンジメタリ
ン；ペノクススラム；ペンタクロロフェノール；ペンタノクロル；ペントキサゾン、パー
フルイドン；ペトキサミド；フェニソファム；フェンメジファム；ピクロラム；ピコリナ
フェン、ピノキサデン、ピペロホス；ピリブチカルブ；ピリフェノップ－ブチル；プレチ
ラクロル；プリミスルフロン（－メチル）；プロベナゾール；プロカルバゾン－（ナトリ
ウム）、プロシアジン；プロジアミン；プロフルラリン；プロホキシジム；プロヘキサジ
オン（－カルシウム）；プロヒドロジャスモン；プログリナジン（－エチル）；プロメト
ン；プロメトリン；プロパクロル；プロパニル；プロパキザホップ；プロパジン；プロフ
ァム；プロピソクロル；プロポキシカルバゾン（－ナトリウム）（ＭＫＨ－６５６１）；
ｎ－プロピルジヒドロジャスモネート；プロピザミド；プロスルファリン；プロスルホカ
ルブ；プロスルフロン（ＣＧＡ－１５２００５）；プリナクロル；ピラクロニル；ピラフ
ルフェン（－エチル）（ＥＴ－７５１）；ピラスルホトール；ピラゾリネート；ピラゾン
；ピラゾスルフロン（－エチル）；ピラゾキシフェン；ピリベンゾキシム、ピリブチカル
ブ、ピリダホル、ピリデート；ピリフタリド；ピリミノバック（－メチル）（ＫＩＨ－６
１２７）；ピリミスルファン（ＫＩＨ－５９９６）；ピリチオバック（－ナトリウム）（
ＫＩＨ－２０３１）；ピロキサスルホン（ＫＩＨ－４８５）；ピロキソホップ（ｐｙｒｏ
ｘｏｆｏｐ）およびそのエステル（例えばそのプロパルギルエステル）；ピロクススラム
；キンクロラック；キンメラック；キノクラミン、キノホップおよびそのエステル誘導体
、キザロホップおよびキザロホップ－Ｐならびにそれらのエステル誘導体、例えばキザロ
ホップ－エチル；キザロホップ－Ｐ－テフリルおよび－エチル；レンリデュロン（ｒｅｎ
ｒｉｄｕｒｏｎ）；リムスルフロン（ＤＰＸ－Ｅ　９６３６）；Ｓ　２７５、すなわち２
－［４－クロロ－２－フルオロ－５－（２－プロピニルオキシ）フェニル］－４，５，６
，７－テトラヒドロ－２Ｈ－インダゾール；サフルフェナシル、セクブメトン；セトキシ
ジム；シデュロン；シマジン；シメトリン；シントフェン；ＳＮ　１０６２７９、すなわ
ち２－［［７－［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－２－ナフタレ
ニル］オキシ］プロパン酸およびメチル　２－［［７－［２－クロロ－４－（トリフルオ
ロメチル）フェノキシ］－２－ナフタレニル］オキシ］プロパノエート；スルコトリオン
、スルフェントラゾン（ＦＭＣ－９７２８５、Ｆ－６２８５）；スルファズロン；スルホ
メツロン（－メチル）；スルホサート（ＩＣＩ－Ａ０２２４）；スルホスルフロン、ＴＣ
Ａ；テブタム（ＧＣＰ－５５４４）；テブチウロン；テクナセン（ｔｅｃｎａｃｅｎｅ）
；テンボトリオン；テフリルトリオン；テプラロキシジム、テルバシル；テルブカルブ；
テルブクロル；テルブメトン；テルブチラジン；テルブトリン；ＴＦＨ　４５０、すなわ
ち
Ｎ，Ｎ－ジエチル－３－［（２－エチル－６－メチルフェニル）スルホニル］－１Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－１－カルボキサミド；テニルクロル（ＮＳＫ－８５０）；チア
フルアミド、チアザフルロン；チアゾピル（Ｍｏｎ－１３２００）；チジアジミン（ＳＮ
－２４０８５）；チジアズロン；チエンカルバゾン－メチル；チフェンスルフロン（－メ
チル）；チオベンカルブ；Ｔｉ　３５；チオカルバジル；トプラメゾン；トラルコキシジ
ム；トリアレート；トリアスルフロン；トリアジフラム、トリアゾフェナミド；トリベヌ
ロン（－メチル）；トリクロピル；トリジファン；トリエタジン；トリフロキシスルフロ
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ン；トリフルラリン；トリフルスルフロンおよびエステル（例えばそのメチルエステル、
ＤＰＸ－６６０３７）；トリメツロン；トリネキサパック；トリトスルフロン、チトデフ
（ｔｓｉｔｏｄｅｆ）；ウニコナゾール；ベルノレート；ＷＬ　１１０５４７、すなわち
５－フェノキシ－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－１Ｈ－テトラゾール；
Ｄ－４８９；ＬＳ　８２－５５６；ＫＰＰ－３００；ＮＣ－３２４；ＮＣ－３３０；ＤＰ
Ｘ－Ｎ８１８９；ＳＣ－０７７４；ＤＯＷＣＯ－５３５；ＤＫ－８９１０；Ｖ－５３４８
２；ＰＰ－６００およびＭＢＨ－００１。
【００１３】
　式（Ｉ）のＮ－シクロプロピル－Ｎ－［置換－ベンジル］－３－（ジフルオロメチル）
－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドまたはチオカルボ
キサミド誘導体との組み合わせに適しているグループ（Ｂ）の除草剤は、好ましくは、以
下よりなる群から選択される：
（Ｂ－１）以下よりなる群から選択されるフェノキシフェノキシ－およびヘテロアリール
オキシフェノキシカルボン酸誘導体のタイプの除草剤
（Ｂ－１．１）フェノキシフェノキシ－およびベンジルオキシフェノキシカルボン酸誘導
体、例えば（Ｂ－１．１．１）メチル　２－（４－（２，４－ジクロロフェノキシ）フェ
ノキシ）プロピオネート（ジクロホップ－メチル）、（Ｂ－１．１．２）メチル　２－（
４－（４－ブロモ－２－クロロフェノキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＤＥ－Ａ２６
０１５４８）、（Ｂ－１．１．３）メチル　２－（４－（４－ブロモ－２－フルオロフェ
ノキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＵＳ４，８０８，７５０）、（Ｂ－１．１．４）
メチル　２－（４－（２－クロロ－４－トリフルオロメチルフェノキシ）フェノキシ）プ
ロピオネート（ＤＥ－Ａ２４３３０６７）、（Ｂ－１．１．５）メチル　２－（４－（２
－フルオロ－４－トリフルオロメチルフェノキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＵＳ４
，８０８，７５０）、（Ｂ－１．１．６）メチル　２－（４－（２，４－ジクロロベンジ
ル）フェノキシ）プロピオネート（ＤＥ－Ａ２４１７４８７）、（Ｂ－１．１．７）エチ
ル　４－（４－（４－トリフルオロメチルフェノキシ）フェノキシ）ペンタ－２－エノエ
ート、（Ｂ－１．１．８）メチル　２－（４－（４－トリフルオロメチルフェノキシ）フ
ェノキシ）プロピオネート（ＤＥ－Ａ２４３３０６７）、（Ｂ－１．１．９）ブチル（Ｒ
）－２－［４－（４－シアノ－２－フルオロフェノキシ）フェノキシ］プロピオネート（
シハロホップ－ブチル）；
（Ｂ－１．２）「単環式の」ヘテロアリールオキシフェノキシアルカンカルボン酸誘導体
、例えば（Ｂ－１．２．１）エチル　２－（４－（３，５－ジクロロピリジル－２－オキ
シ）フェノキシ）プロピオネート（ＥＰ－Ａ０００２９２５）、（Ｂ－１．２．２）プロ
パルギル　２－（４－（３，５－ジクロロピリジル－２－オキシ）フェノキシ）プロピオ
ネート（ＥＰ－Ａ０００３１１４）、（Ｂ－１．２．３）メチル（ＲＳ）－または（Ｒ）
－２－（４－（３－クロロ－５－トリフルオロメチル－２－ピリジルオキシ）フェノキシ
）プロピオネート（ハロキシホップ－メチルまたはハロキシホップ－Ｐ－メチル）、（Ｂ
－１．２．４）エチル　２－（４－（３－クロロ－５－トリフルオロメチル－２－ピリジ
ルオキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＥＰ－Ａ０００３８９０）、（Ｂ－１．２．５
）プロパルギル　２－（４－（５－クロロ－３－フルオロ－２－ピリジルオキシ）フェノ
キシ）プロピオネート（クロジナホップ－プロパルギル）、（Ｂ－１．２．６）ブチル（
ＲＳ）－または（Ｒ）－２－（４－（５－トリフルオロメチル－２－ピリジルオキシ）フ
ェノキシ）プロピオネート（フルアジホップ－ブチルまたはフルアジホップ－Ｐ－ブチル
）、（Ｂ－１．２．７）（Ｒ）－２－［４－（３－クロロ－５－トリフルオロメチル－２
－ピリジルオキシ）フェノキシ］プロピオン酸；
（Ｂ－１．３）「二環式の」ヘテロアリールオキシフェノキシアルカンカルボン酸誘導体
、例えば（Ｂ－１．３．１）キザロホップ－メチル、（Ｂ－１．３．２）キザロホップ－
エチル、（Ｂ－１．３．３）キザロホップ－Ｐ－メチル、（Ｂ－１．３．４）キザロホッ
プ－Ｐ－エチル、（Ｂ－１．３．５）メチル　２－（４－（６－フルオロ－２－キノキサ
リルオキシ）フェノキシ）プロピオネート（Ｊ．Ｐｅｓｔ．Ｓｃｉ．１９８５，１０，６
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１を参照されたい）、（Ｂ－１．３．６）プロパキザホップ、（Ｂ－１．３．７）エチル
　フェノキサプロップ－エチル、（Ｂ－１．３．８）フェノキサプロップ－Ｐ－エチル、
（Ｂ－１．３．９）エチル　２－（４－（６－クロロベンズチアゾール－２－イルオキシ
）フェノキシ）プロピオネート（ＤＥ－Ａ－２６４０７３０）、（Ｂ－１．３．１０）テ
トラヒドロ－２－フリルメチル（ＲＳ）－または（Ｒ）－２－（４－（６－クロロキノキ
サリルオキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＥＰ－Ａ０３２３７２７）、（Ｂ－１．３
．１１）（Ｒ）－２－［４－（６－クロロ－１，３－ベンゾキサゾール－２－イルオキシ
）フェノキシ］－２’－フルオロ－Ｎ－メチルプロピオンアニリド（メタミホップ）；
（Ｂ－２）スルホニルウレア、例えばピリミジニル－またはトリアジニルアミノカルボニ
ル［ベンゼン－、－ピリジン－、－ピラゾール－、－チオフェン－および－（アルキルス
ルホニル）アルキルアミノ］スルファミドなどであって、ピリミジン環またはトリアジン
環上にアルコキシ、アルキル、ハロアルコキシ、ハロアルキル、ハロゲンまたはジメチル
アミノから選択される好ましい置換基を有し、全ての置換基を互いに独立して組み合わせ
ることが可能であり、ベンゼン、ピリジン、ピラゾール、チオフェンまたは（アルキルス
ルホニル）アルキルアミノ部分においてアルキル、アルコキシ、ハロゲン、ニトロ、アル
コキシカルボニル、アミノカルボニル、アルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカ
ルボニル、アルコキシアミノカルボニル、ハロアルコキシ、ハロアルキル、アルキルカル
ボニル、アルコキシアルキル、（アルカンスルホニル）アルキルアミノから選択される好
ましい置換基を有するスルホニルウレアの群からの除草剤であって、このスルホニルウレ
アは、以下よりなる群から選択される。
【００１４】
（Ｂ－２．１）フェニル－およびベンジルスルホニルウレアならびに類縁の化合物、例え
ば（Ｂ－２．１．１）クロルスルフロン、（Ｂ－２．１．２）クロリムロン－エチル、（
Ｂ－２．１．３）メトスルフロン－メチル、（Ｂ－２．１．４）トリアスルフロン、（Ｂ
－２．１．５）スルホメツロン－メチル、（Ｂ－２．１．６）トリベヌロン－メチル、（
Ｂ－２．１．７）ベンスルフロン－メチル、（Ｂ－２．１．８）プリミスルフロン－メチ
ル、（Ｂ－２．１．９）３－（４－エチル－６－メトキシ－１，３，５－トリアジン－２
－イル）－１－（２，３－ジヒドロ－１，１－ジオキソ－２－メチルベンゾ［ｂ］チオフ
ェン－７－スルホニル）ウレア（ＥＰ－Ａ００７９８３）、（Ｂ－２．１．１０）３－（
４－エトキシ－６－エチル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－１－（２，３－ジヒ
ドロ－１，１－ジオキソ－２－メチルベンゾ［ｂ］－チオフェン－７－スルホニル）ウレ
ア（ＥＰ－Ａ００７９６８３）、（Ｂ－２．１．１１）３－（４－メトキシ－６－メチル
－１，３，５－トリアジン－２－イル）－１－（２－メトキシカルボニル－５－ヨードフ
ェニルスルホニル）ウレア（ＷＯ９２／１３８４５）、（Ｂ－２．１．１２）トリフルス
ルフロン－メチル、（Ｂ－２．１．１３）オキサスルフロン、（Ｂ－２．１．１４）ヨー
ドスルフロン－メチル、（Ｂ－２．１．１５）ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム、
（Ｂ－２．１．１６）メソスルフロン、（Ｂ－２．１．１７）メソスルフロン－メチル、
（Ｂ－２．１．１８）ホラムスルフロン、（Ｂ－２．１．１９）シノスルフロン、（Ｂ－
２．１．２０）エタメトスルフロン－メチル、（Ｂ－２．１．２１）プロスルフロン、（
Ｂ－２．１．２２）トリトスルフロン、（Ｂ－２．１．２３）モノスルフロン、（Ｂ－２
．１．２４）メチル　２－［（｛［メトキシ－６－（メチルチオ）ピリミジン－２－イル
］カルバモイル｝アミノ）スルホニル］ベンゾエート；
（Ｂ－２．２）チエニルスルホニルウレア、例えば（Ｂ－２．２．１）チフェンスルフロ
ン－メチル；
（Ｂ－２．３）ピラゾリルスルホニルウレア、例えば（Ｂ－２．３．１）ピラゾスルフロ
ン－エチル、（Ｂ－２．３．２）メチル　ハロスルフロン－メチル、（Ｂ－２．３．３）
メチル　５－（４，６－ジメチルピリミジン－２－イル－カルバモイルスルファモイル）
－１－（２－ピリジル）ピラゾール－４－カルボキシレート（ＮＣ－３３０、Ｂｒｉｇｈ
ｔｏｎ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔ．Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　Ｗｅｅｄｓ　１９９１，１，４５
ｆｆ．を参照されたい）、（Ｂ－２．３．４）アジムスルフロン、（Ｂ－２．３．５）Ｎ
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－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カルバモイル］－４－（５，５－ジメ
チル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－５－スルホンアミド；
（Ｂ－２．４）スルホンジアミド誘導体、例えば（Ｂ－２．４．１）アミドスルフロンお
よび（Ｂ－２．４．２）その構造類似体（ＥＰ－Ａ０１３１２５８およびＺ．Ｐｆｌ．Ｋ
ｒａｎｋｈ．Ｐｆｌ．Ｓｃｈｕｔｚ，ｓｐｅｃｉａｌ　ｉｓｓｕｅ　ＸＩＩ，４８９－４
９７（１９９０））；
（Ｂ－２．５）ピリジルスルホニルウレア、例えば（Ｂ－２．５．１）ニコスルフロン、
（Ｂ－２．５．２）リムスルフロン、（Ｂ－２．５．３）フルピルスルフロン－メチル、
（Ｂ－２．５．４）フルピルスルフロン－メチル－ナトリウム、（Ｂ－２．５．５）３－
（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）－１－（３－Ｎ－メチルスルホニル－Ｎ－
メチルアミノピリジン－２－イル）スルホニルウレアまたはその塩（ＤＥ－Ａ４０００５
０３およびＤＥ－Ａ４０３０５７７）、（Ｂ－２．５．６）フラザスルフロン、（Ｂ－２
．５．７）トリフロキシスルフロン－ナトリウム、（Ｂ－２．５．８）フルセトスルフロ
ン；
（Ｂ－２．６）アルコキシフェノキシスルホニルウレア、例えば（Ｂ－２．６．１）エト
キシスルフロンまたは（Ｂ－２－６．２）その塩；
（Ｂ－２．７）イミダゾリルスルホニルウレア、例えば（Ｂ－２．７．１）スルホスルフ
ロン、（Ｂ－２．７．２）イマゾスルフロン、（Ｂ－２．７．３）２－クロロ－Ｎ－［（
４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カルバモイル］－６－プロピルイミダゾ［１
，２－ｂ］ピリダジン－３－スルホンアミド；
（Ｂ－２．８）フェニルアミノスルホニルウレア、例えば（Ｂ－２．８．１）シクロスル
ファムロン、（Ｂ－２．８．２）オルトスルファムロン；
（Ｂ－３）クロロアセトアニリド、例えば（Ｂ－３．１）アセトクロル、（Ｂ－３．１）
アラクロル、（Ｂ－３．２）ブタクロル、（Ｂ－３．３）ジメタクロル、（Ｂ－３．４）
ジメテナミド、（Ｂ－３．５）ジメタナミド－Ｐ　メタザクロル、（Ｂ－３．６）メトラ
クロル、（Ｂ－３．７）Ｓ－メトラクロル、（Ｂ－３．８）ペトキサミド、（Ｂ－３．９
）プレチラクロル、（Ｂ－３．１０）プロパクロル、（Ｂ－３．１１）プロピソクロルお
よび（Ｂ－３．１２）テニルクロル；
（Ｂ－４）チオカルバメート、例えば（Ｂ－４．１）Ｓ－エチル　Ｎ，Ｎ－ジプロピルチ
オカルバメート（ＥＰＴＣ）、（Ｂ－４．２）Ｓ－エチル　Ｎ，Ｎ－ジイソブチルチオカ
ルバメート（ブチレート）、（Ｂ－４．３）シクロエート、（Ｂ－４．４）ジメピペレー
ト、（Ｂ－４．５）エスプロカルブ、（Ｂ－４．６）モリネート、（Ｂ－４．７）オルベ
ンカルブ、（Ｂ－４．８）ペブレート、（Ｂ－４．９）プロスルホカルブ、（Ｂ－４．１
０）チオベンカルブ、（Ｂ－４．１１）チオカルバジル、（Ｂ－４．１２）トリアレート
および（Ｂ－４．１３）ベルノレート；
（Ｂ－５）シクロヘキサンジオンオキシム、例えば（Ｂ－５．１）アロキシジム、（Ｂ－
５．２）ブトロキシジム、（Ｂ－５．３）クレトジム、（Ｂ－５．４）クロプロキシジム
、（Ｂ－５．５）シクロキシジム、（Ｂ－５．６）プロホキシジム、（Ｂ－５．７）セト
キシジム、（Ｂ－５．８）テプラロキシジムおよび（Ｂ－５．９）トラルコキシジム；
（Ｂ－６）イミダゾリノン、例えば（Ｂ－６．１）イマザメタベンズ－メチル、（Ｂ－６
．２）イマザピック、（Ｂ－６．３）イマザモックス、（Ｂ－６．４）イマザピル、（Ｂ
－６．５）イマザキンおよび（Ｂ－６．６）イマゼタピル；
（Ｂ－７）トリアゾロピリミジンスルホンアミド誘導体、例えば（Ｂ－７．１）クロラン
スラム－メチル、（Ｂ－７．２）ジクロスラム、（Ｂ－７．３）フロラスラム、（Ｂ－７
．４）フルメツラム、（Ｂ－７．５）メトスラム、（Ｂ－７．６）ペノクススラム（Ｂ－
７．７）およびピロクススラム；
（Ｂ－８）ベンゾイルシクロヘキサンジオン、例えば（Ｂ－８．１）スルコトリオン、（
Ｂ－８．２）２－（２－ニトロベンゾイル）－４，４－ジメチルシクロヘキサン－１，３
－ジオン（ＥＰ－Ａ０２７４６３４）、（Ｂ－８．３）２－（２－ニトロ－３－メチルス
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ルホニルベンゾイル）－４，４－ジメチルシクロヘキサン－１，３－ジオン（ＷＯ９１／
１３５４８）、（Ｂ－８．４）メソトリオン、（Ｂ－８．５）２－［２－クロロ－３－（
５－シアノメチル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル）－４－（エチルスルホ
ニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－８．６）２－［２－クロロ
－３－（５－シアノメチル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル）－４－（メチ
ルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－８．７）２－［２
－クロロ－３－（５－エトキシメチル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル）－
４－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－８．８
）２－［２－クロロ－３－（５－エトキシメチル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３
－イル）－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（
Ｂ－８．９）２－［２－クロロ－３－［（２，２，２－トリフルオロエトキシ）メチル］
－４－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－８．
１０）テンボトリオン、（Ｂ－８．１１）２－［２－クロロ－３－［（２，２－ジフルオ
ロエトキシ）メチル］－４－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサ
ンジオン、（Ｂ－８．１２）２－［２－クロロ－３－［（２，２－ジフルオロエトキシ）
メチル］－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（
Ｂ－８．１３）２－［２－クロロ－３－［（２，２，３，３－テトラフルオロプロポキシ
）メチル］－４－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、
（Ｂ－８．１４）２－［２－クロロ－３－［（２，２，３，３－テトラフルオロプロポキ
シ）メチル］－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン
、（Ｂ－８．１５）２－［２－クロロ－３－（シクロプロピルメトキシ）－４－（エチル
スルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－８．１６）２－［２
－クロロ－３－（シクロプロピルメトキシ）－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－
１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－８．１７）２－［２－クロロ－３－（テトラヒド
ロフラン－２－イルメトキシメチル）－４－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３
－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－８．１８）テフリルトリオン、（Ｂ－８．１９）２－［
２－クロロ－３－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシメチル］－４－（エチルスル
ホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－８．２０）２－［２－ク
ロロ－３－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシメチル］－４－（メチルスルホニル
）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－８．２１）３－（｛２－［（２
－メトキシエトキシ）メチル］－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル｝カル
ボニル）ビシクロ［３．２．１］オクタン－２，４－ジオン（ＷＯ２００１０９４３３９
）；
（Ｂ－９）ベンゾイルイソキサゾール、例えば（Ｂ－９．１）イソキサフルトール、（Ｂ
－９．２）イソキサクロルトール；
（Ｂ－１０）ベンゾイルピラゾール、例えば（Ｂ－１０．１）ベンゾフェナップ、（Ｂ－
１０．２）ピラゾリネート、（Ｂ－１０．３）ピラゾキシフェン、（Ｂ－１０．４）５－
ヒドロキシ－１－メチル－４－［２－（メチルスルホニル）－４－トリフルオロメチルベ
ンゾイル］ピラゾール（ＷＯ０１／７４７８５）、（Ｂ－１０．５）１－エチル－５－ヒ
ドロキシ－４－［２－（メチルスルホニル）－４－トリフルオロメチルベンゾイル］ピラ
ゾール（ＷＯ０１／７４７８５）、（Ｂ－１０．６）１，３－ジメチル－５－ヒドロキシ
－４－［２－（メチルスルホニル）－４－トリフルオロメチルベンゾイル］ピラゾール（
ＷＯ０１／７４７８５）、（Ｂ－１０．７）ピラスルホトール、（Ｂ－１０．８）５－ヒ
ドロキシ－１－メチル－４－［－２－クロロ－３－（４，５－ジヒドロイソキサゾール－
３－イル）－４－メチルスルホニルベンゾイル］ピラゾール（ＷＯ９９／５８５０９）、
（Ｂ－１０．９）トプラメゾン、（Ｂ－１０．１０）１－エチル－５－ヒドロキシ－３－
メチル－４－［２－メチル－４－メチルスルホニル－３－（２－メトキシエチルアミノ）
ベンゾイル］ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１０．１１）３－シクロプロ
ピル－５－ヒドロキシ－１－メチル－４－［２－メチル－４－メチルスルホニル－３－（
２－メトキシエチルアミノ）ベンゾイル］ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－
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１０．１２）５－ベンゾキシ－１－エチル－４－［２－メチル－４－メチルスルホニル－
３－（２－メトキシエチルアミノ）ベンゾイル］ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、
（Ｂ－１０．１３）１－エチル－５－ヒドロキシ－４－（３－ジメチルアミノ－２－メチ
ル－４－メチルスルホニルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１
０．１４）５－ヒドロキシ－１－メチル－４－（２－クロロ－３－ジメチルアミノ－４－
メチルスルホニルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１０．１５
）１－エチル－５－ヒドロキシ－４－（３－アリルアミノ－２－クロロ－４－メチルスル
ホニルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１０．１６）１－エチ
ル－５－ヒドロキシ－４－（２－メチル－４－メチルスルホニル－３－モルフォリノベン
ゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１０．１７）５－ヒドロキシ－１
－イソプロピル－４－（２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－モルフォリノベンゾイ
ル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１０．１８）３－シクロプロピル－５
－ヒドロキシ－１－メチル－４－（２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－モルフォリ
ノベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１０．１９）１，３－ジメ
チル－５－ヒドロキシ－４－（２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－ピラゾール－１
－イルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１０．２０）１－エチ
ル－５－ヒドロキシ－３－メチル－４－（２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－ピラ
ゾール－１－イルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１０．２１
）１－エチル－５－ヒドロキシ－４－（２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－ピラゾ
ール－１－イルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－１０．２２）
（５－ヒドロキシ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）（３，３，４－トリメチ
ル－１，１－ジオキシド－２，３－ジヒドロ－１－ベンゾチエン－５－イル）メタノン（
ＵＳ２００２／００１６２６２）、（Ｂ－１０．２３）１－メチル－４－［（３，３，４
－トリメチル－１，１－ジオキシド－２，３－ジヒドロ－１－ベンゾチエン－５－イル）
カルボニル］－１Ｈ－ピラゾール－５－イルプロパン－１－スルホネート（ＷＯ２００２
／０１５６９５）、（Ｂ－１０．２４）ベンゾビシクロン；
（Ｂ－１１）スルホニルアミノカルボニルトリアゾリノン、（Ｂ－１１．１）フルカルバ
ゾン－ナトリウム、（Ｂ－１１．２）プロポキシカルバゾン、（Ｂ－１１．３）プロポキ
シカルバゾン－ナトリウム、（Ｂ－１１．４）チエンカルバゾン－メチル；
（Ｂ－１２）トリアゾリノン、例えば（Ｂ－１２．１）アミカルバゾン、（Ｂ－１２．２
）アザフェニジン、（Ｂ－１２．３）カルフェントラゾン－エチル、（Ｂ－１２．４）ス
ルフェントラゾン、（Ｂ－１２．５）ベンカルバゾン；
（Ｂ－１３）ホスフィン酸および誘導体、例えば（Ｂ－１３．１）ビラナホス、（Ｂ－１
３．２）グルホシネート、（Ｂ－１３．３）グルホシネート－アンモニウム；
（Ｂ－１４）グリシン誘導体、例えば（Ｂ－１４．１）グリホサート、（Ｂ－１４．２）
グリホサート－ナトリウム、（Ｂ－１４．３）グリホサート－イソプロピルアンモニウム
、Ｎ－（ホスホノメチル）グリシントリメシウム塩（スルホサート）；
（Ｂ－１５）ピリミジニルオキシピリジンカルボン酸誘導体およびピリミジニルオキシ安
息香酸誘導体、例えば（Ｂ－１５．１）ベンジル　３－（４，６－ジメトキシピリミジン
－２－イル）オキシピリジン－２－カルボキシレート（ＥＰ－Ａ０２４９７０７）、（Ｂ
－１５．２）メチル　３－（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）オキシピリジン
－２－カルボキシレート（ＥＰ－Ａ０２４９７０７）、（Ｂ－１５．３）１－（エトキシ
カルボニルオキシエチル）２，６－ビス［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）
オキシ］ベンゾエート（ＥＰ－Ａ０４７２１１３）、（Ｂ－１５．４）ビスピリバック－
ナトリウム、（Ｂ－１５．５）ピリバムベンズ－イソプロピル、（Ｂ－１５．６）ピリバ
ムベンズ－プロピル、（Ｂ－１５．７）ピリベンゾキシム、（Ｂ－１５．８）ピリフタリ
ド、（Ｂ－１５．９）ピリミノバック－メチル、（Ｂ－１５．１０）ピリチオバック－ナ
トリウム、（Ｂ－１５．１１）ピリミスルファン；
（Ｂ－１６）Ｓ－（Ｎ－アリール－Ｎ－アルキルカルバモイルメチル）ジチオホスホン酸
エステル、例えば（Ｂ－１６．１）アニロホスなど；
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（Ｂ－１７）トリアジノン、例えば（Ｂ－１７．１）ヘキサジノン、（Ｂ－１７．２）メ
タミトロン、（Ｂ－１７．３）メトリブジン；
（Ｂ－１８）ピリジンカルボン酸、例えば（Ｂ－１８．１）アミノピラリド、（Ｂ－１８
．２）クロピラリド、（Ｂ－１８．３）フルロキシピル、（Ｂ－１８．４）ピクロラムお
よび（Ｂ－１８．５）トリクロピル；
（Ｂ－１９）ピリジン、例えば（Ｂ－１９．１）ジチオピルおよび（Ｂ－１９．２）チア
ゾピル；
（Ｂ－２０）ピリジンカルボキサミド、例えば（Ｂ－２０．１）ジフルフェニカンおよび
（Ｂ－２０．１）ピコリナフェン；
（Ｂ－２１）１，３，５－トリアジン、例えば（Ｂ－２１．１）アメトリン、（Ｂ－２１
．２）アトラジン、（Ｂ－２１．３）シアナジン、（Ｂ－２１．４）ジメタメトリン、（
Ｂ－２１．５）プロメトン、（Ｂ－２１．６）プロメトリン、（Ｂ－２１．７）プロパジ
ン、（Ｂ－２１．８）シマジン、（Ｂ－２１．９）シメトリン、（Ｂ－２１．１０）テル
ブメトン、（Ｂ－２１．１１）テルブチラジン、（Ｂ－２１．１２）テルブトリンおよび
（Ｂ－２１．１３）トリエタジン；
（Ｂ－２２）ケトエノール、例えば（Ｂ－２２．１）ピノキサデン；
（Ｂ－２３）ピラゾール、例えば（Ｂ－２３．１）ピロキサスルホン。
【００１５】
　グループ（Ｂ－１）から（Ｂ－２３）の除草剤は、例えば、上述の各刊行物から、およ
び“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ”，Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ
　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ，１４ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，２００６または
ｅ－Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，Ｖｅｒｓｉｏｎ　４．０，Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃ
ｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２００６から、あるいは“Ｃｏｍｐｅ
ｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ”から公知である。
【００１６】
　構造タイプに従って上で収載されている除草剤のうちのいくつかはまた、それがそれら
の作用様式に帰する場合に構造重畳（ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ－ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ）特
性を共有し、およびいくつかはまた、式（Ｉ）のＮ－シクロプロピル－Ｎ－［置換－ベン
ジル］－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミドまたはチオカルボキサミド誘導体との組み合わせ中でのそれらの挙動に
関して互いに類似している。
【００１７】
　式（Ｉ）のＮ－シクロプロピル－Ｎ－［置換－ベンジル］－３－（ジフルオロメチル）
－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドまたはチオカルボ
キサミド誘導体と組み合わせることができるグループ（Ｂ）の好適な除草剤は、とりわけ
好ましくは、以下よりなる群から選択されるものである。
【００１８】
（Ｂ－Ａ）数日または数週間の期間にわたって有害作用が現れる除草剤、例えば
（Ｂ－Ａ．１）クロロフィルの形成を防ぐまたは阻害する除草剤（白化剤として作用する
除草剤）、例えば
（Ｂ－Ａ．１．１）ヒドロキシフェニルピルベートジオキシゲナーゼの阻害剤（ＨＰＰＤ
阻害剤）、例えば（Ｂ－Ａ．１．１．１）スルコトリオン、（Ｂ－Ａ．１．１．２）２－
（２－ニトロベンゾイル）－４，４－ジメチルシクロヘキサン－１，３－ジオン（ＥＰ－
Ａ０２７４６３４）、（Ｂ－Ａ．１．１．３）２－（２－ニトロ－３－メチルスルホニル
ベンゾイル）－４，４－ジメチルシクロヘキサン－１，３－ジオン（ＷＯ９１／１３５４
８）、（Ｂ－Ａ．１．１．４）メソトリオン、（Ｂ－Ａ．１．１．５）２－［２－クロロ
－３－（５－シアノメチル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル）－４－（エチ
ルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－Ａ．１．１．６）
２－［２－クロロ－３－（５－シアノメチル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イ
ル）－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－
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Ａ．１．１．７）２－［２－クロロ－３－（５－エトキシメチル－４，５－ジヒドロイソ
キサゾール－３－イル）－４－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキ
サンジオン、（Ｂ－Ａ．１．１．８）２－［２－クロロ－３－（５－エトキシメチル－４
，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル）－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－
１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－Ａ．１．１．９）２－［２－クロロ－３－［（２
，２，２－トリフルオロエトキシ）メチル］－４－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－
１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－Ａ．１．１．１０）テンボトリオン、（Ｂ－Ａ．
１．１．１１）２－［２－クロロ－３－［（２，２－ジフルオロエトキシ）メチル］－４
－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－Ａ．１．
１．１２）２－［２－クロロ－３－［（２，２－ジフルオロエトキシ）メチル］－４－（
メチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－Ａ．１．１．
１３）２－［２－クロロ－３－［（２，２，３，３－テトラフルオロプロポキシ）メチル
］－４－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－Ａ
．１．１．１４）２－［２－クロロ－３－［（２，２，３，３－テトラフルオロプロポキ
シ）メチル］－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン
、（Ｂ－Ａ．１．１．１５）２－［２－クロロ－３－（シクロプロピルメトキシ）－４－
（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－Ａ．１．１
．１６）２－［２－クロロ－３－（シクロプロピルメトキシ）－４－（メチルスルホニル
）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－Ａ．１．１．１７）２－［２－
クロロ－３－（テトラヒドロフラン－２－イルメトキシメチル）－４－（エチルスルホニ
ル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－Ａ．１．１．１８）２－［２
－クロロ－３－（テトラヒドロフラン－２－イルメトキシメチル）－４－（メチルスルホ
ニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン（テフリルトリオン）、（Ｂ－Ａ．
１．１．１９）２－［２－クロロ－３－［２－（２－メトキシエトキシ）－エトキシメチ
ル］－４－（エチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（Ｂ－
Ａ．１．１．２０）２－［２－クロロ－３－［２－（２－メトキシエトキシ）－エトキシ
メチル］－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン、（
Ｂ－Ａ．１．１．２１）３－（｛２－［（２－メトキシエトキシ）メチル］－６－（トリ
フルオロメチル）ピリジン－３－イル｝カルボニル）ビシクロ［３．２．１］オクタン－
２，４－ジオン（ＷＯ２００１０９４３３９）、（Ｂ－Ａ．１．１．２２）イソキサフル
トール、（Ｂ－Ａ．１．１．２３）ベンゾフェナップ、（Ｂ－Ａ．１．１．２４）ピラゾ
リネート、（Ｂ－Ａ．１．１．２５）ピラゾキシフェン、（Ｂ－Ａ．１．１．２６）５－
ヒドロキシ－１－メチル－４－［２－（メチルスルホニル）－４－トリフルオロメチルベ
ンゾイル］ピラゾール（ＷＯ０１／７４７８５）、（Ｂ－Ａ．１．１．２７）１－エチル
－５－ヒドロキシ－４－［２－（メチルスルホニル）－４－トリフルオロメチルベンゾイ
ル］ピラゾール（ＷＯ０１／７４７８５）、（Ｂ－Ａ．１．１．２８）１，３－ジメチル
－５－ヒドロキシ－４－［２－（メチルスルホニル）－４－トリフルオロメチルベンゾイ
ル］ピラゾール（ＷＯ０１／７４７８５）、（Ｂ－Ａ．１．１．２９）ピラスルホトール
、（Ｂ－Ａ．１．１．３０）５－ヒドロキシ－１－メチル－４－［２－クロロ－３－（４
，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル）－４－メチルスルホニルベンゾイル］ピラゾ
ール（ＷＯ９９／５８５０９）、（Ｂ－Ａ．１．１．３１）５－ヒドロキシ－１－メチル
－４－［３－（４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル）－２－メチル－４－メチル
スルホニルベンゾイル］ピラゾール（ＷＯ９９／５８５０９）、（Ｂ－Ａ．１．１．３２
）トプラメゾン、（Ｂ－Ａ．１．１．３３）３－シクロプロピル－５－ヒドロキシ－１－
メチル－４－［２－メチル－４－メチルスルホニル－３－（２－メトキシエチルアミノ）
ベンゾイル］ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１．３４）５－ベン
ゾキシ－１－エチル－４－［２－メチル－４－メチルスルホニル－３－（２－メトキシエ
チルアミノ）ベンゾイル］ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１．３
５）１－エチル－５－ヒドロキシ－４－（３－ジメチルアミノ－２－メチル－４－メチル
スルホニルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１．３６
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）５－ヒドロキシ－１－メチル－４－（２－クロロ－３－ジメチルアミノ－４－メチルス
ルホニルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１．３７）
１－エチル－５－ヒドロキシ－４－（３－アリルアミノ－２－クロロ－４－メチルスルホ
ニルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１．３８）１－
エチル－５－ヒドロキシ－４－（２－メチル－４－メチルスルホニル－３－モルフォリノ
ベンゾイルピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１．３９）５－ヒドロ
キシ－１－イソプロピル－４－（２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－モルフォリノ
ベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１．４０）３－シク
ロプロピル－５－ヒドロキシ－１－メチル－４－（２－クロロ－４－メチルスルホニル－
３－モルフォリノベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１
．４１）１，３－ジメチル－５－ヒドロキシ－４－（２－クロロ－４－メチルスルホニル
－３－ピラゾール－１－イルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２６２０６）、（Ｂ－
Ａ．１．１．４２）１－エチル－５－ヒドロキシ－３－メチル－４－（２－クロロ－４－
メチルスルホニル－３－ピラゾール－１－イル－ベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６／２
６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１．４３）１－エチル－５－ヒドロキシ－４－（２－クロロ
－４－メチルスルホニル－３－ピラゾール－１－イルベンゾイル）ピラゾール（ＷＯ９６
／２６２０６）、（Ｂ－Ａ．１．１．４４）（５－ヒドロキシ－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－イル）（３，３，４－トリメチル－１，１－ジオキシド－２，３－ジヒドロ
－１－ベンゾチエン－５－イル）メタノン（ＵＳ－Ａ２００２／００１６２６２）、（Ｂ
－Ａ．１．１．４５）１－メチル－４－［（３，３，４－トリメチル－１，１－ジオキシ
ド－２，３－ジヒドロ－１－ベンゾチエン－５－イル）カルボニル］－１Ｈ－ピラゾール
－５－イルプロパン－１－スルホネート（ＷＯ２００２／０１５６９５）、（Ｂ－Ａ．１
．１．４６）ベンゾビシクロンおよび（Ｂ－Ａ．１．１．４７）イソキサクロルトールな
ど；
（Ｂ－Ａ．１．２）フィトエンデサチュラーゼ阻害剤を包含するカロテノイド生合成の阻
害剤、例えば（Ｂ－Ａ．１．２．１）ノルフルラゾン、（Ｂ－Ａ．１．２．２）ベフルブ
タミド、（Ｂ－Ａ．１．２．３）フルリドン、（Ｂ－Ａ．１．２．４）フルロクロリドン
、（Ｂ－Ａ．１．２．５）フルルタモン、（Ｂ－Ａ．１．２．６）アミトロール、（Ｂ－
Ａ．１．２．７）クロマゾン、（Ｂ－Ａ．１．２．８）アクロニフェン、（Ｂ－Ａ．１．
２．９）ジフルフェニカンおよび（Ｂ－Ａ．１．２．１０）ピコリナフェンなど、
（Ｂ－Ａ．１．３）ジヒドロプテロエートシンターゼ（ＤＨＰシンターゼ）の阻害剤、例
えば（Ｂ－Ａ．１．３．１）アシュラムなど；
（Ｂ－Ａ．２）アミノ酸合成を妨げる除草剤、例えば
（Ｂ－Ａ．２．１）植物中のアセトラクテートシンターゼの阻害剤、例えば、（Ｂ－Ａ．
２．１．１）クロルスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１．２）クロリムロン－エチル、（Ｂ－
Ａ．２．１．３）メトスルフロン－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．４）トリアスルフロン、
（Ｂ－Ａ．２．１．５）スルホメツロン－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．６）トリベヌロン
－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．７）ベンスルフロン－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．８）プ
リミスルフロン－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．９）３－（４－エチル－６－メトキシ－１
，３，５－トリアジン－２－イル）－１－（２，３－ジヒドロ－１，１－ジオキソ－２－
メチルベンゾ－［ｂ］チオフェン－７－スルホニル）ウレア（ＥＰ－Ａ０７９６８３）、
（Ｂ－Ａ．２．１．１０）３－（４－エトキシ－６－エチル－１，３，５－トリアジン－
２－イル）－１－（２，３－ジヒドロ－１，１－ジオキソ－２－メチルベンゾ［ｂ］－チ
オフェン－７－スルホニル）ウレア（ＥＰ－Ａ００７９６８３）、（Ｂ－Ａ．２．１．１
１）３－（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－１－（２
－メトキシカルボニル－５－ヨードフェニルスルホニル）ウレア（ＷＯ９２／１３８４５
）、（Ｂ－Ａ．２．１．１１ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．１１）の農業的に有用な塩、
（Ｂ－Ａ．２．１．１１ｂ）ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム、（Ｂ－Ａ．２．１
．１２）トリフルスルフロン－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．１３）オキサスルフロン、（
Ｂ－Ａ．２．１．１４）メソスルフロン－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．１４ａ）化合物（
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Ｂ－Ａ．２．１．１４）の農業的に有用な塩、（Ｂ－Ａ．２．１．１４ｂ）化合物（Ｂ－
Ａ．２．１．１４）のナトリウム塩、（Ｂ－Ａ．２．１．１５）ホラムスルフロン、（Ｂ
－Ａ．２．１．１５ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．１５）の農業的に有用な塩、（Ｂ－Ａ
．２．１．１５ｂ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．１５）のナトリウム塩、（Ｂ－Ａ．２．１
．１６）シノスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１．１７）エタメトスルフロン－メチル、（Ｂ
－Ａ．２．１．１８）プロスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１．１９）スルホメツロン－メチ
ル、（Ｂ－Ａ．２．１．２０）トリトスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１．２１）モノスルフ
ロン）、（Ｂ－Ａ．２．１．２２）メチル　２－［（｛［４－メトキシ－６－（メチルチ
オ）ピリミジン－２－イル］カルバモイル｝アミノ）スルホニル］ベンゾエート、（Ｂ－
Ａ．２．１．２３）チフェンスルフロン－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．２４）ピラゾスル
フロン－エチル、（Ｂ－Ａ．２．１．２５）ハロスルフロン－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１
．２６）メチル　５－（４，６－ジメチルピリミジン－２－イルカルバモイルスルファモ
イル）－１－（２－ピリジル）ピラゾール－４－カルボキシレート（ＮＣ－３３０、Ｂｒ
ｉｇｈｔｏｎ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔ．Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　’Ｗｅｅｄｓ’　１９９１
，Ｖｏｌ．１，ｐ．４５以下を参照されたい）、（Ｂ－Ａ．２．１．２７）アジムスルフ
ロン、（Ｂ－Ａ．２．１．２８）Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カ
ルバモイル］－４－（５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル）
－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－スルホンアミド、（Ｂ－Ａ．２．１．２９
）アミドスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１．２９ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．２９）の農
業的に有用な塩、（Ｂ－Ａ．２．１．２９ｂ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．２９）のナトリ
ウム塩、（Ｂ－Ａ．２．１．２９ｃ）ＥＰ－Ａ０１３１２５８およびＺ．Ｐｆｌ．Ｋｒａ
ｎｋｈ．Ｐｆｌ．Ｓｃｈｕｔｚ，ｓｐｅｃｉａｌ　ｅｄｉｔｉｏｎ　ＸＩＩ，４８９－４
９７によるアミドスルフロンの構造類似体（Ｂ－Ａ９９０）、（Ｂ－Ａ．２．１．３０）
ニコスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１．３１）リムスルフロン）、（Ｂ－Ａ．２．１．３２
）フルピルスルフロン－メチル－ナトリウム、（Ｂ－Ａ．２．１．３３）３－（４，６－
ジメトキシピリミジン－２－イル）－１－（３－Ｎ－メチルスルホニル－Ｎ－メチル－ア
ミノピリジン－２－イル）スルホニルウレア（ＤＥ－Ａ４０００５０３およびＤＥ－Ａ４
０３０５７７）、（Ｂ－Ａ．２．１．３３ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．３３）の農業的
に有用な塩、（Ｂ－Ａ．２．１．３３ｂ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．３３）のナトリウム
塩、（Ｂ－Ａ．２．１．３４）フラザスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１．３５）トリフロキ
シスルフロン－ナトリウム、（Ｂ－Ａ．２．１．３６）フルセトスルフロン、（Ｂ－Ａ．
２．１．３７）エトキシスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１．３７ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．
１．３７）の農業的に有用な塩、（Ｂ－Ａ．２．１．３７ｂ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．
３７）のナトリウム塩、（Ｂ－Ａ．２．１．３８）スルホスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１
．３９）イマゾスルフロン、（Ｂ－Ａ．２．１．４０）２－クロロ－Ｎ－［（４，６－ジ
メトキシピリミジン－２－イル）カルバモイル］－６－プロピルイミダゾ［１，２－ｂ］
ピリダジン－３－スルホンアミド、（Ｂ－Ａ．２．１．４１）シクロスルファムロン、（
Ｂ－Ａ．２．１．４２）オルトスルファムロン、（Ｂ－Ａ．２．１．４３）イマザメタベ
ンズ－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．４４）イマザピック、（Ｂ－Ａ．２．１．４５）イマ
ザモックス、（Ｂ－Ａ．２．１．４６）イマザピル、（Ｂ－Ａ．２．１．４７）イマザキ
ンおよび（Ｂ－Ａ．２．１．４８）イマゼタピル、（Ｂ－Ａ．２．１．４９）クロランス
ラム－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．５０）ジクロスラム、（Ｂ－Ａ．２．１．５１）フロ
ラスラム、（Ｂ－Ａ．２．１．５２）フルメツラム、（Ｂ－Ａ．２．１．５３）メトスラ
ム、（Ｂ－Ａ．２．１．５４）ペノクススラム、（Ｂ－Ａ．２．１．５５）ピロクススラ
ム、（Ｂ－Ａ．２．１．５６）４，５－ジヒドロ－３－メトキシ－４－メチル－５－オキ
ソ－Ｎ－（２－トリフルオロメトキシフェニルスルホニル）－１Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール－１－カルボキサミド、（Ｂ－Ａ．２．１．５６ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．５
６）の農業的に有用な塩、（Ｂ－Ａ．２．１．５６ｂ）フルカルバゾン－ナトリウム、（
Ｂ－Ａ．２．１．５７）メチル　２－（４，５－ジヒドロ－４－メチル－５－オキソ－３
－プロポキシ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）カルボキサミドスルホニル
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ベンゾエート、（Ｂ－Ａ．２．１．５７ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．５７）の農業的に
有用な塩、（Ｂ－Ａ．２．１．５７ｂ）プロポキシカルバゾン－ナトリウム、（Ｂ－Ａ．
２．１．５８）チエンカルバゾン－メチル、（Ｂ－Ａ．２．１．５９）ベンジル　３－（
４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）オキシピリジン－２－カルボキシレート（Ｅ
Ｐ－Ａ０２４９７０７）、（Ｂ－Ａ．２．１．６０）メチル　３－（４，６－ジメトキシ
ピリミジン－２－イル）－オキシピリジン－２－カルボキシレート（ＥＰ－Ａ０２４９７
０７）、（Ｂ－Ａ．２．１．６１）１－（エトキシカルボニルオキシエチル）２，６－ビ
ス［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）オキシ］ベンゾエート（ＥＰ－Ａ０４
７２１１３）、（Ｂ－Ａ．２．１．６２）２，６－ビス［（４，６－ジメトキシピリミジ
ン－２－イル）オキシ］安息香酸、（Ｂ－Ａ．２．１．６２ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１
．６２）の農業的に有用な塩、（Ｂ－Ａ．２．１．６２ｂ）ビスピリバック－ナトリウム
、（Ｂ－Ａ．２．１．６３）ピリバムベンズ－イソプロピル、（Ｂ－Ａ．２．１．６４）
ピリバムベンズ－プロピル、（Ｂ－Ａ．２．１．６５）ピリベンゾキシム、（Ｂ－Ａ．２
．１．６６）ピリフタリド、（Ｂ－Ａ．２．１．６７）ピリミノバック－メチル、（Ｂ－
Ａ．２．１．６８）２－クロロ－６－（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イルチオ）
安息香酸、（Ｂ－Ａ．２．１．６８ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．１．６８）の農業的に有用
な塩、（Ｂ－Ａ．２．１．６８ｂ）ピリチオバック－ナトリウム、および（Ｂ－Ａ．２．
１．６９）ピリミスルファンなど；
（Ｂ－Ａ．２．２）ＥＰＳＰシンターゼの阻害剤、例えば、（Ｂ－Ａ．２．２．１）グリ
ホサート、（Ｂ－Ａ．２．２．１ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．２．１）の農業的に有用な塩
、（Ｂ－Ａ．２．１．１ｂ）グリホサート－ナトリウム、（Ｂ－Ａ．２．１．１ｃ）グリ
ホサート－イソプロピルアンモニウム、（Ｂ－Ａ．２．２．２）スルホサートなど；
（Ｂ－Ａ．２．３）グルタミンシンターゼの阻害剤、例えば、（Ｂ－Ａ．２．３．１）ビ
アラホス（＝ビラナホス）、（Ｂ－Ａ．２．３．２）グルホシネート、（Ｂ－Ａ．２．３
．１ａ）化合物（Ｂ－Ａ．２．３．１）の農業的に有用な塩、（Ｂ－Ａ．２．３．１ｂ）
グルホシネート－ナトリウム塩、（Ｂ－Ａ．２．３．１ｃ）グルホシネート－アンモニウ
ムなど；
（Ｂ－Ａ．３）植物中の脂質合成の阻害剤、例えば、
（Ｂ－Ａ．３．１）アセチル－コエンザイムＡカルボキシラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）の阻害
剤、例えば（Ｂ－Ａ．３．１．１）ジクロホップ－メチル、（Ｂ－Ａ．３．１．１ａ）ジ
クロホップ－Ｐ－メチル、（Ｂ－Ａ．３．１．２）メチル　２－（４－（４－ブロモ－２
－クロロフェノキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＤＥ－Ａ２６０１５４８）、（Ｂ－
Ａ．３．１．３）メチル　２－（４－（４－ブロモ－２－フルオロフェノキシ）フェノキ
シ）プロピオネート（ＵＳ－Ａ４，８０８，７５０）、（Ｂ－Ａ．３．１．４）メチル　
２－（４－（２－クロロ－４－トリフルオロメチルフェノキシ）フェノキシ）プロピオネ
ート（ＤＥ－Ａ２４３３０６７）、（Ｂ－Ａ．３．１．５）メチル　２－（４－（２－フ
ルオロ－４－トリフルオロメチルフェノキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＵＳ４，８
０８，７５０）、（Ｂ－Ａ．３．１．６）メチル　２－（４－（２，４－ジクロロベンジ
ル）フェノキシ）プロピオネート（ＤＥ－Ａ２４１７４８７）、（Ｂ－Ａ．３．１．７）
エチル　４－（４－（４－トリフルオロメチルフェノキシ）フェノキシ）ペンタ－２－エ
ノエート、（Ｂ－Ａ．３．１．８）メチル　２－（４－（４－トリフルオロメチルフェノ
キシ）フェノキシ）プロピオネート（ＤＥ－Ａ２４３３０６７）、（Ｂ－Ａ．３．１．９
）シハロホップ－ブチル、（Ｂ－Ａ．３．１．１０）エチル　２－（４－（３，５－ジク
ロロピリジル－２－オキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＥＰ－Ａ０００２９２５）、
（Ｂ－Ａ．３．１．１１）プロパルギル　２－（４－（３，５－ジクロロピリジル－２－
オキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＥＰ－Ａ０００３１１４）、（Ｂ－Ａ．３．１．
１２）ハロキシホップ、（Ｂ－Ａ．３．１．１２ａ）ハロキシホップ－メチル、（Ｂ－Ａ
．３．１．１２ｂ）ハロキシホップ－エトチル（ｅｔｏｔｙｌ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１
２ｃ）ハロキシホップ－ナトリウム、（Ｂ－Ａ．３．１．１２ｄ）ハロキシホップ－Ｐ、
（Ｂ－Ａ．３．１．１２ｅ）ハロキシホップ－Ｐ－メチル、（Ｂ－Ａ．３．１．１２ｆ）
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ハロキシホップ－Ｐ－エトチル、（Ｂ－Ａ．３．１．１２ｇ）ハロキシホップ－Ｐ－ナト
リウム、（Ｂ－Ａ．３．１．１３）エチル　２－（４－（３－クロロ－５－トリフルオロ
メチル－２－ピリジルオキシ）フェノキシ）プロピオネート（ＥＰ－Ａ０００３８９０）
、（Ｂ－Ａ．３．１．１４）クロジナホップ－プロパルギル、（Ｂ－Ａ．３．１．１５）
フルアジホップ－ブチル、（Ｂ－Ａ．３．１．１５ａ）フルアジホップ－Ｐ－ブチル、（
Ｂ－Ａ．３．１．１６）（Ｒ）－２－［４－（３－クロロ－５－トリフルオロメチル－２
－ピリジルオキシ）フェノキシ］プロピオン酸、（Ｂ－Ａ．３．１．１７）キザロホップ
、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ａ）キザロホップ－Ｐ、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ｂ）キザロホ
ップ－エチル、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ｃ）キザロホップ－メチル、（Ｂ－Ａ．３．１．
１７ｄ）キザロホップ－テフリル、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ｅ）キザロホップ－Ｐ－エチ
ル、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ｆ）キザロホップ－Ｐ－メチル、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ｇ
）キザロホップ－Ｐ－テフリル、（Ｂ－Ａ．３．１．１８）プロパキザホップ、（Ｂ－Ａ
．３．１．１９）メチル　２－（４－（６－フルオロ－２キノキサリルオキシ）フェノキ
シ）プロピオネート（Ｊ．Ｐｅｓｔ．Ｓｃｉ．１９８５，１０，６１を参照されたい）、
（Ｂ－Ａ．３．１．２０）フェノキサプロップ、（Ｂ－Ａ．３．１．２０ａ）フェノキサ
プロップ－エチル、（Ｂ－Ａ．３．１．２０ｂ）フェノキサプロップ－Ｐ、（Ｂ－Ａ．３
．１．２０ｃ）フェノキサプロップ－Ｐ－エチル、（Ｂ－Ａ．３．１．２１）エチル　２
－（４－（６－クロロベンゾチアゾール－２－イルオキシ）フェノキシ）プロピオネート
（ＤＥ－Ａ－２６４０７３０）、（Ｂ－Ａ．３．１．２２）メタミホップ、（Ｂ－Ａ．３
．１．２３）アロキシジム（－ナトリウム）、（Ｂ－Ａ．３．１．２４）ブトロキシジム
、（Ｂ－Ａ．３．１．２５）クレトジム、（Ｂ－Ａ．３．１．２６）クロプロキシジム、
（Ｂ－Ａ．３．１．２７）シクロキシジム、（Ｂ－Ａ．３．１．２８）プロホキシジム、
（Ｂ－Ａ．３．１．２９）セトキシジム、（Ｂ－Ａ．３．１．３０）テプラロキシジム、
（Ｂ－Ａ．３．１．３１）トラルコキシジムおよび（Ｂ－Ａ．３．１．３２）ピノキサデ
ン；
（Ｂ－Ａ．３．２）ＡＣＣａｓｅ阻害剤の作用メカニズムと異なる作用メカニズムを持つ
脂質合成の阻害剤、例えば（Ｂ－Ａ．３．２．１）Ｓ－エチル　Ｎ，Ｎ－ジプロピルチオ
カルバメート（ＥＰＴＣ）、（Ｂ－Ａ．３．２．２）Ｓ－エチル　Ｎ，Ｎ－ジイソブチル
チオカルバメート（ブチレート）、（Ｂ－Ａ．３．２．３）チオベンカルブ＝ベンチオカ
ルブ、（Ｂ－Ａ．３．２．４）シクロエート、（Ｂ－Ａ．３．２．５）ジメピペレート、
（Ｂ－Ａ．３．２．６）エスプロカルブ、（Ｂ－Ａ．３．２．７）モリネート、（Ｂ－Ａ
．３．２．８）オルベンカルブ、（Ｂ－Ａ．３．２．９）ペブレート、（Ｂ－Ａ．３．２
．１０）プロスルホカルブ、（Ｂ－Ａ．３．２．１１）チオカルバジル、（Ｂ－Ａ．３．
２．１２）トリアレート、（Ｂ－Ａ．３．２．１３）ベルノレート、（Ｂ－Ａ．３．２．
１４）ベンスリド、（Ｂ－Ａ．３．２．１５）ベンフレセート、（Ｂ－Ａ．３．２．１６
）エトフメセート、（Ｂ－Ａ．３．２．１７）ＴＣＡ、（Ｂ－Ａ．３．２．１８）ダラポ
ンおよび（Ｂ－Ａ．３．２．１９）フルプロパネートなど、
（Ｂ－Ａ．４）細胞分裂および細胞発達の阻害剤、例えば
（Ｂ－Ａ．４．１）細胞壁合成の阻害剤（セルロース合成阻害剤）、例えば（Ｂ－Ａ．４
．１．１）ジクロベニル、（Ｂ－Ａ．４．１．２）クロルチアミド、（Ｂ－Ａ．４．１．
３）イソキサベン、（Ｂ－Ａ．４．１．４）フルポキサムおよび（Ｂ－Ａ．４．１．５）
トリアジフラム；
（Ｂ－Ａ．４．２）微小管（ｍｉｃｒｏｔｕｂｕｌｉ）の阻害剤（微小管の形成およびそ
れらの構築についての阻害剤）、例えば（Ｂ－Ａ．４．２．１）ベネフィン＝ベンフルラ
リン、（Ｂ－Ａ．４．２．２）ブトラリン、（Ｂ－Ａ．４．２．３）ジニトラミン、（Ｂ
－Ａ．４．２．４）エタルフルラリン、（Ｂ－Ａ．４．２．５）オリザリン、（Ｂ－Ａ．
４．２．６）ペンジメタリン、（Ｂ－Ａ．４．２．７）トリフルラリン、（Ｂ－Ａ．４．
２．８）アミプロホス－メチル、（Ｂ－Ａ．４．２．９）ブタミホス、（Ｂ－Ａ．４．２
．１０）プロピザミド＝プロナミド、（Ｂ－Ａ．４．２．１１）テブタム、（Ｂ－Ａ．４
．２．１２）ＤＣＰＡ＝クロルタール－ジメチル、（Ｂ－Ａ．４．２．１３）クロルプロ
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ファム、（Ｂ－Ａ．４．２．１４）プロファム、（Ｂ－Ａ．４．２．１５）カルベタミド
、（Ｂ－Ａ．４．２．１６）ジチオピルおよび（Ｂ－Ａ．４．２．１７）チアゾピルなど
；
（Ｂ－Ａ．４．３）有糸分裂または微小管構築の阻害剤、例えば（Ｂ－Ａ．４．３．１）
クロルプロファム、（Ｂ－Ａ．４．３．２）プロファム、（Ｂ－Ａ．４．３．３）カルベ
タミドなど；
（Ｂ－Ａ．４．４）極長鎖脂肪酸（ＶＬＣＦＡ）の合成の阻害剤、例えば（Ｂ－Ａ．４．
４．１）アセトクロル、（Ｂ－Ａ．４．４．２）アラクロル、（Ｂ－Ａ．４．４．３）ブ
タクロル、（Ｂ－Ａ．４．４．４）ジメタクロル、（Ｂ－Ａ．４．４．５）ジメテナミド
、（Ｂ－Ａ．４．４．６）メタザクロル、（Ｂ－Ａ．４．４．７）メトラクロル、（Ｂ－
Ａ．４．４．８）Ｓ－メトラクロル、（Ｂ－Ａ．４．４．９）ペトキサミド、（Ｂ－Ａ．
４．４．１０）プレチラクロル、（Ｂ－Ａ．４．４．１１）プロパクロル、（Ｂ－Ａ．４
．４．１２）プロピソクロル、（Ｂ－Ａ．４．４．１３）テニルクロル、（Ｂ－Ａ．４．
４．１４）ジフェナミド、（Ｂ－Ａ．４．４．１５）ナプロパミド、（Ｂ－Ａ．４．４．
１６）ナプロアニリド、（Ｂ－Ａ．４．４．１７）フルフェナセット、（Ｂ－Ａ．４．４
．１８）メフェナセット、（Ｂ－Ａ．４．４．１９）フェントラザミド、（Ｂ－Ａ．４．
４．２０）カフェンストロール、（Ｂ－Ａ．４．４．２１）ピペロホス、（Ｂ－Ａ．４．
４．２２）Ｓ－（Ｎ－アリール－Ｎ－アルキルカルバモイルメチル）ジチオホスホネート
および（Ｂ－Ａ．４．４．２２ａ）Ｓ－［Ｎ－（４－クロロフェニル）－Ｎ－イソプロピ
ルカルバモイルメチル］Ｏ，Ｏ－ジメチルジチオホスフェート（アニロホス）など；
（Ｂ－Ａ．５）光合成を撹乱する除草剤、例えば（Ｂ－Ａ．５．１）光合成ＩＩ系の阻害
剤、例えば（Ｂ－Ａ．５．１．１）デスメトリン、（Ｂ－Ａ．５．１．２）ブロマシル、
（Ｂ－Ａ．５．１．３）レナシル、（Ｂ－Ａ．５．１．４）テルバシル、（Ｂ－Ａ．５．
１．５）ピラゾン＝クロリダゾン、（Ｂ－Ａ．５．１．６）デスメジファム、（Ｂ－Ａ．
５．１．７）フェンメジファム、（Ｂ－Ａ．５．１．８）クロロブロムロン、（Ｂ－Ａ．
５．１．９）クロロトルロン、（Ｂ－Ａ．５．１．１０）クロロクスロン、（Ｂ－Ａ．５
．１．１１）ジメフロン、（Ｂ－Ａ．５．１．１２）ジウロン、（Ｂ－Ａ．５．１．１３
）エチジムロン、（Ｂ－Ａ．５．１．１４）フェヌロン、（Ｂ－Ａ．５．１．１５）フル
オメツロン、（Ｂ－Ａ．５．１．１６）イソプロツロン、（Ｂ－Ａ．５．１．１７）イソ
ウロン、（Ｂ－Ａ．５．１．１８）リヌロン、（Ｂ－Ａ．５．１．１９）メタベンズチア
ズロン、（Ｂ－Ａ．５．１．２０）メトブロムロン、（Ｂ－Ａ．５．１．２１）メトクス
ロン、（Ｂ－Ａ．５．１．２２）モノリヌロン、（Ｂ－Ａ．５．１．２３）ネブロン、（
Ｂ－Ａ．５．１．２４）シデュロン、（Ｂ－Ａ．５．１．２５）テブチウロン、（Ｂ－Ａ
．５．１．２６）プロパニル、（Ｂ－Ａ．５．１．２７）ペンタノクロル、（Ｂ－Ａ．５
．１．２８）ブロモフェノキシム、（Ｂ－Ａ．５．１．２９）ブロモキシニル、（Ｂ－Ａ
．５．１．３０）イオキシニル、（Ｂ－Ａ．５．１．３１）ベンタゾン、（Ｂ－Ａ．５．
１．３２）ピリデート、（Ｂ－Ａ．５．１．３３）ピリダホル、（Ｂ－Ａ．５．１．３４
）４－アミノ－Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－４，５－ジヒドロ－３－イソプロピル－５－オキ
ソ－１，２，４－１Ｈ－トリアゾール－１－カルボキサミド（アミカルバゾン）、（Ｂ－
Ａ．５．１．３５）３－シクロヘキシル－６－ジメチルアミノ－１－メチル－１，３，５
－トリアジン－２，４－（Ｂ－ＡＨ，３Ｈ）－ジオン（ヘキサジノン）、（Ｂ－Ａ．５．
１．３６）４－アミノ－４，５－ジヒドロ－３－メチル－６－フェニル－１，２，４－ト
リアジン－５－オン（メタミトロン）、（Ｂ－Ａ．５．１．３７）４－アミノ－６－ｔｅ
ｒｔ－ブチル－４，５－ジヒドロ－３－メチルチオ－１，２，４－トリアジン－５－オン
（メトリブジン）、（Ｂ－Ａ．５．１．３８）アメトリン、（Ｂ－Ａ．５．１．３９）ア
トラジン、（Ｂ－Ａ．５．１．４０）シアナジン、（Ｂ－Ａ．５．１．４１）ジメタメト
リン、（Ｂ－Ａ．５．１．４２）プロメトン、（Ｂ－Ａ．５．１．４３）プロメトリン、
（Ｂ－Ａ．５．１．４４）プロパジン、（Ｂ－Ａ．５．１．４５）シマジン、（Ｂ－Ａ．
５．１．４６）シメトリン、（Ｂ－Ａ．５．１．４７）テルブメトン、（Ｂ－Ａ．５．１
．４８）テルブチラジン、（Ｂ－Ａ．５．１．４９）テルブトリンおよび（Ｂ－Ａ．５．
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１．５０）トリエタジンなど；
（Ｂ－Ａ．６）ホルモン様の効果により植物の発達に悪影響を与える除草剤、例えば（Ｂ
－Ａ．６．１）クロメプロップ、（Ｂ－Ａ．６．２）２，４－Ｄ、（Ｂ－Ａ．６．３）２
，４－ＤＢ、（Ｂ－Ａ．６．４）ジクロルプロップ＝２，４－ＤＰ、（Ｂ－Ａ．６．５）
ＭＣＰＡ、（Ｂ－Ａ．６．６）ＭＣＰＢ、（Ｂ－Ａ．６．７）メコプロップ＝ＭＣＰＰ＝
ＣＭＰＰ、（Ｂ－Ａ．６．８）クロランベン、（Ｂ－Ａ．６．９）ジカンバ、（Ｂ－Ａ．
６．１０）ＴＢＡ、（Ｂ－Ａ．６．１１）キンクロラック、（Ｂ－Ａ．６．１２）キンメ
ラック、（Ｂ－Ａ．６．１３）ベナゾリン－エチル、（Ｂ－Ａ．６．１４）ナプタラム、
（Ｂ－Ａ．６．１５）ジフルフェンゾピル－Ｎａ、（Ｂ－Ａ．６．１６）アミノピラリド
、（Ｂ－Ａ．６．１７）クロピラリド、（Ｂ－Ａ．６．１８）フルロキシピル（－メプチ
ル）、（Ｂ－Ａ．６．１９）ピクロラム、（Ｂ－Ａ．６．２０）トリクロピル、（Ｂ－Ａ
．６．２１）ホルクロルフェヌロンおよび（Ｂ－Ａ．６．２２）チジアズロンなど；
（Ｂ－Ａ．７）未だ確認されていない作用メカニズムを持つ除草剤、例えば（Ｂ－Ａ．７
．１）フラムプロップ－Ｍ－メチル／－イソプロピル、（Ｂ－Ａ．７．２）ジフェンゾコ
ート、（Ｂ－Ａ．７．３）ＤＳＭＡ、（Ｂ－Ａ．７．４）ＭＳＭＡ、（Ｂ－Ａ．７．５）
ブロモブチド、（Ｂ－Ａ．７．６）（クロロ）－フルレノール（－メチル）、（Ｂ－Ａ．
７．７）シンメチリン、（Ｂ－Ａ．７．８）クミルロン、（Ｂ－Ａ．７．９）ダゾメット
、（Ｂ－Ａ．７．１０）ダイムロン（ｄｙｍｒｏｎ）＝ダイムロン（ｄａｉｍｕｒｏｎ）
、（Ｂ－Ａ．７．１１）メチル－ダイムロン（ｄｉｍｕｒｏｎ）＝メチル－ダイムロン（
ｄｙｍｒｏｎ）、（Ｂ－Ａ．７．１２）エトベンザニド、（Ｂ－Ａ．７．１３）ホサミン
、（Ｂ－Ａ．７．１４）インダノファン、（Ｂ－Ａ．７．１５）メタム、（Ｂ－Ａ．７．
１６）オキサジクロメホンおよび（Ｂ－Ａ．７．１７）ピリブチカルブなど；
（Ｂ－Ｂ）有害作用が迅速に発生する除草剤、例えば
（Ｂ－Ｂ．１）光系Ｉ中の電子伝達に負の影響を与える除草剤、例えば（Ｂ－Ｂ．１．１
）ジクワット、（Ｂ－Ｂ．１．１ａ）ジクワットジブロミド、（Ｂ－Ｂ．１．２）パラコ
ート、（Ｂ－Ｂ．１．２ａ）パラコートジクロリドなど；
（Ｂ－Ｂ．２）プロトポルフィリンオキシダーゼの阻害剤、例えば（Ｂ－Ｂ．２．１）ア
シフルオルフェン－Ｎａ、（Ｂ－Ｂ．２．２）ビフェノックス、（Ｂ－Ｂ．２．３）クロ
メトキシフェン、（Ｂ－Ｂ．２．４）フルオログリコフェン－エチル、（Ｂ－Ｂ．２．５
）ホメサフェン、（Ｂ－Ｂ．２．６）ハロサフェン、（Ｂ－Ｂ．２．７）ラクトフェン、
（Ｂ－Ｂ．２．８）オキシフルオルフェン、（Ｂ－Ｂ．２．９）フルアゾレート、（Ｂ－
Ｂ．２．１０）ピラフルフェン－エチル、（Ｂ－Ｂ．２．１１）シニドン／－メチル／－
エチル、（Ｂ－Ｂ．２．１２）フルミオキサジン、（Ｂ－Ｂ．２．１３）フルミクロラッ
ク－ペンチル、（Ｂ－Ｂ．２．１４）フルチアセット－メチル、（Ｂ－Ｂ．２．１５）チ
ジアジミン、（Ｂ－Ｂ．２．１６）オキサジアゾン、（Ｂ－Ｂ．２．１７）オキサジアル
ギル、（Ｂ－Ｂ．２．１８）ペントキサゾン、（Ｂ－Ｂ．２．１９）ベンズフェンジゾン
、（Ｂ－Ｂ．２．２０）ブタフェナシル、（Ｂ－Ｂ．２．２１）ピラクロニル、（Ｂ－Ｂ
．２．２２）プロフルアゾール、（Ｂ－Ｂ．２．２３）フルフェンピル－エチル、（Ｂ－
Ｂ．２．２４）アザフェニジン、（Ｂ－Ｂ．２．２５）カルフェントラゾン－エチル、（
Ｂ－Ｂ．２．２６）スルフェントラゾンおよび（Ｂ－Ｂ．２．２７）ベンカルバゾンなど
；
（Ｂ－Ｂ．３）植物中の細胞膜を破壊するもの、例えば（Ｂ－Ｂ．３．１）ＤＮＯＣ、（
Ｂ－Ｂ．３．２）ジノセブおよび（Ｂ－Ｂ．３．３）ジノテルブなど；
（Ｂ－Ｂ．４）未知の作用メカニズムを持つ除草剤、例えば（Ｂ－Ｂ．４．１）オレイン
酸および（Ｂ－Ｂ．４．２）ペラルゴン酸など。
【００１９】
　上述のグループ（Ｂ－Ａ）および（Ｂ－Ｂ）ならびのそれらのサブグループの除草剤は
、上述の各刊行物から公知であり、例えば、“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａ
ｌ”，Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ，１
４ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，２００６または対応するｅ－Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａ
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ｌ，ｖｅｒｓｉｏｎ　４．０，Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏ
ｕｎｃｉｌ　２００６中で、あるいは“Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄ
ｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ”（インターネットを介して入手可能）中で、それらの化
学名により、または商業的製品の場合は与えられた一般名により定義されている。
【００２０】
　商業的活性化合物が、好ましくは、述べられた化合物の特別な塩またはエステルの形態
で存在する場合、化合物への参照はまた、好ましくは、このことが同様に述べられていな
くとも慣例的な商業的形態を包含する。
【００２１】
　いくつかの場合において、除草剤グループ（Ｂ－Ａ）および（Ｂ－Ｂ）ならびにそれら
のサブグループは、様々な構造分類からの活性化合物を含む。言及されたグループ（Ｂ－
Ａ）および（Ｂ－Ｂ）のグループまたはサブグループのうちの同じ構造分類からの各除草
剤は、それゆえに、各々の場合において、各作用メカニズムグループまたは現象的グルー
プ内でより好ましいサブグループを形成する。
【００２２】
　好ましいのは、化合物（Ａ１）、（Ａ２）、（Ａ３）、（Ａ４）、（Ａ５）、（Ａ６）
、（Ａ７）、（Ａ８）、（Ａ９）、（Ａ１０）、（Ａ１１）、（Ａ１２）、（Ａ１３）、
（Ａ１４）、（Ａ１５）、（Ａ１６）（Ａ１７）、（Ａ１８）、（Ａ１９）または（Ａ２
０）と、除草剤グループ（Ｂ－Ａ）、（Ｂ－Ａ．１）、（Ｂ－Ａ．１．１）、（Ｂ－Ａ．
１．２）、（Ｂ－Ａ．１．３）、（Ｂ－Ａ．２）、（Ｂ－Ａ．２．１）、（Ｂ－Ａ．２．
２）、（Ｂ－Ａ．３）、（Ｂ－Ａ．３．１）、（Ｂ－Ａ．３．２）、（Ｂ－Ａ．４）、（
Ｂ－Ａ．４．１）、（Ｂ－Ａ．４．２）、（Ｂ－Ａ．４．３）、（Ｂ－Ａ．４．４）、（
Ｂ－Ａ．５）、（Ｂ－Ａ．５．１）、（Ｂ－Ａ．６）、（Ｂ－Ａ．７）、（Ｂ－Ｂ）、（
Ｂ－Ｂ．１）、（Ｂ－Ｂ．２）、（Ｂ－Ｂ．３）または（Ｂ－Ｂ．４）の群からの１また
は複数の活性化合物との組み合わせを含む組成物の使用である。
【００２３】
グループ（Ｃ）：
　好適な植物成長調節物質（ＰＧＲ）は、植物またはそれらの果実の発芽、成長、成熟お
よび熟成または発達に対して影響を持ち得る化合物または混合物である。これらの植物成
長調節物質は、下に例示されるような一定のサブクラスに分けられ得る。
【００２４】
（Ｃ－１）抗オーキシン、例えば（Ｃ－１．１）クロフィブリン［２－（４－クロルフェ
ノキシ）－２－メチルプロパン酸（ｍｅｔｈｙｌｐｒｏｐａｎｓａｕｒｅ）］および（Ｃ
－１．２）２，３，５－トリ－ヨード安息香酸など；
（Ｃ－２）オーキシン、例えば（Ｃ－２．１）４－ＣＰＡ（４－クロロフェノキシ酢酸）
、（Ｃ－２．２）２，４－Ｄ（２，４－ジクロロフェノキシ酢酸）、（Ｃ－２．３）２，
４－ＤＢ［４－（２，４－ジクロロフェノキシ）ブタン酸］、（Ｃ－２．４）２，４－Ｄ
ＥＰ｛ｔｒｉｓ［２－（２，４－ジクロロフェノキシ）エチル］ホスファイト｝、（Ｃ－
２．５）ジクロルプロップ、（Ｃ－２．６）フェノプロップ、（Ｃ－２．７）ＩＡＡ（β
－インドール酢酸）、（Ｃ－２．８）ＩＢＡ（４－インドール－３－イルブタン酸）、（
Ｃ－２．９）ナフタリンアセトアミド、（Ｃ－２．１０）α－ナフタリン酢酸、（Ｃ－２
．１１）１－ナフトール、（Ｃ－２．１２）ナフトキシ酢酸、（Ｃ－２．１３）カリウム
ナフテネート、（Ｃ－２．１４）ナトリウムナフテネート、（Ｃ－２．１５）２，４，５
－Ｔ［（２，４，５－トリクロロフェノキシ）酢酸］など；
（Ｃ－３）サイトカイニン、例えば（Ｃ－３．１）２ｉＰ［Ｎ－（３－メチルブタ－２－
エニル）－１Ｈ－プリン－６－アミン］、（Ｃ－３．２）ベンジルアデニン、（Ｃ－３．
３）カイネチン、（Ｃ－３．３）ゼアチンなど；
（Ｃ－４）落葉剤、例えば（Ｃ－４．１）カルシウムシアナミド、（Ｃ－４．２）ジメチ
ピン、（Ｃ－４．３）エンドタール、（Ｃ－４．４）エテホン、（Ｃ－４．５）メルホス
、（Ｃ－４．６）メトクスロン、（Ｃ－４．７）ペンタクロロフェノール、（Ｃ－４．８
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）チジアズロン、（Ｃ－４．９）トリブホスなど；
（Ｃ－５）エチレン阻害剤、例えば（Ｃ－５．１）アビグリシン、（Ｃ－５．２）アビグ
リシン塩酸塩、（Ｃ－５．３）１－メチルシクロプロペンなど；
（Ｃ－６）エチレン生成剤、例えば（Ｃ－６．１）ＡＣＣ（１－アミノシクロプロパンカ
ルボン酸）、（Ｃ－６．２）エタセラシル、（Ｃ－６．３）エテホン、（Ｃ－６．４）グ
リオキシムなど；
（Ｃ－７）ジベレリン、例えばジベレリンＡ１（Ｃ－７．１）、Ａ４（Ｃ－７．２）、Ａ
７（Ｃ－７．３）、（Ｃ－７．４）ジベレリン酸（＝ジベレリンＡ３）など；
（Ｃ－８）成長阻害剤、例えば（Ｃ－８．１）アブシジン酸、（Ｃ－８．２）アンシミド
ール、（Ｃ－８．３）ブトラリン、（Ｃ－８．４）カルバリル、（Ｃ－８．５）クロルホ
ニウムまたは（Ｃ－８．５Ａ）そのクロリド、（Ｃ－８．６）クロルプロファム、（Ｃ－
８．７）ジケグラック、（Ｃ－８．８）ジケグラック－ナトリウム、（Ｃ－８．９）フル
メトラリン、（Ｃ－８．１０）フルオリダミド、（Ｃ－８．１１）ホサミン、（Ｃ－８．
１２）グリホシン、（Ｃ－８．１３）イソピリモル、（Ｃ－８．１４）ジャスモン酸、（
Ｃ－８．１５）マレイン酸ヒドラジドまたは（Ｃ－８．１５Ａ）そのカリウム塩、（Ｃ－
８．１６）メピコートまたは（Ｃ－８．１６Ａ）そのクロリド、（Ｃ－８．１７）ピプロ
クタニルまたは（Ｃ－８．１７Ａ）そのブロミド、（Ｃ－８．１８）プロヒドロジャスモ
ン、（Ｃ－８．１９）プロファム、（Ｃ－８．２０）２，３，５－トリ－ヨード安息香酸
など；
（Ｃ－９）モルファクチン、例えば（Ｃ－９．１）クロルフルレン、（Ｃ－９．２）クロ
ルフルレノール、（Ｃ－９．３）クロルフルレノール－メチル、（Ｃ－９．４）ジクロロ
フルレノール、（Ｃ－９．５）フルレノールなど；
（Ｃ－１０）成長遅延剤／調節剤、例えば（Ｃ－１０．１）クロルメコート、（Ｃ－１０
．２）クロルメコート－クロリド、（Ｃ－１０．３）ダミノジド、（Ｃ－１０．４）フル
ルプリミドール、（Ｃ－１０．５）メフルイジド、（Ｃ－１０．６）メフルイジド－ジオ
ラミン、（Ｃ－１０．７）パクロブトラゾール、（Ｃ－１０．８）シプロコナゾール、（
Ｃ－１０．９）テトシクラシス、（Ｃ－１０．１０）ウニコナゾール、（Ｃ－１０．１１
）ウニコナゾール－Ｐなど；
（Ｃ－１１）成長刺激剤、例えば（Ｃ－１１．１）ブラシノリド、（Ｃ－１１．２）ホル
クロルフェヌロン、（Ｃ－１１．３）ヒメキサゾール、（Ｃ－１１．４）２－アミノ－６
－オキシプリン誘導体、（Ｃ－１１．５）インドリノン誘導体、（Ｃ－１１．６）３，４
－二置換マレイミド誘導体および（Ｃ－１１．７）アゼピノン誘導体など；
（Ｃ－１２）分類されないＰＧＲ、例えば（Ｃ－１２．１）ベンゾフルオル、（Ｃ－１２
．２）ブミナホス、（Ｃ－１２．３）カルボン、（Ｃ－１２．４）シオブチド、（Ｃ－１
２．５）クロフェンセット、（Ｃ－１２．６）クロフェンス（ｃｌｏｆｅｎｃｅ）－カリ
ウム、（Ｃ－１２．７）クロキシホナック、（Ｃ－１２．８）クロキシホナック－ナトリ
ウム、（Ｃ－１２．９）シクラニリド、（Ｃ－１２．１０）シクロヘキシミド、（Ｃ－１
２．１１）エポコレオン、（Ｃ－１２．１２）エチクロゼート、（Ｃ－１２．１３）エチ
レン、（Ｃ－１２．１４）フェンリダゾン、（Ｃ－１２．１５）ヘプトパルギル、（Ｃ－
１２．１６）ホロスルフ、（Ｃ－１２．１７）イナベンフィド、（Ｃ－１２．１８）カレ
タザン、（Ｃ－１２．１９）ブレイアルセナト（ｂｌｅｉａｒｓｅｎａｔ）、（Ｃ－１２
．２０）メタスルホカルブ、（Ｃ－１２．２１）プロヘキサジオン、（Ｃ－１２．２２）
プロヘキサジオン－カルシウム、（Ｃ－１２．２３）ピダノン、（Ｃ－１２．２４）シン
トフェン、（Ｃ－１２．２５）トリアペンテノール、（Ｃ－１２．２６）トリネキサパッ
クおよび（Ｃ－１２．２７）トリネキサパック－エチルなど；
（Ｃ－１３）ならびに他のＰＧＲ、例えば（Ｃ－１３．１）２，６－ジイソプロピルナフ
タリン、（Ｃ－１３．２）クロプロップ、（Ｃ－１３．３）エチル　１－ナフチルアセテ
ート、（Ｃ－１３．４）イソプロチオラン、（Ｃ－１３．５）ＭＣＰＢ－エチル［エチル
　４－（４－クロロ－ｏ－トリルオキシ）ブタノエート］、（Ｃ－１３．６）Ｎ－アセチ
ルチアゾリジン－４－カルボン酸、（Ｃ－１３．７）ｎ－デカノール、（Ｃ－１３．８）
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ペラルゴン酸、（Ｃ－１３．９）Ｎ－フェニルフタルイミド酸（ｐｈｅｎｙｌｐｈｔｈａ
ｌｉｍｉｃ　ａｃｉｄ）、（Ｃ－１３．１０）テクナゼン、（Ｃ－１３．１１）トリアコ
ンタノール、（Ｃ－１３．１２）２，３－ジヒドロ－５，６－ジフェニル－１，４－オキ
サチイン、（Ｃ－１３．１３）２－シアノ－３－（２，４－ジクロロフェニル）アクリル
酸、（Ｃ－１３．１４）２－ヒドラジノエタノール、（Ｃ－１３．１５）アロラック、（
Ｃ－１３．１６）アミドクロル、（Ｃ－１３．１７）ＢＴＳ　４４５８４［ジメチル（４
－ピペリジノカルボニルオキシ－２，５－キシリル）スルホニウム－トルエン－４－スル
ホネート］、（Ｃ－１３．１８）クロランベン、（Ｃ－１３．１９）クロルフルレン、（
Ｃ－１３．２０）クロルフルレン－メチル、（Ｃ－１３．２１）ジカンバ－メチル、（Ｃ
－１３．２２）ジクロルフルレノール、（Ｃ－１３．２３）ジクロルフルレノール－メチ
ル、（Ｃ－１３．２４）ジメキサノ、（Ｃ－１３．２５）エタセラシル、（Ｃ－１３．２
６）ヘキサフルオロアセトン三水和物、（Ｃ－１３．２７）Ｎ－（２－エチル－２Ｈ－ピ
ラゾール－３－イル）－Ｎ’－フェニルウレア、（Ｃ－１３．２８）Ｎ－ｍ－トリルフタ
ルアミド酸、（Ｃ－１３．２９）Ｎ－ピロリジノスクシンアミド酸、（Ｃ－１３．３０）
プロピル　３－ｔｅｒｔ－ブチルフェノキシアセテート、（Ｃ－１３．３１）ピダノン、
（Ｃ－１３．３２）ナトリウム（Ｚ）－３－クロロアクリレートなど。
【００２５】
　好ましくは、クロルメコート、クロルメコート－クロリド、シクラニリド、ジメチピン
、エテホン、フルメトラリン、フルルプリミドール、イナベンフィド、メピコート、メピ
コート－クロリド、１－メチルシクロプロペン、パクロブトラゾール、プロヘキサジオン
－カルシウム、プロヒドロジャスモン、トリブホス、チジアズロン、トリネキサパック、
トリネキサパック－エチルまたはウニコナゾールが、式（Ｉ）のＮ－シクロプロピル－Ｎ
－［置換－ベンジル］－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミドまたはチオカルボキサミド誘導体の混合相手として用い
られる。
【００２６】
　上述の植物成長調節物質の全ては公知である［Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕ
ａｌ，１４ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（２００６）およびインターネットホームページｈｔｔ
ｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔ
ｍｌの下のＣｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅ
ｓを参照されたい］。
【００２７】
グループ（Ｄ）
　グループ（Ｄ）の毒性緩和剤は、一般に、作物植物適合性を改良する化合物であって、
（Ｄ－１）４－ジクロロアセチル－１－オキサ－４－アザスピロ［４．５］デカン（ＡＤ
－６７）、（Ｄ－２）ジシクロノン、（Ｄ－３）ベノキサコール、（Ｄ－４）クロキント
セット－メキシル（ＥＰ－Ａ－００８６７５０、ＥＰ－Ａ－００９４３４９、ＥＰ－Ａ－
０１９１７３６、ＥＰ－Ａ－０４９２３６６中の類縁の化合物も参照されたい）、（Ｄ－
５）クミルロン、（Ｄ－６）シオメトリニル、（Ｄ－７）２，４－ジクロロフェノキシ酢
酸（２，４－Ｄ）、（Ｄ－８）４－（２，４－ジクロロフェノキシ）酪酸（２，４－ＤＢ
）、（Ｄ－９）ダイムロン（ｄａｉｍｕｒｏｎ）（ダイムロン（ｄｙｍｒｏｎ））、（Ｄ
－１０）ジカンバ、（Ｄ－１１）ジメピペレート、（Ｄ－１２）２，２－ジクロロ－Ｎ－
（２－オキソ－２－（２－プロペニルアミノ）エチル）－Ｎ－（２－プロペニル）アセト
アミド（ＤＫＡ－２４）、（Ｄ－１３）ジクロルミド、（Ｄ－１４）フェンクロリム、（
Ｄ－１５）フェンクロラゾール－エチル（ＥＰ－Ａ－０１７４５６２およびＥＰ－Ａ－３
４６６２０中の類縁の化合物も参照されたい）、（Ｄ－１６）フルラゾール、（Ｄ－１７
）フルキソフェニム、（Ｄ－１８）フリラゾール、（Ｄ－１９）イソキサジフェン－エチ
ル（ＷＯ－Ａ－９５／０７８９７中の類縁の化合物も参照されたい）、（Ｄ－２０）ラク
チジクロル（ｌａｃｔｉｄｉｃｈｌｏｒ）、（Ｄ－２１）（４－クロロ－ｏ－トリルオキ
シ）酢酸（ＭＣＰＡ）、（Ｄ－２２）メコプロップ、（Ｄ－２３）メフェンピル－ジエチ
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ル（ＷＯ－Ａ－９１／０７８７４中の類縁の化合物も参照されたい）、（Ｄ－２４）２－
ジクロロメチル－２－メチル－１，３－ジオキソラン（ＭＧ－１９１）、（Ｄ－２５）２
－プロペニル－１－オキサ－４－アザスピロ［４．５］デカン　４－カルボジチオエート
（ＭＧ－８３８）、（Ｄ－２６）１，８－ナフタール酸無水物、（Ｄ－２７）オキサベト
リニル、（Ｄ－２８）２，２－ジクロロ－Ｎ－（１，３－ジオキソラン－２－イルメチル
）－Ｎ－（２－プロペニル）アセトアミド（ＰＰＧ－１２９２）、（Ｄ－２９）３－ジク
ロロアセチル－２，２－ジメチルオキサゾリジン（Ｒ－２８７２５）、（Ｄ－３０）３－
ジクロロアセチル－２，２，５－トリメチルオキサゾリジン（Ｒ－２９１４８）、（Ｄ－
３１）４－（４－クロロ－ｏ－トリル）酪酸、（Ｄ－３２）４－（４－クロロフェノキシ
）酪酸、（Ｄ－３３）ジフェニルメトキシ酢酸、（Ｄ－３４）メチル　ジフェニルメトキ
シアセテート、（Ｄ－３５）エチル　ジフェニルメトキシアセテート、（Ｄ－３６）メチ
ル　１－（２－クロロフェニル）－５－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－カルボキシレ
ート、（Ｄ－３７）エチル　１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－メチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－３－カルボキシレート、（Ｄ－３８）エチル　１－（２，４－ジクロロフェニ
ル）－５－イソプロピル－１Ｈ－ピラゾール－３－カルボキシレート、（Ｄ－３９）エチ
ル　１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－（１，１－ジメチルエチル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－３－カルボキシレート、（Ｄ－４０）エチル　１－（２，４－ジクロロフェニル
）－５－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－カルボキシレート（ＥＰ－Ａ－０２６９８０
６およびＥＰ－Ａ－０３３３１３１中の類縁の化合物も参照されたい）、（Ｄ－４１）エ
チル　５－（２，４－ジクロロベンジル）－２－イソキサゾリン－３－カルボキシレート
、（Ｄ－４２）エチル　５－フェニル－２－イソキサゾリン－３－カルボキシレート、（
Ｄ－４３）エチル　５－（４－フルオロフェニル）－５－フェニル－２－イソキサゾリン
－３－カルボキシレート（ＷＯ－Ａ－９１／０８２０２中の類縁の化合物も参照されたい
）、（Ｄ－４４）１，３－ジメチルブタ－１－イル　５－クロロキノリン－８－オキシア
セテート、（Ｄ－４５）４－アリルオキシブチル　５－クロロキノリン－８－オキシアセ
テート、（Ｄ－４６）１－アリルオキシプロパ－２－イル　５－クロロキノリン－８－オ
キシアセテート、（Ｄ－４７）メチル　５－クロロキノキサリン－８－オキシアセテート
、（Ｄ－４８）エチル　５－クロロキノリン－８－オキシアセテート、（Ｄ－４９）アリ
ル　５－クロロキノキサリン－８－オキシアセテート、（Ｄ－５０）２－オキソプロパ－
１－イル　５－クロロキノリン－８－オキシアセテート、（Ｄ－５１）ジエチル　５－ク
ロロキノリン－８－オキシマロネート、（Ｄ－５２）ジアリル　５－クロロキノキサリン
－８－オキシマロネート、（Ｄ－５３）ジエチル　５－クロロキノリン－８－オキシマロ
ネート（ＥＰ－Ａ－０５８２１９８中の類縁の化合物も参照されたい）、（Ｄ－５４）４
－カルボキシクロマン－４－イル－酢酸（ＡＣ－３０４４１５、ＥＰ－Ａ－０６１３６１
８を参照されたい）、（Ｄ－５５）４－クロロフェノキシ酢酸、（Ｄ－５６）３，３’－
ジメチル－４－メトキシベンゾフェノン、（Ｄ－５７）１－ブロモ－４－クロロメチルス
ルホニルベンゼン、（Ｄ－５８）１－［４－（Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイ
ル）フェニル］－３－メチルウレア（別名Ｎ－（２－メトキシベンゾイル）－４－［（メ
チルアミノカルボニル）アミノ］ベンゼンスルホンアミド）、（Ｄ－５９）１－［４－（
Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイル）フェニル］－３，３－ジメチルウレア、（
Ｄ－６０）１－［４－（Ｎ－４，５－ジメチルベンゾイルスルファモイル）フェニル］－
３－メチルウレア、（Ｄ－６１）１－［４－（Ｎ－ナフチルスルファモイル）フェニル］
－３，３－ジメチルウレア、（Ｄ－６２）Ｎ－｛［４－（シクロプロピルカルバモイル）
フェニル］スルホニル｝－２－メトキシベンズアミド（シプロスルファミド）、（Ｄ－６
３）Ｎ－｛［４－（シクロプロピルカルバモイル）フェニル］スルホニル｝－２－メトキ
シ－５－メチルベンズアミドよりなる群から選択される。
【００２８】
　グループ（Ｄ）の好ましい毒性緩和剤は、（Ｄ－４）クロキントセット－メキシル、（
Ｄ－５）クミルロン、（Ｄ－９）ダイムロン（ｄｙｍｒｏｎ）、（Ｄ－１１）ジメピペレ
ート、（Ｄ－１４）フェンクロリム、（Ｄ－１５）フェンクロラゾール－エチル、（Ｄ－
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１８）フリラゾール、（Ｄ－１９）イソキサジフェン－エチル、（Ｄ－２３）メフェンピ
ル－ジエチル、（Ｄ－６２）Ｎ－｛［４－（シクロプロピルカルバモイル）フェニル］ス
ルホニル｝－２－メトキシベンズアミド（シプロスルファミド）および（Ｄ－６３）Ｎ－
｛［４－（シクロプロピルカルバモイル）フェニル］スルホニル｝－２－メトキシ－５－
メチルベンズアミドである。
【００２９】
　さらに、グループ（Ｄ）中で言及されている毒性緩和剤は、例えば、Ｃ．Ｄ．Ｓ．Ｔｏ
ｍｌｉｎ（Ｅｄ．），Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，１３ｔｈ　Ｅｄｉｔ
ｉｏｎ，Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ，Ｆａｒｎ
ｈａｍ，２００３（またはその後の版）中に記載されている。
【００３０】
　好ましい実施形態において、本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ａ１）、（
Ａ２）、（Ａ３）、（Ａ４）、（Ａ５）、（Ａ６）、（Ａ７）、（Ａ８）、（Ａ９）、（
Ａ１０）、（Ａ１１）、（Ａ１２）、（Ａ１３）、（Ａ１４）、（Ａ１５）、（Ａ１６）
（Ａ１７）、（Ａ１８）、（Ａ１９）または（Ａ２０）と、１の構成成分（Ｂ）、（Ｃ）
または（Ｄ）とを含む混合物に関する。
【００３１】
　とりわけ、本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ａ１）、（Ａ２）、（Ａ３）
、（Ａ４）、（Ａ５）、（Ａ６）、（Ａ７）、（Ａ８）、（Ａ９）、（Ａ１０）、（Ａ１
１）、（Ａ１２）、（Ａ１３）、（Ａ１４）、（Ａ１５）、（Ａ１６）（Ａ１７）、（Ａ
１８）、（Ａ１９）または（Ａ２０）、ならびに（Ｂ－Ａ．１．１．１）、（Ｂ－Ａ．１
．１．２）、（Ｂ－Ａ．１．１．３）、（Ｂ－Ａ．１．１．４）、（Ｂ－Ａ．１．１．５
），（Ｂ－Ａ．１．１．６）、（Ｂ－Ａ．１．１．７）、（Ｂ－Ａ．１．１．８）、（Ｂ
－Ａ．１．１．９）、（Ｂ－Ａ．１．１．１０）、（Ｂ－Ａ．１．１．１１）、（Ｂ－Ａ
．１．１．１２）、（Ｂ－Ａ．１．１．１３）、（Ｂ－Ａ．１．１．１４）、（Ｂ－Ａ．
１．１．１５）、（Ｂ－Ａ．１．１．１６）、（Ｂ－Ａ．１．１．１７）、（Ｂ－Ａ．１
．１．１８）、（Ｂ－Ａ．１．１．１９）、（Ｂ－Ａ．１．１．２０）、（Ｂ－Ａ．１．
１．２１）、（Ｂ－Ａ．１．１．２２）、（Ｂ－Ａ．１．１．２３）、（Ｂ－Ａ．１．１
．２４）、（Ｂ－Ａ．１．１．２５）、（Ｂ－Ａ．１．１．２６）、（Ｂ－Ａ．１．１．
２７）、（Ｂ－Ａ．１．１．２８）、（Ｂ－Ａ．１．１．２９）、（Ｂ－Ａ．１．１．３
０）、（Ｂ－Ａ．１．１．３１）、（Ｂ－Ａ．１．１．３２）、（Ｂ－Ａ．１．１．３３
）、（Ｂ－Ａ．１．１．３４）、（Ｂ－Ａ．１．１．３５）、（Ｂ－Ａ．１．１．３６）
、（Ｂ－Ａ．１．１．３７）、（Ｂ－Ａ．１．１．３８）、（Ｂ－Ａ．１．１．３９）、
（Ｂ－Ａ．１．１．４０）、（Ｂ－Ａ．１．１．４１）、（Ｂ－Ａ．１．１．４２）、（
Ｂ－Ａ．１．１．４３）、（Ｂ－Ａ．１．１．４４）、（Ｂ－Ａ．１．１．４５）、（Ｂ
－Ａ．１．１．４６）、（Ｂ－Ａ．１．１．４７）、（Ｂ－Ａ．１．２．１）、（Ｂ－Ａ
．１．２．２）、（Ｂ－Ａ．１．２．３）、（Ｂ－Ａ．１．２．４）、（Ｂ－Ａ．１．２
．５）、（Ｂ－Ａ．１．２．６）、（Ｂ－Ａ．１．２．７）、（Ｂ－Ａ．１．２．８）、
（Ｂ－Ａ．１．２．９）、（Ｂ－Ａ．１．２．１０）、（Ｂ－Ａ．１．３．１）、（Ｂ－
Ａ．２．１．１）、（Ｂ－Ａ．２．１．２）、（Ｂ－Ａ．２．１．３）、（Ｂ－Ａ．２．
１．４）、（Ｂ－Ａ．２．１．５）、（Ｂ－Ａ．２．１．６）、（Ｂ－Ａ．２．１．７）
、（Ｂ－Ａ．２．１．８）、（Ｂ－Ａ．２．１．９）、（Ｂ－Ａ．２．１．１０）、（Ｂ
－Ａ．２．１．１１）、（Ｂ－Ａ．２．１．１１ａ）、（Ｂ－Ａ．２．１．１１ｂ）、（
Ｂ－Ａ．２．１．１２）、（Ｂ－Ａ．２．１．１３）、（Ｂ－Ａ．２．１．１４）、（Ｂ
－Ａ．２．１．１４ａ）、（Ｂ－Ａ．２．１．１４ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．１．１５），（
Ｂ－Ａ．２．１．１５ａ）、（Ｂ－Ａ．２．１．１５ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．１．１６）、
（Ｂ－Ａ．２．１．１７）、（Ｂ－Ａ．２．１．１８）、（Ｂ－Ａ．２．１．１９）、（
Ｂ－Ａ．２．１．２０）、（Ｂ－Ａ．２．１．２１）、（Ｂ－Ａ．２．１．２２）、（Ｂ
－Ａ．２．１．２３）、（Ｂ－Ａ．２．１．２４）、（Ｂ－Ａ．２．１．２５）、（Ｂ－
Ａ．２．１．２６）、（Ｂ－Ａ．２．１．２７）、（Ｂ－Ａ．２．１．２８）、（Ｂ－Ａ
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．２．１．２９）、（Ｂ－Ａ．２．１．２９ａ）、（Ｂ－Ａ．２．１．２９ｂ）、（Ｂ－
Ａ．２．１．２９ｃ）、（Ｂ－Ａ．２．１．３０）、（Ｂ－Ａ．２．１．３１）、（Ｂ－
Ａ．２．１．３２），（Ｂ－Ａ．２．１．３３）、（Ｂ－Ａ．２．１．３３ａ）、（Ｂ－
Ａ．２．１．３３ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．１．３４）、（Ｂ－Ａ．２．１．３５）、（Ｂ－
Ａ．２．１．３６）、（Ｂ－Ａ．２．１．３７）、（Ｂ－Ａ．２．１．３７ａ）、（Ｂ－
Ａ．２．１．３７ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．１．３８）、（Ｂ－Ａ．２．１．３９）、（Ｂ－
Ａ．２．１．４０）、（Ｂ－Ａ．２．１．４１）、（Ｂ－Ａ．２．１．４２）、（Ｂ－Ａ
．２．１．４３）、（Ｂ－Ａ．２．１．４４）、（Ｂ－Ａ．２．１．４５）、（Ｂ－Ａ．
２．１．４６）、（Ｂ－Ａ．２．１．４７）、（Ｂ－Ａ．２．１．４８）、（Ｂ－Ａ．２
．１．４９）、（Ｂ－Ａ．２．１．５０）、（Ｂ－Ａ．２．１．５１）、（Ｂ－Ａ．２．
１．５２）、（Ｂ－Ａ．２．１．５３）、（Ｂ－Ａ．２．１．５４）、（Ｂ－Ａ．２．１
．５５）、（Ｂ－Ａ．２．１．５６）、（Ｂ－Ａ．２．１．５６ａ）、（Ｂ－Ａ．２．１
．５６ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．１．５７）、（Ｂ－Ａ．２．１．５７ａ）、（Ｂ－Ａ．２．
１．５７ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．１．５８）、（Ｂ－Ａ．２．１．５９）、（Ｂ－Ａ．２．
１．６０）、（Ｂ－Ａ．２．１．６１）、（Ｂ－Ａ．２．１．６２）、（Ｂ－Ａ．２．１
．６２ａ）、（Ｂ－Ａ．２．１．６２ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．１．６３）、（Ｂ－Ａ．２．
１．６４）、（Ｂ－Ａ．２．１．６５）、（Ｂ－Ａ．２．１．６６）、（Ｂ－Ａ．２．１
．６７）、（Ｂ－Ａ．２．１．６８）、（Ｂ－Ａ．２．１．６８ａ）、（Ｂ－Ａ．２．１
．６８ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．１．６９）、（Ｂ－Ａ．２．２．１）、（Ｂ－Ａ．２．２．
１ａ）、（Ｂ－Ａ．２．１．１ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．１．１ｃ）、（Ｂ－Ａ．２．２．２
）、（Ｂ－Ａ．２．３．１）、（Ｂ－Ａ．２．３．２）、（Ｂ－Ａ．２．３．１ａ）、（
Ｂ－Ａ．２．３．１ｂ）、（Ｂ－Ａ．２．３．１ｃ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１）、（Ｂ－
Ａ．３．１．１ａ）、（Ｂ－Ａ．３．１．２）、（Ｂ－Ａ．３．１．３）、（Ｂ－Ａ．３
．１．４）、（Ｂ－Ａ．３．１．５）、（Ｂ－Ａ．３．１．６）、（Ｂ－Ａ．３．１．７
），（Ｂ－Ａ．３．１．８）、（Ｂ－Ａ．３．１．９）、（Ｂ－Ａ．３．１．１０）、（
Ｂ－Ａ．３．１．１１）、（Ｂ－Ａ．３．１．１２）、（Ｂ－Ａ．３．１．１２ａ）、（
Ｂ－Ａ．３．１．１２ｂ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１２ｃ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１２ｄ）
、（Ｂ－Ａ．３．１．１２ｅ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１２ｆ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１２
ｇ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１３）、（Ｂ－Ａ．３．１．１４）、（Ｂ－Ａ．３．１．１５
）、（Ｂ－Ａ．３．１．１５ａ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１６）、（Ｂ－Ａ．３．１．１７
）、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ａ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ｂ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１
７ｃ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ｄ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ｅ）、（Ｂ－Ａ．３．１
．１７ｆ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１７ｇ）、（Ｂ－Ａ．３．１．１８）、（Ｂ－Ａ．３．
１．１９）、（Ｂ－Ａ．３．１．２０）、（Ｂ－Ａ．３．１．２０ａ）、（Ｂ－Ａ．３．
１．２０ｂ）、（Ｂ－Ａ．３．１．２０ｃ）、（Ｂ－Ａ．３．１．２１）、（Ｂ－Ａ．３
．１．２２）、（Ｂ－Ａ．３．１．２３）、（Ｂ－Ａ．３．１．２４）、（Ｂ－Ａ．３．
１．２５）、（Ｂ－Ａ．３．１．２６）、（Ｂ－Ａ．３．１．２７）、（Ｂ－Ａ．３．１
．２８）、（Ｂ－Ａ．３．１．２９）、（Ｂ－Ａ．３．１．３０）、＋（Ｂ－Ａ．３．１
．３１）、（Ｂ－Ａ．３．１．３２）、（Ｂ－Ａ．３．２．１）、（Ｂ－Ａ．３．２．２
）、（Ｂ－Ａ．３．２．３）、（Ｂ－Ａ．３．２．４）、（Ｂ－Ａ．３．２．５）、（Ｂ
－Ａ．３．２．６）、（Ｂ－Ａ．３．２．７）、（Ｂ－Ａ．３．２．８）、（Ｂ－Ａ．３
．２．９）、（Ｂ－Ａ．３．２．１０）、（Ｂ－Ａ．３．２．１１）、（Ｂ－Ａ．３．２
．１２）、（Ｂ－Ａ．３．２．１３）、（Ｂ－Ａ．３．２．１４）、（Ｂ－Ａ．３．２．
１５）、（Ｂ－Ａ．３．２．１６）、（Ｂ－Ａ．３．２．１７）、（Ｂ－Ａ．３．２．１
８）、（Ｂ－Ａ．３．２．１９）、（Ｂ－Ａ．４．１．１）、（Ｂ－Ａ．４．１．２）、
（Ｂ－Ａ．４．１．３）、（Ｂ－Ａ．４．１．４）、（Ｂ－Ａ．４．１．５）、（Ｂ－Ａ
．４．２．１）、（Ｂ－Ａ．４．２．２）、（Ｂ－Ａ．４．２．３）、（Ｂ－Ａ．４．２
．４）、（Ｂ－Ａ．４．２．５）、（Ｂ－Ａ．４．２．６）、（Ｂ－Ａ．４．２．７）、
（Ｂ－Ａ．４．２．８）、（Ｂ－Ａ．４．２．９）、（Ｂ－Ａ．４．２．１０）、（Ｂ－
Ａ．４．２．１１）、（Ｂ－Ａ．４．２．１２）、（Ｂ－Ａ．４．２．１３）、（Ｂ－Ａ
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．４．２．１４）、（Ｂ－Ａ．４．２．１５）、（Ｂ－Ａ．４．２．１６）、（Ｂ－Ａ．
４．２．１７）、（Ｂ－Ａ．４．３．１）、（Ｂ－Ａ．４．３．２）、（Ｂ－Ａ．４．３
．３）、（Ｂ－Ａ．４．４．１）、（Ｂ－Ａ．４．４．２）、（Ｂ－Ａ．４．４．３）、
（Ｂ－Ａ．４．４．４）、（Ｂ－Ａ．４．４．５）、（Ｂ－Ａ．４．４．６）、（Ｂ－Ａ
．４．４．７）、（Ｂ－Ａ．４．４．８）、（Ｂ－Ａ．４．４．９）、（Ｂ－Ａ．４．４
．１０）、（Ｂ－Ａ．４．４．１１）、（Ｂ－Ａ．４．４．１２）、（Ｂ－Ａ．４．４．
１３）、（Ｂ－Ａ．４．４．１４）、（Ｂ－Ａ．４．４．１５）、（Ｂ－Ａ．４．４．１
６）、（Ｂ－Ａ．４．４．１７）、（Ｂ－Ａ．４．４．１８）、（Ｂ－Ａ．４．４．１９
）、（Ｂ－Ａ．４．４．２０）、（Ｂ－Ａ．４．４．２１）、（Ｂ－Ａ．４．４．２２）
、（Ｂ－Ａ．４．４．２２ａ）、（Ｂ－Ａ．５．１．１）、（Ｂ－Ａ．５．１．２）、（
Ｂ－Ａ．５．１．３）、（Ｂ－Ａ．５．１．４）、（Ｂ－Ａ．５．１．５）、（Ｂ－Ａ．
５．１．６）、（Ｂ－Ａ．５．１．７）、（Ｂ－Ａ．５．１．８）、（Ｂ－Ａ．５．１．
９）、（Ｂ－Ａ．５．１．１０），（Ｂ－Ａ．５．１．１１）、（Ｂ－Ａ．５．１．１２
）、（Ｂ－Ａ．５．１．１３）、（Ｂ－Ａ．５．１．１４）、（Ｂ－Ａ．５．１．１５）
、（Ｂ－Ａ．５．１．１６）、（Ｂ－Ａ．５．１．１７）、（Ｂ－Ａ．５．１．１８）、
（Ｂ－Ａ．５．１．１９）、（Ｂ－Ａ．５．１．２０）、（Ｂ－Ａ．５．１．２１）、（
Ｂ－Ａ．５．１．２２）、（Ｂ－Ａ．５．１．２３）、（Ｂ－Ａ．５．１．２４）、（Ｂ
－Ａ．５．１．２５）、（Ｂ－Ａ．５．１．２６）、（Ｂ－Ａ．５．１．２７）、（Ｂ－
Ａ．５．１．２８）、（Ｂ－Ａ．５．１．２９）、（Ｂ－Ａ．５．１．３０）、（Ｂ－Ａ
．５．１．３１）、＋（Ｂ－Ａ．５．１．３２）、（Ｂ－Ａ．５．１．３３）、（Ｂ－Ａ
．５．１．３４）、（Ｂ－Ａ．５．１．３５）、（Ｂ－Ａ．５．１．３６）、（Ｂ－Ａ．
５．１．３７）、（Ｂ－Ａ．５．１．３８）、（Ｂ－Ａ．５．１．３９）、（Ｂ－Ａ．５
．１．４０）、（Ｂ－Ａ．５．１．４１）、（Ｂ－Ａ．５．１．４２）、（Ｂ－Ａ．５．
１．４３）、（Ｂ－Ａ．５．１．４４）、（Ｂ－Ａ．５．１．４５）、（Ｂ－Ａ．５．１
．４６）、（Ｂ－Ａ．５．１．４７）、（Ｂ－Ａ．５．１．４８）、（Ｂ－Ａ．５．１．
４９）、（Ｂ－Ａ．５．１．５０）、（Ｂ－Ａ．６．１）、（Ｂ－Ａ．６．２）、（Ｂ－
Ａ．６．３）、（Ｂ－Ａ．６．４）、（Ｂ－Ａ．６．５）、（Ｂ－Ａ．６．６）、（Ｂ－
Ａ．６．７）、（Ｂ－Ａ．６．８）、（Ｂ－Ａ．６．９）、（Ｂ－Ａ．６．１０）、（Ｂ
－Ａ．６．１１）、（Ｂ－Ａ．６．１２）、（Ｂ－Ａ．６．１３）、（Ｂ－Ａ．６．１４
）、（Ｂ－Ａ．６．１５）、（Ｂ－Ａ．６．１６）、（Ｂ－Ａ．６．１７）、（Ｂ－Ａ．
６．１８）、（Ｂ－Ａ．６．１９）、（Ｂ－Ａ．６．２０）、（Ｂ－Ａ．６．２１）、（
Ｂ－Ａ．６．２２）、（Ｂ－Ａ．７．１）、（Ｂ－Ａ．７．２）、（Ｂ－Ａ．７．３）、
（Ｂ－Ａ．７．４）、（Ｂ－Ａ．７．５）、（Ｂ－Ａ．７．６）、（Ｂ－Ａ．７．７）、
（Ｂ－Ａ．７．８）、（Ｂ－Ａ．７．９）、（Ｂ－Ａ．７．１０）、（Ｂ－Ａ．７．１１
），（Ｂ－Ａ．７．１２）、（Ｂ－Ａ．７．１３）、（Ｂ－Ａ．７．１４）、（Ｂ－Ａ．
７．１５）、（Ｂ－Ａ．７．１６）、（Ｂ－Ａ．７．１７）、（Ｂ－Ｂ．１．１）、（Ｂ
－Ｂ．１．１ａ）、（Ｂ－Ｂ．１．２）、（Ｂ－Ｂ．１．２ａ）、（Ｂ－Ｂ．２．１）、
（Ｂ－Ｂ．２．２）、（Ｂ－Ｂ．２．３）、（Ｂ－Ｂ．２．４）、（Ｂ－Ｂ．２．５）、
（Ｂ－Ｂ．２．６）、（Ｂ－Ｂ．２．７）、（Ｂ－Ｂ．２．８）、（Ｂ－Ｂ．２．９）、
（Ｂ－Ｂ．２．１０）、（Ｂ－Ｂ．２．１１）、（Ｂ－Ｂ．２．１２）、（Ｂ－Ｂ．２．
１３）、（Ｂ－Ｂ．２．１４）、（Ｂ－Ｂ．２．１５）、（Ｂ－Ｂ．２．１６）、（Ｂ－
Ｂ．２．１７）、（Ｂ－Ｂ．２．１８）、（Ｂ－Ｂ．２．１９）、（Ｂ－Ｂ．２．２０）
、（Ｂ－Ｂ．２．２１）、（Ｂ－Ｂ．２．２２）、（Ｂ－Ｂ．２．２３）、（Ｂ－Ｂ．２
．２４）、（Ｂ－Ｂ．２．２５）、（Ｂ－Ｂ．２．２６）、（Ｂ－Ｂ．２．２７）、（Ｂ
－Ｂ．３．１）、（Ｂ－Ｂ．３．２）、（Ｂ－Ｂ．３．３）、（Ｂ－Ｂ．４．１）、（Ｂ
－
Ｂ．４．２）、（Ｃ－１．１）、（Ｃ－１．２）、（Ｃ－２．１）、（Ｃ－２．２）、（
Ｃ－２．３）、（Ｃ－２．４）、（Ｃ－２．５）、（Ｃ－２．６）、（Ｃ－２．７）、（
Ｃ－２．８）、（Ｃ－２．９）、（Ｃ－２．１０）、（Ｃ－２．１１）、（Ｃ－２．１２
）、（Ｃ－２．１３）、（Ｃ－２．１４）、（Ｃ－２．１５）、（Ｃ－３．１）、（Ｃ－
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３．２）、（Ｃ－３．３）、（Ｃ－３．３）、（Ｃ－４．１）、（Ｃ－４．２）、（Ｃ－
４．３）、（Ｃ－４．４）、（Ｃ－４．５）、（Ｃ－４．６）、（Ｃ－４．７）、（Ｃ－
４．８）、（Ｃ－４．９）、（Ｃ－５．１）、（Ｃ－５．２）、（Ｃ－５．３）、（Ｃ－
６．１）、（Ｃ－６．２）、（Ｃ－６．３）、（Ｃ－６．４）、（Ｃ－７．１）、（Ｃ－
７．２）、（Ｃ－７．３）、（Ｃ－７．４）、（Ｃ－８．１）、（Ｃ－８．２）、（Ｃ－
８．３）、（Ｃ－８．４）、（Ｃ－８．５）、（Ｃ－８．５Ａ）、（Ｃ－８．６）、（Ｃ
－８．７）、（Ｃ－８．８）、（Ｃ－８．９）、（Ｃ－８．１０）、（Ｃ－８．１１）、
（Ｃ－８．１２）、（Ｃ－８．１３）、（Ｃ－８．１４）、（Ｃ－８．１５）、（Ｃ－８
．１５Ａ）、（Ｃ－８．１６）、（Ｃ－８．１６Ａ）、（Ｃ－８．１７）、（Ｃ－８．１
７Ａ）、（Ｃ－８．１８）、（Ｃ－８．１９）、（Ｃ－８．２０）、（Ｃ－９．１）、（
Ｃ－９．２）、（Ｃ－９．３）、（Ｃ－９．４）、（Ｃ－９．５）、（Ｃ－１０．１）、
（Ｃ－１０．２）、（Ｃ－１０．３）、（Ｃ－１０．４）、（Ｃ－１０．５）、（Ｃ－１
０．６）、（Ｃ－１０．７）、（Ｃ－１０．８）、（Ｃ－１０．９）、（Ｃ－１０．１０
）、（Ｃ－１０．１１）、（Ｃ－１１．１）、（Ｃ－１１．２）、（Ｃ－１１．３）、（
Ｃ－１１．４）、（Ｃ－１１．５）、（Ｃ－１１．６）、（Ｃ－１１．７）、（Ｃ－１２
．１）、（Ｃ－１２．２）、（Ｃ－１２．３）、（Ｃ－１２．４）、（Ｃ－１２．５）、
（Ｃ－１２．６）、（Ｃ－１２．７）、（Ｃ－１２．８）、（Ｃ－１２．９）、（Ｃ－１
２．１０）、（Ｃ－１２．１１）、（Ｃ－１２．１２）、（Ｃ－１２．１３）、（Ｃ－１
２．１４）、（Ｃ－１２．１５）、（Ｃ－１２．１６）、（Ｃ－１２．１７）、（Ｃ－１
２．１８）、（Ｃ－１２．１９）、（Ｃ－１２．２０）、（Ｃ－１２．２１）、（Ｃ－１
２．２２）、（Ｃ－１２．２３）、（Ｃ－１２．２４）、（Ｃ－１２．２５）、（Ｃ－１
２．２６）、（Ｃ－１２．２７）、（Ｃ－１３．１）、（Ｃ－１３．２）、（Ｃ－１３．
３）、（Ｃ－１３．４）、（Ｃ－１３．５）、（Ｃ－１３．６）、（Ｃ－１３．７）、（
Ｃ－１３．８）、（Ｃ－１３．９）、（Ｃ－１３．１０）、（Ｃ－１３．１１）、（Ｃ－
１３．１２）、（Ｃ－１３．１３）、（Ｃ－１３．１４）、（Ｃ－１３．１５）、（Ｃ－
１３．１６）、（Ｃ－１３．１７）、（Ｃ－１３．１８）、（Ｃ－１３．１９）、（Ｃ－
１３．２０）、（Ｃ－１３．２１）、（Ｃ－１３．２２）、（Ｃ－１３．２３）、（Ｃ－
１３．２４）、（Ｃ－１３．２５）、（Ｃ－１３．２６）、（Ｃ－１３．２７）、（Ｃ－
１３．２８）、（Ｃ－１３．２９）、（Ｃ－１３．３０）、（Ｃ－１３．３１）、（Ｃ－
１３．３２）、（Ｄ－１）、（Ｄ－２）、（Ｄ－３）、（Ｄ－４）、（Ｄ－５）、（Ｄ－
６）、（Ｄ－７）、（Ｄ－８）、（Ｄ－９）、（Ｄ－１０）、（Ｄ－１１）、（Ｄ－１２
）、（Ｄ－１３）、（Ｄ－１４）、（Ｄ－１５）、（Ｄ－１６）、（Ｄ－１７）、（Ｄ－
１８）、（Ｄ－１９）、（Ｄ－２０）、（Ｄ－２１）、（Ｄ－２２）、（Ｄ－２３）、（
Ｄ－２４）、（Ｄ－２５）、（Ｄ－２６）、（Ｄ－２７）、（Ｄ－２８）、（Ｄ－２９）
、（Ｄ－３０）、（Ｄ－３１）、（Ｄ－３２）、（Ｄ－３３）、（Ｄ－３４）、（Ｄ－３
５）、（Ｄ－３６）、（Ｄ－３７）、（Ｄ－３８）、（Ｄ－３９）、（Ｄ－４０）、（Ｄ
－４１）、（Ｄ－４２）、（Ｄ－４３）、（Ｄ－４４）、（Ｄ－４５）、（Ｄ－４６）、
（Ｄ－４７）、（Ｄ－４８）、（Ｄ－４９）、（Ｄ－５０）、（Ｄ－５１）、（Ｄ－５２
）、（Ｄ－５３）、（Ｄ－５４）、（Ｄ－５５）、（Ｄ－５６）、（Ｄ－５７）、（Ｄ－
５８）、（Ｄ－５９）、（Ｄ－６０）、（Ｄ－６１）、（Ｄ－６２）および（Ｄ－６３）
よりなるリストＬ１の中から選択される少なくとも１の化合物を含む混合物に関する。
【００３２】
　なおよりとりわけ、本発明は、式（Ｉ）の化合物としての化合物（Ａ２）、（Ａ５）、
（Ａ７）または（Ａ１２）、とりわけ（Ａ５）と、および本明細書中で記載されているリ
ストＬ１の中から選択される少なくとも１の化合物とを含む混合物に関する。
【００３３】
　活性化合物が本発明による活性化合物の組み合わせ中にある一定の重量比で存在する場
合、相乗効果はとりわけ著しい。しかしながら、活性化合物の組み合わせ中の活性化合物
の重量比は、比較的広い範囲内で変えることができる。
【００３４】



(32) JP 6153619 B2 2017.6.28

10

20

30

40

50

　本発明による組み合わせ中で、化合物（Ａ）および（Ｂ）は、１００：１から１：１０
０の範囲内のＡ：Ｂの相乗的に有効な重量比で、好ましくは５０：１から１：５０の重量
比で、より好ましくは２０：１から１：２０の重量比で、なおより好ましくは１０：１か
ら１：１０の重量比で存在する。本発明に従って用いることができるＡ：Ｂのさらなる比
は、好ましさが増す順に：９５：１から１：９５、９０：１から１：９０、８５：１から
１：８５、８０：１から１：８０、７５：１から１：７５、７０：１から１：７０、６５
：１から１：６５、６０：１から１：６０、５５：１から１：５５、４５：１から１：４
５、４０：１から１：４０、３５：１から１：３５、３０：１から１：３０、２５：１か
ら１：２５、１５：１から１：１５、１０：１から１：１０、５：１から１：５、４：１
から１：４、３：１から１：３、２：１から１：２である。
【００３５】
　本発明の方法において、本発明による活性化合物の組み合わせは、葉に対して、０．１
から１００００ｇ／ｈａまでの用量で施用され、種子に対して、種子１００ｋｇあたり２
から２００ｇまでの用量で施用される。
【００３６】
　化合物（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）または（Ｄ）が互変異性形態で存在することができる場
合、かかる化合物は、本明細書の前後において、各々の場合で具体的に言及されていなく
とも、適用可能な場合に対応する互変異性形態を包含するものとも理解される。
【００３７】
　少なくとも１の塩基性中心を持つ化合物（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）または（Ｄ）は、例え
ば、酸付加塩、例として強無機酸、例えば鉱酸、例として過塩素酸、硫酸、硝酸、亜硝酸
、リン酸もしくはハロゲン化水素酸などとの、強有機カルボン酸、例えば置換されていな
い、置換されている、例としてハロ置換されているＣ１－Ｃ４アルカンカルボン酸、例と
して酢酸、飽和もしくは不飽和のジカルボン酸、例としてシュウ酸、マロン酸、コハク酸
、マレイン酸、フマル酸およびフタル酸、ヒドロキシカルボン酸、例としてアスコルビン
酸、乳酸、リンゴ酸、酒石酸およびクエン酸もしくは安息香酸などとの、または有機スル
ホン酸、例えば置換されていないもしくは置換されている、例としてハロ置換されている
Ｃ１－Ｃ４アルカン－スルホン酸もしくはアリール－スルホン酸、例としてメタン－スル
ホン酸もしくはｐ－トルエン－スルホン酸などとの酸付加塩を形成する能力がある。少な
くとも１の酸性基を持つ化合物（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）または（Ｄ）は、例えば、塩基と
の塩、例として金属塩、例えばアルカリ金属もしくはアルカリ土類金属塩、例としてナト
リウム、カリウムもしくはマグネシウム塩など、またはアンモニアもしくは有機アミンと
の塩、例えばモルフォリン、ピペリジン、ピロリジン、モノ－、ジ－もしくはトリ－低級
アルキルアミン、例としてエチル－、ジエチル－、トリエチル－もしくはジメチル－プロ
ピル－アミン、もしくはモノ－、ジ－もしくはトリ－ヒドロキシ－低級アルキルアミン、
例としてモノ－、ジ－もしくはトリ－エタノールアミンなどとの塩を形成する能力がある
。加えて、対応する分子内塩を形成してもよい。本発明との関連で、好ましいのは農薬的
に有利な塩である。遊離形態の化合物（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）または（Ｄ）とそれらの塩
形態との間の密接な関係を考えると、本明細書の前後において、遊離化合物（Ａ）、（Ｂ
）、（Ｃ）もしくは（Ｄ）またはそれらの塩へのあらゆる参照は、適切かつ好都合な場合
、それぞれ対応する塩または遊離化合物（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）もしくは（Ｄ）をも包含
するものとして理解されるべきである。同じことが化合物（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）もしく
は（Ｄ）の互変異性体およびそれらの塩にも当てはまる。
【００３８】
　本発明によると、表現「組み合わせ」は、化合物（Ａ）ならびに化合物（Ｂ）、（Ｃ）
および／または（Ｄ）の様々な組み合わせを表し、例えば単一の「レディーミックス（ｒ
ｅａｄｙ－ｍｉｘ）」形態、単一活性化合物の別々の製剤から構成される組み合わせ噴霧
混合物、例えば「タンクミックス（ｔａｎｋ－ｍｉｘ）」など、および逐次的に、すなわ
ち合理的な短期間、例えば数時間または数日などの間隔で順々に施用する場合の単一活性
成分の組み合わせ使用を表す。好ましくは、化合物（Ａ）および化合物（Ｂ）、（Ｃ）ま
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たは（Ｄ）を施用する順番は、本発明を機能させるのに必須ではない。好ましくは、化合
物（Ａ）ならびに化合物（Ｂ）、（Ｃ）および／または（Ｄ）の「組み合わせ」は、化合
物（Ａ）ならびに化合物（Ｂ）、（Ｃ）および／または（Ｄ）を含む組成物である。
【００３９】
　本発明は、さらには、本発明による活性化合物の組み合わせを含む、望ましくない微生
物を駆除／防除するための組成物に関する。好ましくは、組成物は、農業的に好適な助剤
、溶媒、担体、界面活性剤または増量剤を含む殺真菌性組成物である。
【００４０】
　さらには、本発明は、本発明による活性化合物の組み合わせが植物病原性真菌および／
またはそれらの生息場所に施用されることを特徴とする、望ましくない微生物を駆除する
方法に関する。
【００４１】
　本発明によると、担体は、より良好な施用性のために、とりわけ植物または植物部分ま
たは種子への施用のために活性化合物と混合または組み合わされる、天然または合成の、
有機または無機の物質を意味すると理解されるものである。担体は、固体であっても液体
であってもよく、一般に不活性であり、農業における使用に適しているべきである。
【００４２】
　好適な固体または液体の担体は：例えばアンモニウム塩および天然の粉砕鉱石、例えば
カオリン、粘土、タルク、白亜、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイトまたはケイ
ソウ土など、および粉砕された合成鉱石、例えば微細シリカ、アルミナなど、および天然
または合成のケイ酸塩、樹脂、蝋、固形肥料、水、アルコール、特にブタノール、有機溶
媒、鉱油および植物油、ならびにまたそれらの誘導体である。かかる担体の混合物を用い
ることもまた可能である。粒剤に適している固体担体は：例えば破砕して分粒された天然
鉱石、例えば方解石、大理石、軽石、セピオライト、ドロマイトなど、ならびにまた無機
および有機粗粉の合成顆粒、ならびにまた有機材料の顆粒、例えばおがくず、ココナツ殻
、トウモロコシ穂軸およびタバコ葉柄などである。
【００４３】
　好適な液化ガスの増量剤または担体は、外界温度、大気圧下で気体である液体であり、
例えばエアロゾル噴霧剤、例えばブタン、プロパン、窒素およびＣＯ２などである。
【００４４】
　粘着付与剤、例えば、カルボキシメチルセルロースなど、ならびに粉末、顆粒およびラ
テックス形態の天然および合成のポリマー、例えばアラビアゴム、ポリビニルアルコール
、ポリビニルアセテートなど、あるいは天然のリン脂質、例えばセファリンおよびレシチ
ンなど、ならびに合成のリン脂質を製剤中で用いることができる。他の可能な添加剤は、
鉱油および植物油および蝋であり、これらは改質したものであってもよい。
【００４５】
　用いられる増量剤が水である場合、例えば、有機溶媒を助剤溶媒として用いることもま
た可能である。好適な液体溶媒は、本質的に：芳香族化合物、例えばキシレン、トルエン
またはアルキルナフタレンなど、塩素化芳香族化合物または塩素化脂肪族炭化水素、例え
ばクロロベンゼン、クロロエチレンまたはメチレンクロリドなど、脂肪族炭化水素、例え
ばシクロヘキサンまたはパラフィンなど、例えば鉱油留分、鉱油および植物油、アルコー
ル、例えばブタノールまたはグリコールなど、ならびにそれらのエーテルおよびエステル
、ケトン、例えばアセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンまたはシクロ
ヘキサノンなど、強極性溶媒、例えばジメチルホルムアミドおよびジメチルスルホキシド
など、ならびにまた水である。
【００４６】
　本発明による組成物は、付加的なさらなる構成成分、例えば界面活性剤などを含み得る
。好適な界面活性剤は、イオン性もしくは非イオン性の性質を持つ乳化剤、分散剤もしく
は湿潤剤、またはこれらの界面活性剤の混合物である。これらの例は、ポリアクリル酸の
塩、リグノスルホン酸の塩、フェノールスルホン酸またはナフタレンスルホン酸の塩、エ
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チレンオキシドと脂肪アルコールとの、または脂肪酸との、または脂肪アミンとの重縮合
物、置換フェノール（好ましくはアルキルフェノールまたはアリールフェノール）、スル
ホコハク酸エステルの塩、タウリン誘導体（好ましくはアルキルタウレート）、ポリエト
キシル化アルコールまたはポリエトキシル化フェノールのリン酸エステル、ポリオールの
脂肪エステル、ならびにサルフェート、スルホネートおよびホスフェートを含有する化合
物の誘導体である。界面活性剤の存在は、活性化合物のうちの１および／または不活性担
体のうちの１が水に不溶性である場合、および施用が水中で行われるときに、必要とされ
る。界面活性剤の割合は、本発明による組成物のうちの５から４０重量％の間である。
【００４７】
　着色剤、例えば無機顔料、例えば酸化鉄、酸化チタン、プルシアンブルーなど、ならび
に有機染料、例えばアリザリン染料、アゾ染料および金属フタロシアニン染料など、なら
びに微量栄養素、例えば鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデンおよび亜鉛の
塩などを用いることが可能である。
【００４８】
　適切な場合、他の付加的な構成成分、例えば保護コロイド、バインダー、粘着剤、増粘
剤、チキソトロピック物質、浸透剤、安定剤、金属イオン封鎖剤、錯体形成剤も存在し得
る。一般的に、活性化合物は、製剤目的のために慣例的に用いられる任意の固体または液
体の添加剤と組み合わせることができる。
【００４９】
　一般的に、本発明による組成物は、０．０５から９９重量パーセントの間、０．０１か
ら９８重量パーセントの間、好ましくは０．１から９５重量パーセントの間、とりわけ好
ましくは０．５から９０重量パーセントの間の本発明による活性化合物の組み合わせを含
み、大いにとりわけ好ましくは１０から７０重量パーセントの間の本発明による活性化合
物の組み合わせを含む。
【００５０】
　本発明による活性化合物の組み合わせまたは組成物は、そのまま、またはそれらの各物
理的および／もしくは化学的性質に応じて、それらの製剤の形態もしくはそれらから調製
される使用形態で用いることができ、例えばエアロゾル、カプセル懸濁剤、冷煙霧濃厚剤
（ｃｏｌｄ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、温煙霧濃厚剤（ｗａｒｍ－ｆ
ｏｇｇｉｎｇ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、カプセル化粒剤、細粒剤、種子処理用のフロ
アブル剤、使用調製済の溶液、粉剤、乳剤、水中油型エマルション、油中水型エマルショ
ン、マクロ粒剤、微粒剤、油分散性散剤、油混和性フロアブル剤、油混和性液体、フォー
ム（ｆｏａｍ）、ペースト、駆除剤被覆種子、懸濁製剤（ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃｏｎ
ｃｅｎｔｒａｔｅ）、サスポエマルション剤、液剤、懸濁剤（ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ）、
水和剤、可溶性散剤、可溶性粉剤および可溶性粒剤、水溶性の顆粒剤または錠剤、種子処
理用の水溶剤、水和剤、活性化合物を含浸させた天然物および合成物質、ならびにまたポ
リマー性物質中および種子用のコーティング材料中のマイクロカプセル化物、ならびにま
たＵＬＶ冷煙霧剤および温煙霧剤などの形態で用いることができる。
【００５１】
　言及された製剤は、それ自体公知の様式で、例えば活性化合物または活性化合物の組み
合わせを少なくとも１の添加剤と混合することにより調製することができる。好適な添加
剤は、全ての慣例的な製剤助剤、例えば、有機溶媒、増量剤、溶媒または希釈剤、固体担
体および充填剤、界面活性剤（例えば補助剤、乳化剤、分散剤、保護コロイド、湿潤剤お
よび粘着付与剤など）、分散剤および／またはバインダーもしくは固定剤、保存剤、染料
および顔料、脱泡剤、無機および有機の増粘剤、撥水剤、適切な場合は乾燥剤およびＵＶ
安定剤、ジベレリンならびにまた水およびさらなる加工助剤などである。各々の場合にお
ける調製対象の製剤タイプに依存して、さらなる加工ステップ、例えば湿式粉砕、乾式粉
砕または造粒などが必要とされ得る。
【００５２】
　本発明による組成物は、好適な装置を使用して植物または種子に施用することができる
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使用準備済の組成物だけでなく、使用前に水で希釈しなければならない商業的濃縮物も含
む。
【００５３】
　本発明による活性化合物の組み合わせは、（商業的）製剤中で、およびこれらの製剤か
ら調製される使用形態中で、他の（公知の）活性化合物、例えば殺虫剤、誘引剤、滅菌剤
、殺菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺真菌剤、成長調節剤、除草剤、肥料、毒性緩和剤およ
び情報化学物質などとの混合物として存在することができる。
【００５４】
　活性化合物または組成物を使用した植物および植物部分についての本発明による処理は
、直接的にまたはそれらの周辺、生息場所もしくは保存空間に対する作用により、慣例的
処理方法を用いて、例えば浸漬、噴霧、微粒化、灌注、蒸散、散粉、霧状散布（ｆｏｇｇ
ｉｎｇ）、全面散布（ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）、発泡（ｆｏａｍｉｎｇ）、塗布、展
着（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、灌水（灌注）、点滴灌漑により、および繁殖材料の場
合、とりわけ種子の場合はさらには乾燥種子処理用の散剤、種子処理用の溶液、スラリー
処理用の水溶剤として、外殻形成（ｉｎｃｒｕｓｔｉｎｇ）により、１または複数の層を
有するコーティングなどにより行われる。さらには、極微量法により活性成分を施用する
こと、または活性化合物調合剤もしくは活性化合物自体を土壌内に注入することも可能で
ある。
【００５５】
　本発明は、さらには、種子を処理する方法を含む。本発明は、さらには、先の段落中に
記載されている方法のうちの１によって処理された種子に関する。
【００５６】
　本発明による活性化合物または組成物は、種子の処理に特に適している。有害生物に起
因する作物植物への損傷の大部分は、保存中または播種後の種子の感染が、同様に発芽中
および発芽後の植物の感染が引き金となる。成長中の植物の根および新芽はとりわけ敏感
であり、小さな損傷であっても植物の死をもたらす可能性があることから、この時期はと
りわけ決定的である。したがって、適切な組成物を用いることにより種子および発芽中の
植物を保護することに大きな関心がある。
【００５７】
　植物の種子を処理することによる植物病原性真菌の防除は長い間知られたことであり、
絶えず続く改良の対象である。しかしながら、種子の処理は、常に満足に解決することが
できない一連の問題を伴う。それゆえに、植物の播種後もしくは出芽後の作物保護剤の追
加施用を不要にする、または追加施用を少なくとも相当に低減させる、種子および発芽中
の植物を保護する方法を開発することが望ましい。さらには、使用される活性化合物によ
り植物自身が損傷されることなく、種子および発芽中の植物に植物病原性真菌による攻撃
からの最大の保護を提供するように、使用される活性化合物の量を最適化することが望ま
しい。とりわけ、種子の処理方法はまた、使用される作物保護剤を最少量にしながら種子
および発芽中の植物の最適な保護を達成するために、遺伝子導入植物の内因的な殺真菌性
を考慮に入れるべきである。
【００５８】
　したがって、本発明はまた、本発明による組成物を使用して種子を処理することによる
、種子および発芽中の植物を植物病原性真菌による攻撃から保護する方法にとりわけ関す
る。本発明はまた、種子および発芽中の植物を植物病原性真菌から保護するための、種子
を処理するための本発明による組成物の使用に関する。さらには本発明は、植物病原性真
菌からの保護のための、本発明による組成物を使用して処理された種子に関する。
【００５９】
　出芽後の植物に損傷を与える植物病原性真菌の防除は、土壌および植物の地上部を作物
保護組成物を使用して処理することにより、主に行われる。環境ならびにヒトおよび動物
の健康に対する作物保護組成物の潜在的な影響に関する懸念のため、施用される活性化合
物の量を低減させるための試みがある。
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【００６０】
　本発明の利点の１つは、本発明による組成物の特有の浸透移行性のため、これらの組成
物を使用した種子の処理が種子自身だけでなく結果として得られる出芽後の植物をも植物
病原性真菌から保護する点である。こうして、播種時またはその直後の作物の即時処理を
省くことができる。
【００６１】
　本発明による混合物を、その種子から成長する植物が有害生物に対して作用するタンパ
ク質を発現する能力がある遺伝子導入種子のためにもとりわけ用いることができることも
、有利であると考えられる。本発明による活性化合物の組み合わせまたは組成物を使用し
たかかる種子の処理により、例えば殺虫性タンパク質の発現によってさえ、ある種の有害
生物は防除され得る。驚くべきことに、ここでさらなる相乗効果が観察されることがあり
、この相乗効果は有害生物による攻撃に対する保護の有効性をさらに向上させる。
【００６２】
　本発明による組成物は、農業において、温室において、森林においてまたは園芸もしく
はブドウ栽培において使用される任意の植物品種の種子を保護するのに適している。とり
わけ、これは、穀物（例えばコムギ、オオムギ、ライムギ、ライコムギ、キビ、カラスム
ギなど）、トウモロコシ（コーン）、ワタ、ダイズ、イネ、ジャガイモ、ヒマワリ、イン
ゲンマメ、コーヒー、ビート（例としてテンサイおよび飼料ビート）、ピーナッツ、アブ
ラナ、ケシ、オリーブ、ココナツ、カカオ、サトウキビ、タバコ、野菜（例えばトマト、
キュウリ、タマネギおよびレタスなど）、芝生および観賞植物の種子の形態をとる（下も
参照されたい）。穀物（例えばコムギ、オオムギ、ライムギ、ライコムギおよびカラスム
ギなど）、トウモロコシ（コーン）およびイネの種子の処理は、とりわけ重要である。
【００６３】
　さらに下にも記載されるように、本発明による活性化合物の組み合わせまたは組成物を
使用した遺伝子導入種子の処理は、とりわけ重要である。このことは、殺虫性を持つポリ
ペプチドまたはタンパク質の発現を可能にする少なくとも１の異種遺伝子を含有する植物
の種子に言い及ぶ。遺伝子導入種子中の異種遺伝子は、例えばバチルス属（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ）、リゾビウム属（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）、シュードモナス属（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎ
ａｓ）、セラチア属（Ｓｅｒｒａｔｉａ）、トリコデルマ属（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ）
、クラビバクター属（Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ）、グロムス属（Ｇｌｏｍｕｓ）またはグ
リオクラジウム属（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）の種の微生物を起源とすることができる。
好ましくは、この異種遺伝子はバチルス属種からのものであり、この遺伝子産物はヨーロ
ッパアワノメイガ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　ｃｏｒｎ　ｂｏｒｅｒ）および／またはウェスタ
ンコーンルートワーム（Ｗｅｓｔｅｒｎ　ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏｒｍ）に対して活性が
ある。とりわけ好ましくは、異種遺伝子はバチルス・チューリンゲンシスを起源とする。
【００６４】
　本発明との関連で、本発明による活性化合物の組み合わせまたは組成物は、単独でまた
は好適な製剤中で種子に施用される。好ましくは、種子は、処理が何らかの損傷を引き起
こさないように十分に安定な状態で処理される。一般的に、種子の処理は、収穫から播種
の間の任意の時点でなされ得る。通常、用いられる種子は、植物から分離され、穂軸、殻
、柄、皮、毛または果肉を除去される。それゆえに、例えば、収穫、浄化および乾燥させ
て水分含量を１５重量％未満まで下げた種子を用いることが可能である。あるいは、乾燥
後、例えば水で処理して次いで再度乾燥させた種子を用いることもまた可能である。
【００６５】
　種子を処理する際、一般に、種子に施用される本発明による組成物の量および／または
さらなる添加剤の量は、種子の発芽に悪影響を与えないように、または結果として得られ
る植物が損傷されないように選ばれることに注意しなければならない。このことは、ある
一定の施用量で植物毒性作用を持ち得る活性化合物の場合、とりわけ念頭に置かれなけれ
ばならない。
【００６６】
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　本発明による組成物は、直接的に、すなわちさらなる構成成分を含むことなく、および
希釈されることなく、施用することができる。一般的に、好適な製剤の形態で組成物を種
子に施用するのが好ましい。種子の処理に適している製剤および方法は当業者に公知であ
り、例えば、以下の資料：ＵＳ４，２７２，４１７Ａ、ＵＳ４，２４５，４３２Ａ、ＵＳ
４，８０８，４３０Ａ、ＵＳ５，８７６，７３９Ａ、ＵＳ２００３／０１７６４２８Ａ１
、ＷＯ２００２／０８０６７５Ａ１、ＷＯ２００２／０２８１８６Ａ２中に記載されてい
る。
【００６７】
　本発明に従って用いることができる活性化合物の組み合わせは、慣例的な種子粉衣製剤
、例えば溶液、エマルション、懸濁剤、散剤、フォーム、スラリーまたは他の種子用コー
ティング材料、ならびにまたＵＬＶ製剤などに変換することができる。
【００６８】
　これらの製剤は、公知の様式で、活性化合物または活性化合物の組み合わせを慣例的な
添加剤、例えば慣例的な増量剤、およびまた溶媒または希釈剤、着色剤、湿潤剤、分散剤
、乳化剤、脱泡剤、保存剤、二次増粘剤、粘着剤、ジベレリンと、および同様に水と混合
することにより調製される。
【００６９】
　本発明に従って用いることができる種子粉衣製剤中に存在し得る好適な着色剤は、かか
る目的のために慣例的である全ての着色剤を包含する。水溶性が足りない顔料、および水
溶性である染料の両方について使用がなされ得る。言及され得る例としては、Ｒｈｏｄａ
ｍｉｎｅ　Ｂ、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２およびＣ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ
　Ｒｅｄ　１という名称で知られている着色剤が挙げられる。
【００７０】
　本発明に従って用いることができる種子粉衣製剤中に存在し得る好適な湿潤剤は、湿潤
を促進し、活性農薬物質の製剤中で慣例的である全ての物質を包含する。好ましくは、ア
ルキルナフタレン－スルホネート、例えばジイソプロピル－スルホネートまたはジイソブ
チルナフタレン－スルホネートなどを用いることが可能である。
【００７１】
　本発明に従って用いることができる種子粉衣製剤中に存在し得る好適な分散剤および／
または乳化剤は、活性農薬物質の製剤中で慣例的である全ての非イオン性、アニオン性お
よびカチオン性の分散剤を包含する。好ましくは、非イオン性もしくはアニオン性の分散
剤または非イオン性もしくはアニオン性の分散剤の混合物を用いることが可能である。と
りわけ好適な非イオン性分散剤は、エチレンオキシド－プロピレンオキシドブロックポリ
マー、アルキルフェノールポリグリコールエーテル、およびトリスチリルフェノールポリ
グリコールエーテル、ならびにそれらのリン酸化誘導体または硫酸化誘導体である。とり
わけ好適なアニオン性分散剤は、リグノスルホネート、ポリアクリル酸塩、およびアリー
ルスルホネート－ホルムアルデヒド縮合物である。
【００７２】
　本発明に従って用いられるものである種子粉衣製剤中に存在し得る脱泡剤は、農薬活性
化合物の製剤中で慣例的である全ての泡抑制化合物を包含する。好ましいのは、シリコー
ン脱泡剤、ステアリン酸マグネシウム、シリコーンエマルション、長鎖アルコール、脂肪
酸およびそれらの塩ならびにまた有機フッ素化合物ならびにまたそれらの混合物を用いる
ことである。
【００７３】
　本発明に従って用いられるものである種子粉衣製剤中に存在し得る保存剤は、農薬組成
物中でかかる目的のために用いることができる全ての化合物を包含する。例として、ジク
ロロフェンおよびベンジルアルコールヘミホルマールに言及がなされ得る。
【００７４】
　本発明に従って用いられるものである種子粉衣製剤中に存在し得る二次増粘剤は、農薬
組成物中でかかる目的のために用いることができる全ての化合物を包含する。好ましいの
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は、セルロース誘導体、アクリル酸誘導体、多糖、例えばキサンタンガムまたはＶｅｅｇ
ｕｍなど、改質粘土、フィロシリケート、例えばアタパルジャイトおよびベントナイトな
ど、ならびにまた微細ケイ酸である。
【００７５】
　本発明に従って用いられるものである種子粉衣製剤中に存在し得る好適な粘着剤は、種
子粉衣中で用いることができる全ての慣例的なバインダーを包含する。ポリビニルピロリ
ドン、ポリビニルアセテート、ポリビニルアルコールおよびチロースが好ましいものとし
て言及され得る。
【００７６】
　本発明に従って用いられるものである種子粉衣製剤中に存在し得る好適なジベレリンは
、好ましくはジベレリンＡ１、Ａ３（＝ジベレリン酸）、Ａ４およびＡ７であり；とりわ
け好ましいのはジベレリン酸を用いることである。ジベレリンは公知である（Ｒ．Ｗｅｇ
ｌｅｒ“Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆｌａｎｚｅｎｓｃｈｕｔｚ－　ａｎｄ　Ｓｃｈａｄ
ｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇｓｍｉｔｔｅｌ”［Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｃｒｏ
ｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ａｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ］，Ｖｏｌ．
２，Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，１９７０，ｐｐ．４０１－４１２を参照されたい
）。
【００７７】
　本発明に従って用いることができる種子粉衣製剤は、非常に幅広い種類のタイプのうち
の任意の種子を処理するため、直接的にまたは予め水で希釈した後に用いられ得る。本発
明に従って用いることができる種子粉衣製剤またはそれらの希釈調合剤はまた、遺伝子導
入植物の種子を粉衣するためにも用いられ得る。本発明との関連で、発現により形成され
る物質との相互作用で相乗効果が生じることもある。
【００７８】
　本発明に従って用いることができる種子粉衣製剤または水を加えることによりそれらか
ら調製される調合剤を使用して種子を処理するための好適な混合装置は、粉衣のために慣
例的に用いることができる全ての混合装置を包含する。粉衣の際に採用される具体的な手
順は、種子をミキサー内に導入すること、特定の所望量の種子粉衣製剤をそのまままたは
予め水で希釈した後に加えること、および製剤が種子上に均一に分散されるまで混合を行
うことを含む。場合により、乾燥操作がこの後に続く。
【００７９】
　本発明による活性化合物または組成物は、強い殺微生物活性を持ち、作物保護および材
料保護において、望まれない微生物、例えば真菌および細菌などを防除するために用いる
ことができる。
【００８０】
　作物保護において、殺真菌剤は、ネコブカビ類（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒｏｍｙｃ
ｅｔｅｓ）、卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）、ツボカビ類（Ｃｈｙｔｒｉｄｉｏｍｙｃｅ
ｔｅｓ）、接合菌類（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｅｓ）、子のう菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ
）、担子菌類（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）および不完全菌類（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙ
ｃｅｔｅｓ）を防除するために用いることができる。
【００８１】
　作物保護において、殺菌剤は、シュードモナス科（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｄａｃｅａｅ
）、リゾビウム科（Ｒｈｉｚｏｂｉａｃｅａｅ）、腸内細菌科（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅ
ｒｉａｃｅａｅ）、コリネバクテリウム科（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）お
よびストレプトマイセス科（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔａｃｅａｅ）を防除するために用
いることができる。
【００８２】
　本発明による殺真菌性組成物は、植物病原性真菌の治療的または保護的防除のために用
いることができる。したがって、本発明はまた、本発明による活性化合物の組み合わせま
たは組成物を用いて植物病原性真菌を防除するための治療的および保護的方法に関し、こ
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こでこの組み合わせまたは組成物は種子、植物または植物部分、果実または植物が生育す
る土壌に施用される。好ましいのは、植物または植物部分、果実または植物が生育する土
壌に対する施用である。
【００８３】
　作物保護において植物病原性真菌を駆除するための本発明による組成物は、活性がある
ものの非植物毒性である量の本発明による化合物を含む。「活性があるものの非植物毒性
である量」は、真菌に起因する植物病を防除または完全に死滅させるのに十分であって、
同時に注目すべき植物毒性症状を呈さない本発明による組成物の量を意味するものである
。これらの施用量は、一般に、より広い範囲内で変わり得るものであり、この量は、いく
つかの因子、例として植物病原性真菌、植物または作物、気候条件および本発明による組
成物の成分に依存する。
【００８４】
　活性化合物が植物病を防除するために必要とされる濃度において植物により良好に耐容
されるという事実は、空中の植物部分の、栄養繁殖材料および種子の、ならびに土壌の処
理を可能にする。
【００８５】
　本発明によると、全ての植物および植物部分を処理することができる。植物とは、全て
の植物および植物集団、例えば望ましいおよび望ましくない野生植物、栽培品種および植
物品種などを意味する（植物品種により、または植物育成者権により保護可能か否かにか
かわらない）。栽培品種および植物品種は、１または複数のバイオテクノロジー法により
、例えば倍加半数体、プロトプラスト融合、ランダム突然変異誘発および定方向突然変異
誘発、分子マーカーもしくは遺伝子マーカーの使用により、または生物工学的方法および
遺伝子工学的方法により援助または補うことができる慣用的な繁殖法および育種法によっ
て得られる植物であることができる。植物部分とは、植物の全ての地上および地下の部分
および器官、例えば新芽、葉、花および根などを意味し、これにより例えば葉、針葉、茎
、枝、花、子実体、果実および種子、同様に根、塊茎、球茎および根茎が列挙される。作
物ならびに栄養繁殖材料および生殖繁殖材料、例えば切穂、球茎、根茎、塊茎、匍匐茎お
よび種子もまた植物部分に属する。
【００８６】
　本発明の活性化合物は、良好な植物耐容性および温血動物に対する好都合な毒性および
環境に良好に耐容されることと相まって、植物および植物器官の保護に、収穫量の増加に
、収穫材料の品質の改良に適している。それらは、好ましくは作物保護剤として使用され
得る。それらは、通常は感受性の種および抵抗性の種に対して、ならびに全てのまたはい
くつかの発生ステージに対して活性がある。
【００８７】
　本発明による方法により保護することができる植物の中で、言及がなされ得るのは、コ
ーン、ダイズ、ワタ、ブラシカ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）油料種子、例えばブラシカ・ナプ
ス（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ）（例としてキャノーラ）、ブラシカ・ラパ（Ｂｒａ
ｓｓｉｃａ　ｒａｐａ）、Ｂ．ユンセア（Ｂ．ｊｕｎｃｅａ）（例としてマスタード）お
よびブラシカ・カリナタ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｃａｒｉｎａｔａ）など、イネ、コムギ、
テンサイ、サトウキビ、カラスムギ、ライムギ、オオムギ、キビ、ライコムギ、アマ、ブ
ドウのような主要農作物、ならびに様々な植物学的分類の様々な果実および野菜、例えば
バラ科植物（Ｒｏｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えば種子果（ｐｉｐ　ｆｒｕｉｔ）、例え
ばリンゴおよびナシなど、これらだけでなく核果、例えばアンズ、サクランボ、アーモン
ドおよびモモなど、ならびに液果、例えばイチゴなど）、リベシオイダエ科植物（Ｒｉｂ
ｅｓｉｏｉｄａｅ　ｓｐ．）、クルミ科植物（Ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、カ
バノキ科植物（Ｂｅｔｕｌａｃｅａｅ　ｓｐ．）、ウルシ科植物（Ａｎａｃａｒｄｉａｃ
ｅａｅ　ｓｐ．）、ブナ科植物（Ｆａｇａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クワ科植物（Ｍｏｒａｃ
ｅａｅ　ｓｐ．）、モクセイ科植物（Ｏｌｅａｃｅａｅ　ｓｐ．）、マタタビ科植物（Ａ
ｃｔｉｎｉｄａｃｅａｅ　ｓｐ．）、クスノキ科植物（Ｌａｕｒａｃｅａｅ　ｓｐ．）、
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バショウ科植物（Ｍｕｓａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えばバナナの木および植栽）、アカネ
科植物（Ｒｕｂｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えばコーヒー）、ツバキ科植物（Ｔｈｅａｃ
ｅａｅ　ｓｐ．）、アオギリ科植物（Ｓｔｅｒｃｕｌｉｃｅａｅ　ｓｐ．）、ミカン科植
物（Ｒｕｔａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えばレモン、オレンジおよびグレープフルーツ）；
ナス科植物（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えばトマト、ジャガイモ、コショウ、
ナス）、ユリ科植物（Ｌｉｌｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）、キク科植物（Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉ
ａｅ　ｓｐ．）（例えばレタス、アーティチョークおよびチコリー－ルートチコリー（ｒ
ｏｏｔ　ｃｈｉｃｏｒｙ）、エンダイブまたはカモンチコリー（ｃｏｍｍｏｎ　ｃｈｉｃ
ｏｒｙ）など）、セリ科植物（Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．）（例えばニンジン、
パセリ、セロリおよびセルリアック）、ウリ科植物（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ　ｓｐ
．）（例えばキュウリ－ピックルキュウリ（ｐｉｃｋｌｉｎｇ　ｃｕｃｕｍｂｅｒ）、カ
ボチャ、スイカ、ヒョウタンおよびメロンなど）、ネギ科植物（Ａｌｌｉａｃｅａｅ　ｓ
ｐ．）（例えばタマネギおよびニラ）、アブラナ科植物（Ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ　ｓｐ．
）（例えばホワイトキャベツ、レッドキャベツ、ブロッコリー、カリフラワー、芽キャベ
ツ、チンゲンサイ、コールラビ、ラディッシュ、セイヨウワサビ、クレソン、白菜）、マ
メ科植物（Ｌｅｇｕｍｉｎｏｓａｅ　ｓｐ．）（例えばピーナッツ、エンドウマメおよび
マメ類－例えばクライミングビーン（ｃｌｉｍｂｉｎｇ　ｂｅａｎ）およびソラマメなど
）、アカザ科植物（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａｅ　ｓｐ．）（例えばマンゴールド、フ
ダンソウ（ｓｐｉｎａｃｈ　ｂｅｅｔ）、ホウレンソウ、ビートルート）、アオイ科（Ｍ
ａｌｖａｃｅａｅ）（例えばオクラ）、クサスギカズラ科（Ａｓｐａｒａｇａｃｅａｅ）
（例えばアスパラガス）；園芸作物および森林作物；観賞植物；同様にこれらの作物の遺
伝子改変相同体である。
【００８８】
　特定の実施形態において、本発明による方法によって保護することができる植物は、ワ
タ、ブドウ、穀物（例えばコムギ、イネ、オオムギ、ライコムギなど）、トウモロコシ（
コーン）、ダイズ、アブラナ、ヒマワリ、芝、園芸作物、低木、果樹および果実植物（例
えばリンゴの木、ナシの木（ｐｅｅｒ－ｔｒｅｅ）、柑橘類、バナナ、コーヒーの木、イ
チゴ植物、ラズベリー植物など）、野菜の中から、とりわけ穀物、コーン、アブラナ、低
木、果樹および果実植物、野菜およびブドウの中から選択される。
【００８９】
　本発明によると、全ての植物および植物部分を処理することができる。植物とは、全て
の植物および植物集団、例えば望ましいおよび望ましくない野生植物、栽培品種および植
物品種などを意味する（植物品種により、または植物育成者権により保護可能か否かにか
かわらない）。栽培品種および植物品種は、１または複数のバイオテクノロジー法により
、例えば倍加半数体、プロトプラスト融合、ランダム突然変異誘発および定方向突然変異
誘発、分子マーカーもしくは遺伝子マーカーの使用により、または生物工学的方法および
遺伝子工学的方法により援助または補うことができる慣用的な繁殖法および育種法によっ
て得られる植物であることができる。植物部分とは、植物の全ての地上および地下の部分
および器官、例えば新芽、葉、花および根などを意味し、これにより例えば葉、針葉、茎
、枝、花、子実体、果実および種子、同様に根、球茎および根茎が列挙される。作物なら
びに栄養繁殖材料および生殖繁殖材料、例えば切穂、球茎、根茎、匍匐茎および種子もま
た植物部分に属する。
【００９０】
　本発明による処理方法は、遺伝子改変生物（ＧＭＯ）、例として植物または種子の処理
において用いることができる。遺伝子改変植物（または遺伝子導入植物）は、異種遺伝子
がゲノム内に安定的に組み込まれている植物である。表現「異種遺伝子」は、本質的に、
植物外で供給または構築される遺伝子であって、核、葉緑体またはミトコンドリアのゲノ
ム内に導入されたときに、目的のタンパク質もしくはポリペプチドを発現させることによ
り、または植物内に存在する他の遺伝子（複数可）を（例えばアンチセンス技術、コサプ
レッション技術、ＲＮＡ干渉－ＲＮＡｉ－技術またはマイクロＲＮＡ－ｍｉＲＮＡ－技術
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を用いて）ダウンレギュレートもしくはサイレンシングすることにより、形質転換植物に
新たなまたは改良された農学的または他の性質を与える遺伝子を意味する。ゲノム内に位
置する異種遺伝子はまた、導入遺伝子とも呼ばれる。植物ゲノム内のその特定の位置によ
り定義される導入遺伝子は、形質転換または遺伝子導入イベントと呼ばれる。
【００９１】
　植物種または植物栽培品種、それらの位置および成長条件（土壌、気候、生育期間、栄
養）に依存して、本発明による処理はまた、相加を超えた（「相乗的な」）効果をもたら
し得る。それゆえに、例えば、本発明に従って用いることができる活性化合物および組成
物の施用量の低減および／または活性スペクトルの広幅化および／または活性の向上、よ
り良好な植物成長、高温または低温に対する耐性の向上、渇水に対するまたは水もしくは
土壌の塩分含量に対する耐性の向上、開花性能の向上、より容易な収穫、熟成加速、より
多い収穫量、より大きな果実、より高い植物高、より濃い緑色の葉色、より早期の開花、
収穫生産物のより高い品質および／またはより高い栄養価、果実内のより高い糖濃度、収
穫生産物のより良好な保存安定性および／または加工性が可能であり、これらは実際に予
想された効果を超えるものである。
【００９２】
　ある施用量において、本発明による活性化合物の組み合わせはまた、植物において強化
効果を持つ。したがって、それらはまた、望まれない微生物による攻撃に対する植物の防
御系を動員するのにも適している。これは、適切な場合、本発明による組み合わせの、例
えば真菌に対する増強された活性の理由の１つであり得る。植物強化（抵抗性誘導）物質
は、本発明との関連で、望まれない微生物を続けて接種したときに処理された植物がこれ
らの微生物に対して実質的な程度の抵抗性を呈するように植物の防御系を刺激する能力が
ある物質または物質の組み合わせをも意味すると理解されるものである。この場合、望ま
れない微生物は、植物病原性真菌、細菌およびウイルスを意味すると理解されるものであ
る。それゆえに、本発明による物質は、処理後一定の時間内、上述の病原体による攻撃か
ら植物を保護するために使用することができる。保護が有効である時間は、一般に、活性
化合物を使用した植物の処理後１から２８日、好ましくは１から１４日に及ぶ。
【００９３】
　本発明に従って好ましく処理されるものである植物および植物栽培品種は、とりわけ有
利で有用な形質をこれらの植物に付与する遺伝材料を持つ全ての植物（育種および／また
はバイオテクノロジー手段により得られたものであっても）を包含する。
【００９４】
　本発明に従ってまた好ましく処理されるものである植物および植物栽培品種は、１また
は複数の生物ストレスに対して抵抗性であり、すなわち前記植物は有害動物および有害微
生物に対して、例えば線虫、昆虫、ダニ、植物病原性真菌、細菌、ウイルスおよび／また
はウイロイドなどに対してより良好な防御力を示す。
【００９５】
　線虫抵抗性植物の例は、例として米国特許出願第１１／７６５，４９１号、第１１／７
６５，４９４号、第１０／９２６，８１９号、第１０／７８２，０２０号、第１２／０３
２，４７９号、第１０／７８３，４１７号、第１０／７８２，０９６号、第１１／６５７
，９６４号、第１２／１９２，９０４号、第１１／３９６，８０８号、第１２／１６６，
２５３号、第１２／１６６，２３９号、第１２／１６６，１２４号、第１２／１６６，２
０９号、第１１／７６２，８８６号、第１２／３６４，３３５号、第１１／７６３，９４
７号、第１２／２５２，４５３号、第１２／２０９，３５４号、第１２／４９１，３９６
号、第１２／４９７，２２１号、第１２／６４４，６３２号、第１２／６４６，００４号
、第１２／７０１，０５８号、第１２／７１８，０５９号、第１２／７２１，５９５号、
第１２／６３８，５９１号中に、およびＷＯ１１／００２９９２、ＷＯ１１／０１４７４
９、ＷＯ１１／１０３２４７、ＷＯ１１／１０３２４８中に記載されている。
【００９６】
　本発明に従ってまた処理され得る植物および植物栽培品種は、１または複数の非生物的
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ストレスに対して抵抗性である植物である。非生物的ストレス条件として、例えば、渇水
、低温曝露、熱曝露、浸透圧ストレス、湛水、土壌塩分の増加、ミネラル曝露の増加、オ
ゾン曝露、強い光曝露、窒素栄養分の限定的利用性、リン栄養分の限定的利用性、日陰回
避を挙げ得る。
【００９７】
　本発明に従ってまた処理され得る植物および植物栽培品種は、増強された収量特性を特
徴とする植物である。前記植物における収量増加は、例えば、植物の生理機能、成長およ
び発達の改良、例えば水の使用効率、水の保持効率、窒素使用の改良、炭素同化の増強、
光合成の改良、発芽効率の向上ならびに熟成加速などの結果であることができる。収量は
さらには（ストレスおよび非ストレス条件下での）植物構成の改良により影響されること
があり、この植物構成の改良としては、限定されるものではないが、早期の開花、雑種種
子生産のための開花制御、苗の生長力、植物の大きさ、節間数および距離、根の成長、種
子の大きさ、果実の大きさ、さやの大きさ、さやまたは穂の数、さやまたは穂あたりの種
子数、種子の質量、種子登熟の増進、種子飛散の低減、さや裂開の低減および倒伏抵抗性
が挙げられる。さらなる収率形質として、種子の組成、例えば炭水化物含量、タンパク質
含量、油含量および油組成、栄養価、アンチニュートリエント化合物の低減、加工性の改
良およびより良好な保存安定性などが挙げられる。
【００９８】
　本発明に従って処理され得る植物は、一般により多い収量、生長力、健康ならびに生物
的および非生物的ストレスに対する抵抗性をもたらすヘテロシス、つまり雑種強勢の特性
を既に発現している雑種植物である。かかる植物は、典型的に、近交系の雄性不稔親系統
（雌性親）を別の近交系の雄性稔性親系統（雄性親）と交雑させることにより作られる。
雑種種子は典型的に雄性不稔植物から収穫され、栽培者に販売される。雄性不稔植物は、
雄穂除去、すなわち雄性生殖器官（つまり雄花）の機械的除去により（例としてコーンに
おいて）時に生産することができるが、より典型的には、雄性不稔は、植物ゲノム内の遺
伝的決定因子の結果である。その場合、および特に種子が雑種植物から収穫される所望の
生産物である場合、雑種植物において雄性稔性が完全に回復するのを確実にすることが典
型的に有用である。これは、雄性親が、雄性不稔に関与する遺伝的決定因子を含有する雑
種植物において雄性稔性を回復させる能力がある適切な稔性回復遺伝子を持つことを確実
にすることにより、達成することができる。雄性不稔の遺伝的決定因子は、細胞質内に位
置し得る。細胞質雄性不稔（ＣＭＳ）の例は、例えば、ブラシカ属種（Ｂｒａｓｓｉｃａ
　ｓｐｅｃｉｅｓ）において記載された（Ｗ０９２／０５２５１、ＷＯ９５／０９９１０
、ＷＯ９８／２７８０６、ＷＯ０５／００２３２４、ＷＯ０６／０２１９７２およびＵＳ
６，２２９，０７２）。しかしながら、雄性不稔の遺伝的決定因子はまた、核ゲノム内に
位置することもできる。雄性不稔植物はまた、植物バイオテクノロジー法、例えば遺伝子
操作などによっても得ることができる。雄性不稔植物を得るのにとりわけ有用な手段は、
ＷＯ８９／１０３９６中に記載されており、ここでは、例えば、リボヌクレアーゼ、例え
ばバルナーゼなどを雄ずい中のタペータム細胞において選択的に発現させる。次いで、タ
ペータム細胞内でのリボヌクレアーゼ阻害剤、例えばバルスターなどの発現により、稔性
を回復させることができる（例としてＷＯ９１／０２０６９）。
【００９９】
　本発明に従って処理され得る植物または植物栽培品種（植物バイオテクノロジー法、例
えば遺伝子操作などにより得られるもの）は、除草剤耐性植物、すなわち１または複数の
所定の除草剤に対して耐性にされた植物である。かかる植物は、遺伝子形質転換により、
またはかかる除草剤耐性を付与する変異を含有する植物の選抜により得ることができる。
【０１００】
　除草剤抵抗性植物は、例えばグリホサート耐性植物、すなわち除草剤グリホサートまた
はその塩に耐性にされた植物である。植物は、異なる手段を通じて、グリホサートに対し
て耐性にすることができる。例えば、グリホサート耐性植物は、酵素５－エノールピルビ
ルシキメート－３－ホスフェートシンターゼ（ＥＰＳＰＳ）をコードする遺伝子で植物を
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形質転換することにより得ることができる。かかるＥＰＳＰＳ遺伝子の例は、細菌サルモ
ネラ・チフィムリウム（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍ）のＡｒｏＡ遺
伝子（変異ＣＴ７）（Ｃｏｍａｉ　ｅｔ　ａｌ．，１９８３，Ｓｃｉｅｎｃｅ，２２１，
３７０－３７１）、細菌アグロバクテリウム属種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．
）のＣＰ４遺伝子（Ｂａｒｒｙ　ｅｔ　ａｌ．，１９９２，Ｃｕｒｒ．Ｔｏｐｉｃｓ　Ｐ
ｌａｎｔ　Ｐｈｙｓｉｏｌ．７，１３９－１４５）、ペチュニアのＥＰＳＰＳをコードす
る遺伝子（Ｓｈａｈ　ｅｔ　ａｌ．，１９８６，Ｓｃｉｅｎｃｅ　２３３，４７８－４８
１）、トマトのＥＰＳＰＳをコードする遺伝子（Ｇａｓｓｅｒ　ｅｔ　ａｌ．，１９８８
，Ｊ．Ｂｉｏｌ．Ｃｈｅｍ．２６３，４２８０－４２８９）、またはエレウシネ属（Ｅｌ
ｅｕｓｉｎｅ）のＥＰＳＰＳをコードする遺伝子（ＷＯ０１／６６７０４）である。それ
はまた、例えばＥＰ０８３７９４４、ＷＯ００／６６７４６、ＷＯ００／６６７４７、Ｗ
Ｏ０２／２６９９５、ＷＯ１１／０００４９８中に記載されているように、変異ＥＰＳＰ
Ｓであることもできる。グリホサート耐性植物はまた、米国特許第５，７７６，７６０号
および第５，４６３，１７５号中に記載されているように、グリホサートオキシドレダク
ターゼ酵素をコードする遺伝子を発現させることにより得ることもできる。グリホサート
耐性植物はまた、例えばＷＯ０２／３６７８２、ＷＯ０３／０９２３６０、ＷＯ０５／０
１２５１５およびＷＯ０７／０２４７８２中に記載されているように、グリホサートアセ
チルトランスフェラーゼ酵素をコードする遺伝子を発現させることにより得ることもでき
る。グリホサート耐性植物はまた、例えばＷＯ０１／０２４６１５またはＷＯ０３／０１
３２２６中に記載されているように、上述の遺伝子の自然発生変異を含有する植物を選抜
することにより得ることもできる。グリホサート耐性を授けるＥＰＳＰＳ遺伝子を発現す
る植物は、例として米国特許出願第１１／５１７，９９１号、第１０／７３９，６１０号
、第１２／１３９，４０８号、第１２／３５２，５３２号、第１１／３１２，８６６号、
第１１／３１５，６７８号、第１２／４２１，２９２号、第１１／４００，５９８号、第
１１／６５１，７５２号、第１１／６８１，２８５号、第１１／６０５，８２４号、第１
２／４６８，２０５号、第１１／７６０，５７０号、第１１／７６２，５２６号、第１１
／７６９，３２７号、第１１／７６９，２５５号、第１１／９４３８０１号または第１２
／３６２，７７４中に記載されている。グリホサート耐性を授ける他の遺伝子、例えばデ
カルボキシラーゼ遺伝子を発現する植物は、例として米国特許出願第１１／５８８，８１
１号、第１１／１８５，３４２号、第１２／３６４，７２４号、第１１／１８５，５６０
号または第１２／４２３，９２６号中に記載されている。
【０１０１】
　他の除草剤抵抗性植物は、例えば、酵素グルタミンシンターゼを阻害する除草剤、例え
ばビアラホス、ホスフィノトリシンまたはグルホシネートなどに対して耐性にされた植物
である。かかる植物は、例として米国特許出願第１１／７６０，６０２号中に記載されて
いるように、除草剤を解毒する酵素または阻害に対して抵抗性である変異グルタミンシン
ターゼ酵素を発現させることにより得ることができる。１のかかる効率的な解毒酵素は、
ホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼをコードする酵素（例えばストレプトマ
イセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）からのｂａｒまたはｐａｔタ
ンパク質など）である。外因性のホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼを発現
する植物は、例えば米国特許第５，５６１，２３６号；第５，６４８，４７７号；第５，
６４６，０２４号；第５，２７３，８９４号；第５，６３７，４８９号；第５，２７６，
２６８号；第５，７３９，０８２号；第５，９０８，８１０号および第７，１１２，６６
５号中に記載されている。
【０１０２】
　さらなる除草剤耐性植物はまた、酵素ヒドロキシフェニルピルベートジオキシゲナーゼ
（ＨＰＰＤ）を阻害する除草剤に対して耐性にされた植物である。ＨＰＰＤは、パラ－ヒ
ドロキシフェニルピルベート（ＨＰＰ）をホモゲンチセートに変換する反応を触媒する酵
素である。ＨＰＰＤ阻害剤に対して耐性である植物は、ＷＯ９６／３８５６７、ＷＯ９９
／２４５８５、ＷＯ９９／２４５８６、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＷＯ２００２／０
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４６３８７またはＵＳ６，７６８，０４４、ＷＯ１１／０７６８７７、ＷＯ１１／０７６
８８２、ＷＯ１１／０７６８８５、ＷＯ１１／０７６８８９、ＷＯ１１／０７６８９２中
に記載されているように、自然発生の抵抗性ＨＰＰＤ酵素をコードする遺伝子、または変
異もしくはキメラのＨＰＰＤ酵素をコードする遺伝子で形質転換することができる。ＨＰ
ＰＤ阻害剤に対する耐性はまた、ＨＰＰＤ阻害剤による野生型ＨＰＰＤ酵素の阻害にもか
かわらずホモゲンチセートの形成を可能にするある種の酵素をコードする遺伝子で植物を
形質転換することにより得ることもできる。かかる植物および遺伝子は、ＷＯ９９／３４
００８およびＷＯ０２／３６７８７中に記載されている。ＨＰＰＤ阻害剤に対する植物の
耐性はまた、ＷＯ２００４／０２４９２８中に記載されているように、ＨＰＰＤ耐性酵素
をコードする遺伝子に加えてプレフェネートデスヒドロゲナーゼ（ｄｅｓｈｙｄｒｏｇｅ
ｎａｓｅ）（ＰＤＨ）活性を持つ酵素をコードする遺伝子で植物を形質転換することによ
り改良することもできる。さらに、ＨＰＰＤ阻害剤を代謝または分解する能力がある酵素
、例えばＷＯ２００７／１０３５６７およびＷＯ２００８／１５０４７３中に示されてい
るＣＹＰ４５０酵素をコードする遺伝子をそのゲノム内に加えることにより、植物をＨＰ
ＰＤ阻害剤の除草剤に対してより耐性にすることができる。
【０１０３】
　なおさらなる除草剤抵抗性植物は、アセトラクテートシンターゼ（ＡＬＳ）阻害剤に対
して耐性にされた植物である。公知のＡＬＳ阻害剤としては、例えば、スルホニルウレア
、イミダゾリノン、トリアゾロピリミジン、プリイミジニオキシ（チオ）ベンゾエート（
ｐｒｙｉｍｉｄｉｎｙｏｘｙ（ｔｈｉｏ）ｂｅｎｚｏａｔｅ）および／またはスルホニル
アミノカルボニルトリアゾリノン除草剤が挙げられる。ＡＬＳ酵素（アセトヒドロキシ酸
シンターゼ、ＡＨＡＳとしても知られる）中の異なる変異は、例えばＴｒａｎｅｌおよび
Ｗｒｉｇｈｔ（２００２，Ｗｅｅｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５０：７００－７１２）中に、そ
れだけでなく米国特許第５，６０５，０１１号、第５，３７８，８２４号、第５，１４１
，８７０号および第５，０１３，６５９号中にも記載されているように、異なる除草剤お
よび除草剤群に対する耐性を授けることが知られている。スルホニルウレア耐性植物およ
びイミダゾリノン耐性植物の生産は、米国特許第５，６０５，０１１号；第５，０１３，
６５９号；第５，１４１，８７０号；第５，７６７，３６１号；第５，７３１，１８０号
；第５，３０４，７３２号；第４，７６１，３７３号；第５，３３１，１０７号；第５，
９２８，９３７号および第５，３７８，８２４号；ならびに国際公開ＷＯ９６／３３２７
０中に記載されている。他のイミダゾリノン耐性植物もまた、ＷＯ２００４／０４００１
２、ＷＯ２００４／１０６５２９、ＷＯ２００５／０２０６７３、ＷＯ２００５／０９３
０９３、ＷＯ２００６／００７３７３、ＷＯ２００６／０１５３７６、ＷＯ２００６／０
２４３５１およびＷＯ２００６／０６０６３４中に記載されている。さらなるスルホニル
ウレア耐性植物およびイミダゾリノン耐性植物もまた、例えばＷＯ０７／０２４７８２、
ＷＯ１１／０７６３４５、ＷＯ２０１２０５８２２３および米国特許出願第６１／２８８
９５８号中に記載されている。
【０１０４】
　イミダゾリノンおよび／またはスルホニルウレアに対して耐性である他の植物は、例え
ばダイズについて米国特許第５，０８４，０８２号中に、イネについてＷＯ９７／４１２
１８中に、テンサイについて米国特許第５，７７３，７０２号およびＷＯ９９／０５７９
６５中に、レタスについて米国特許第５，１９８，５９９号中に、またはヒマワリについ
てＷＯ０１／０６５９２２中に記載されているように、誘導された突然変異誘発により、
除草剤の存在下での細胞培養における選抜により、または突然変異育種により得ることが
できる。
【０１０５】
　本発明に従ってまた処理され得る植物または植物栽培品種（植物バイオテクノロジー法
、例えば遺伝子操作などにより得られるもの）は、昆虫抵抗性遺伝子導入植物、すなわち
ある種の標的昆虫による攻撃に対して抵抗性にされた植物である。かかる植物は、遺伝子
形質転換により、またはかかる昆虫抵抗性を付与する変異を含有する植物の選抜により得
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ることができる。
【０１０６】
　本明細書中で用いられる「昆虫抵抗性遺伝子導入植物」は、以下をコードするコーディ
ング配列を含む少なくとも１の導入遺伝子を含有する任意の植物を包含する：
１）バチルス・チューリンゲンシスからの殺虫性結晶タンパク質もしくはその殺虫性部分
、例えばＣｒｉｃｋｍｏｒｅらにより収載され（１９９８，Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ　
ａｎｄ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，６２：８０７－８１３
）、Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅら（２００５）によりバチルス・チューリンゲンシス毒素命名法
において更新された、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｆｅｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ．ａｃ．ｕ
ｋ／Ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／でオンラインである殺虫性結晶タ
ンパク質、もしくはその殺虫性部分など、例として、Ｃｒｙタンパク質のクラスＣｒｙ１
Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｂ、Ｃｒｙ１Ｃ、Ｃｒｙ１Ｄ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ２Ａｂ
、Ｃｒｙ３ＡａもしくはＣｒｙ３Ｂｂであるタンパク質もしくはその殺虫性部分（例とし
てＥＰ１９９９１４１およびＷＯ２００７／１０７３０２）、もしくは例として米国特許
出願第１２／２４９，０１６号中に記載されているような合成遺伝子によりコードされる
かかるタンパク質；または
２）バチルス・チューリンゲンシスからの第二の他の結晶タンパク質もしくはその部分の
存在下で殺虫性であるバチルス・チューリンゲンシスからの結晶タンパク質もしくはその
部分、例えばＣｒｙ３４およびＣｒｙ３５結晶タンパク質から形成されるバイナリートキ
シン（Ｍｏｅｌｌｅｎｂｅｃｋ　ｅｔ　ａｌ．２００１，Ｎａｔ．Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌ
．１９：６６８－７２；Ｓｃｈｎｅｐｆ　ｅｔ　ａｌ．２００６，Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｅｎ
ｖｉｒｏｎｍ．Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ．７１，１７６５－１７７４）、もしくは、Ｃｒｙ１
ＡもしくはＣｒｙ１Ｆタンパク質とＣｒｙ２ＡａもしくはＣｒｙ２ＡｂもしくはＣｒｙ２
Ａｅタンパク質とから形成されるバイナリートキシン（米国特許出願第１２／２１４，０
２２号およびＥＰ０８０１０７９１．５）など；または
３）バチルス・チューリンゲンシスからの異なる殺虫性結晶タンパク質の一部を含むハイ
ブリッド殺虫性タンパク質、例えば上記１）のタンパク質のハイブリッドもしくは上記２
）のタンパク質のハイブリッドなど、例として、コーンイベントＭＯＮ９８０３４により
生産されるＣｒｙ１Ａ．１０５タンパク質（ＷＯ２００７／０２７７７７）；または
４）上記１）から３）のうちのいずれか１のタンパク質であって、標的昆虫種に対するよ
り高い殺虫活性を得るために、および／もしくは作用する標的昆虫種の範囲を拡大するた
めに、および／もしくはクローニングもしくは形質転換中にコーディングＤＮＡ内に導入
された変化が原因で、いくつか、とりわけ１から１０個のアミノ酸が別のアミノ酸により
置き換えられたタンパク質、例えばコーンイベントＭＯＮ８６３もしくはＭＯＮ８８０１
７におけるＣｒｙ３Ｂｂ１タンパク質、もしくはコーンイベントＭＩＲ６０４におけるＣ
ｒｙ３Ａタンパク質など；または
５）バチルス・チューリンゲンシスもしくはバチルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃ
ｅｒｅｕｓ）からの殺虫性分泌タンパク質もしくはその殺虫性部分、例えばｈｔｔｐ：／
／ｗｗｗ．ｌｉｆｅｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ．ａｃ．ｕｋ／ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃ
ｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／ｖｉｐ．ｈｔｍｌに収載されている栄養成長期殺虫性タンパク質（Ｖ
ＩＰ）など、例として、ＶＩＰ３Ａａタンパク質クラスからのタンパク質；または
６）バチルス・チューリンゲンシスもしくはバチルス・セレウスからの第二の分泌タンパ
ク質の存在下で殺虫性である、バチルス・チューリンゲンシスもしくはバチルス・セレウ
スからの分泌タンパク質、例えばＶＩＰ１ＡおよびＶＩＰ２Ａタンパク質から形成される
バイナリートキシン（ＷＯ９４／２１７９５）など；または
７）バチルス・チューリンゲンシスもしくはバチルス・セレウスからの異なる分泌タンパ
ク質からの一部を含むハイブリッド殺虫性タンパク質、例えば上記１）におけるタンパク
質のハイブリッドもしくは上記２）におけるタンパク質のハイブリッドなど；または
８）上記５）から７）のうちのいずれか１のタンパク質であって、標的昆虫種に対するよ
り高い殺虫活性を得るために、および／もしくは作用する標的昆虫種の範囲を拡大するた
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めに、および／もしくは（なお殺虫性タンパク質をコードしながらも）クローニングもし
くは形質転換中にコーディングＤＮＡ内に導入された変化が原因で、いくつか、とりわけ
１から１０個のアミノ酸が別のアミノ酸により置き換えられたタンパク質、例えばワタイ
ベントＣＯＴ１０２におけるＶＩＰ３Ａａタンパク質など；または
９）バチルス・チューリンゲンシスからの結晶タンパク質の存在下で殺虫性である、バチ
ルス・チューリンゲンシスもしくはバチルス・セレウスからの分泌タンパク質、例えばＶ
ＩＰ３とＣｒｙ１ＡもしくはＣｒｙ１Ｆとから形成されるバイナリートキシン（米国特許
出願第６１／１２６０８３号および第６１／１９５０１９号）、もしくはＶＩＰ３タンパ
ク質とＣｒｙ２ＡａもしくはＣｒｙ２ＡｂもしくはＣｒｙ２Ａｅタンパク質とから形成さ
れるバイナリートキシン（米国特許出願第１２／２１４，０２２号およびＥＰ０８０１０
７９１．５）など；または
１０）上記９）のタンパク質であって、標的昆虫種に対するより高い殺虫活性を得るため
に、および／もしくは作用する標的昆虫種の範囲を拡大するために、および／もしくは（
なお殺虫性タンパク質をコードしながらも）クローニングもしくは形質転換中にコーディ
ングＤＮＡ内に導入された変化が原因で、いくつか、とりわけ１から１０個のアミノ酸が
別のアミノ酸により置き換えられたタンパク質。
【０１０７】
　もちろん、本明細書中で用いられる昆虫抵抗性遺伝子導入植物はまた、上記クラス１か
ら１０のうちのいずれか１のタンパク質をコードする遺伝子の組み合わせを含む任意の植
物を包含する。１の実施形態において、昆虫抵抗性植物は、上記クラス１から１０のうち
のいずれか１のタンパク質をコードする１より多い導入遺伝子を含有するが、これは、同
じ標的昆虫種に対して殺虫性であるが異なる作用様式、例えば昆虫内で異なる受容体結合
部位に結合するなどの作用様式を持つ異なるタンパク質を用いることにより、異なる標的
昆虫種に向けられた異なるタンパク質を用いた場合に作用する標的昆虫種の範囲を拡大す
るため、または植物に対する昆虫の抵抗性の発達を遅延させるためである。
【０１０８】
　本明細書中で用いられる「昆虫抵抗性遺伝子導入植物」はさらに、例としてＷＯ２００
７／０８０１２６、ＷＯ２００６／１２９２０４、ＷＯ２００７／０７４４０５、ＷＯ２
００７／０８０１２７およびＷＯ２００７／０３５６５０中に記載されているように、発
現すると植物有害昆虫により摂取されたときにこの有害昆虫の成長を阻害する二本鎖ＲＮ
Ａを生産する配列を含む少なくとも１の導入遺伝子を含有する任意の植物を包含する。
【０１０９】
　本発明に従ってまた処理され得る植物または植物栽培品種（植物バイオテクノロジー法
、例えば遺伝子操作などにより得られるもの）は、非生物的ストレスに対して耐性である
。かかる植物は、遺伝子形質転換により、またはかかるストレス抵抗性を付与する変異を
含有する植物の選抜により得ることができる。とりわけ有用なストレス耐性植物としては
、以下が挙げられる：
１）ＷＯ００／０４１７３、ＷＯ／２００６／０４５６３３、ＥＰ０４０７７９８４．５
またはＥＰ０６００９８３６．５中に記載されているような、植物細胞または植物内でポ
リ（ＡＤＰ－リボース）ポリメラーゼ（ＰＡＲＰ）遺伝子の発現および／または活性を低
減させる能力がある導入遺伝子を含有する植物。
【０１１０】
２）例としてＷＯ２００４／０９０１４０中に記載されているような、植物または植物細
胞のＰＡＲＧをコードする遺伝子の発現および／または活性を低減させる能力があるスト
レス耐性増強性の導入遺伝子を含有する植物。
【０１１１】
３）例としてＥＰ０４０７７６２４．７、ＷＯ２００６／１３３８２７、ＰＣＴ／ＥＰ０
７／００２４３３、ＥＰ１９９９２６３またはＷＯ２００７／１０７３２６中に記載され
ているような、ニコチンアミダーゼ、ニコチネートホスホリボシルトランスフェラーゼ、
ニコチン酸モノヌクレオチドアデニルトランスフェラーゼ、ニコチンアミドアデニンジヌ
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クレオチドシンターゼまたはニコチンアミドホスホリボシルトランスフェラーゼを包含す
るニコチンアミドアデニンジヌクレオチドのサルベージ生合成経路の植物機能性酵素をコ
ードするストレス耐性増強性の導入遺伝子を含有する植物。
【０１１２】
　本発明に従ってまた処理され得る植物または植物栽培品種（植物バイオテクノロジー法
、例えば遺伝子操作などにより得られるもの）は、収穫生産物の量、品質および／もしく
は保存安定性の変化ならびに／または収穫生産物の特定成分の性質の変化を示し、これら
は例えば以下のものなどである：
１）その物理化学的特性、とりわけアミロース含量またはアミロース／アミロペクチン比
、分岐度、平均鎖長、側鎖分布、粘度挙動、ゲル強度、デンプン粒の大きさおよび／また
はデンプン粒の形態が野生型の植物細胞または植物において合成されたデンプンと比較し
て変化しており、そのために特別な用途により良く適している改質デンプンを合成する遺
伝子導入植物。改質デンプンを合成する前記遺伝子導入植物は、例えば、ＥＰ０５７１４
２７、ＷＯ９５／０４８２６、ＥＰ０７１９３３８、ＷＯ９６／１５２４８、ＷＯ９６／
１９５８１、ＷＯ９６／２７６７４、ＷＯ９７／１１１８８、ＷＯ９７／２６３６２、Ｗ
Ｏ９７／３２９８５、ＷＯ９７／４２３２８、ＷＯ９７／４４４７２、ＷＯ９７／４５５
４５、ＷＯ９８／２７２１２、ＷＯ９８／４０５０３、ＷＯ９９／５８６８８、ＷＯ９９
／５８６９０、ＷＯ９９／５８６５４、ＷＯ００／０８１８４、ＷＯ００／０８１８５、
ＷＯ００／０８１７５、ＷＯ００／２８０５２、ＷＯ００／７７２２９、ＷＯ０１／１２
７８２、ＷＯ０１／１２８２６、ＷＯ０２／１０１０５９、ＷＯ０３／０７１８６０、Ｗ
Ｏ２００４／０５６９９９、ＷＯ２００５／０３０９４２、ＷＯ２００５／０３０９４１
、ＷＯ２００５／０９５６３２、ＷＯ２００５／０９５６１７、ＷＯ２００５／０９５６
１９、ＷＯ２００５／０９５６１８、ＷＯ２００５／１２３９２７、ＷＯ２００６／０１
８３１９、ＷＯ２００６／１０３１０７、ＷＯ２００６／１０８７０２、ＷＯ２００７／
００９８２３、ＷＯ００／２２１４０、ＷＯ２００６／０６３８６２、ＷＯ２００６／０
７２６０３、ＷＯ０２／０３４９２３、ＥＰ０６０９０１３４．５、ＥＰ０６０９０２２
８．５、ＥＰ０６０９０２２７．７、ＥＰ０７０９０００７．１、ＥＰ０７０９０００９
．７、ＷＯ０１／１４５６９、ＷＯ０２／７９４１０、ＷＯ０３／３３５４０、ＷＯ２０
０４／０７８９８３、ＷＯ０１／１９９７５、ＷＯ９５／２６４０７、ＷＯ９６／３４９
６８、ＷＯ９８／２０１４５、ＷＯ９９／１２９５０、ＷＯ９９／６６０５０、ＷＯ９９
／５３０７２、ＵＳ６，７３４，３４１、ＷＯ００／１１１９２、ＷＯ９８／２２６０４
、ＷＯ９８／３２３２６、ＷＯ０１／９８５０９、ＷＯ０１／９８５０９、ＷＯ２００５
／００２３５９、ＵＳ５，８２４，７９０、ＵＳ６，０１３，８６１、ＷＯ９４／０４６
９３、ＷＯ９４／０９１４４、ＷＯ９４／１１５２０、ＷＯ９５／３５０２６、ＷＯ９７
／２０９３６、ＷＯ１０／０１２７９６、ＷＯ１０／００３７０１中に記載されている。
【０１１３】
２）非デンプン炭水化物ポリマーを合成する、または遺伝子改変を伴わない野生型植物と
比較して性質が変化した非デンプン炭水化物ポリマーを合成する遺伝子導入植物。例は、
ポリフルクトース、特に、ＥＰ０６６３９５６、ＷＯ９６／０１９０４、ＷＯ９６／２１
０２３、ＷＯ９８／３９４６０およびＷＯ９９／２４５９３中に記載されているようなイ
ヌリンおよびレバン型のポリフルクトースを生産する植物、ＷＯ９５／３１５５３、ＵＳ
２００２０３１８２６、ＵＳ６，２８４，４７９、ＵＳ５，７１２，１０７、ＷＯ９７／
４７８０６、ＷＯ９７／４７８０７、ＷＯ９７／４７８０８およびＷＯ００／１４２４９
中に記載されているようなアルファ－１，４－グルカンを生産する植物、ＷＯ００／７３
４２２中に記載されているようなアルファ－１，６分岐アルファ－１，４－グルカンを生
産する植物、例としてＷＯ００／４７７２７、ＷＯ００／７３４２２、ＥＰ０６０７７３
０１．７、ＵＳ５，９０８，９７５およびＥＰ０７２８２１３中に記載されているような
アルテルナンを生産する植物である。
【０１１４】
３）例えばＷＯ２００６／０３２５３８、ＷＯ２００７／０３９３１４、ＷＯ２００７／
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０３９３１５、ＷＯ２００７／０３９３１６、ＪＰ２００６３０４７７９およびＷＯ２０
０５／０１２５２９中に記載されているような、ヒアルロナンを生産する遺伝子導入植物
。
【０１１５】
４）米国特許出願第１２／０２０，３６０号および第６１／０５４，０２６号中に記載さ
れているような、例えば「可溶性固形物が多い」「辛みが少ない」（ＬＰ）および／また
は「長期保存」（ＬＳ）などの特性を有するタマネギなどの遺伝子導入植物または雑種植
物。
【０１１６】
５）例えばＷＯ１１／０９５５２８中に記載されているような、収量増加を示す遺伝子導
入植物。
【０１１７】
　本発明に従ってまた処理され得る植物または植物栽培品種（植物バイオテクノロジー法
、例えば遺伝子操作などにより得ることができるもの）は、繊維特性が変化した植物、例
えばワタ植物などである。かかる植物は、遺伝子形質転換により、またはかかる繊維特性
変化を付与する変異を含有する植物の選抜により得ることができ、以下が挙げられる：
ａ）ＷＯ９８／００５４９中に記載されているような、変化形のセルロースシンターゼ遺
伝子を含有する植物、例えばワタ植物など
ｂ）ＷＯ２００４／０５３２１９中に記載されているような、変化形のｒｓｗ２またはｒ
ｓｗ３相同性核酸を含有する植物、例えばワタ植物など
ｃ）ＷＯ０１／１７３３３中に記載されているような、スクロースホスフェートシンター
ゼの発現を増加させた植物、例えばワタ植物など；
ｄ）ＷＯ０２／４５４８５中に記載されているような、スクロースシンターゼの発現を増
加させた植物、例えばワタ植物など；
ｅ）ＷＯ２００５／０１７１５７中に記載されているような、またはＥＰ０８０７５５１
４．３もしくは米国特許出願第６１／１２８，９３８号中に記載されているような、例え
ば繊維選択的β１，３－グルカナーゼのダウンレギュレーションを通じて、繊維細胞の基
底における原形質連絡ゲート開閉のタイミングが変化した植物、例えばワタ植物など；
ｆ）ＷＯ２００６／１３６３５１、ＷＯ１１／０８９０２１、ＷＯ２０１２０７４８６８
中に記載されているような、例えばｎｏｄＣなどのＮ－アセチルグルコサミントランスフ
ェラーゼ遺伝子およびキチンシンターゼ遺伝子の発現を通じて反応性が変化した繊維を持
つ植物、例えばワタ植物など。
【０１１８】
　本発明に従ってまた処理され得る植物または植物栽培品種（植物バイオテクノロジー法
、例えば遺伝子操作などにより得ることができるもの）は、油プロファイル特性が変化し
た植物、例えばアブラナまたは近縁のブラシカ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）植物などである。
かかる植物は、遺伝子形質転換により、またはかかる油プロファイル特性変化を付与する
変異を含有する植物の選抜により得ることができ、以下が挙げられる：
ａ）例としてＵＳ５，９６９，１６９、ＵＳ５，８４０，９４６またはＵＳ６，３２３，
３９２またはＵＳ６，０６３，９４７中に記載されているような、オレイン酸含量が高い
油を生産する植物、例えばアブラナ植物など。
【０１１９】
ｂ）ＵＳ６，２７０，８２８、ＵＳ６，１６９，１９０、ＵＳ５，９６５，７５５または
ＷＯ１１／０６０９４６中に記載されているような、リノレン酸含量が低い油を生産する
植物、例えばアブラナ植物など。
【０１２０】
ｃ）例として米国特許第５，４３４，２８３号または米国特許出願第１２／６６８３０３
中に記載されているような、飽和脂肪酸レベルが低い油を生産する植物、例えばアブラナ
植物など。
【０１２１】
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ｄ）ＷＯ２０１２０７５４２６中に記載されているような、グルコシノレート含量が変化
した（ａｌｅｔｅｒ）油を生産する植物、例えばアブラナ植物など。
【０１２２】
　本発明に従ってまた処理され得る植物または植物栽培品種（植物バイオテクノロジー法
、例えば遺伝子操作などにより得ることができるもの）は、種子の脱粒特性が変化した植
物、例えばアブラナまたは近縁のブラシカ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）植物などである。かか
る植物は、遺伝子形質転換により、またはかかる種子脱粒特性変化を付与する変異を含有
する植物の選抜により得ることができ、米国特許出願第６１／１３５，２３０号、ＷＯ０
９／０６８３１３、ＷＯ１０／００６７３２およびＷＯ２０１２０９０４９９中で記載さ
れているような、種子脱粒が遅延または低減された植物、例えばアブラナ植物などが挙げ
られる。
【０１２３】
　本発明に従ってまた処理され得る植物または植物栽培品種（植物バイオテクノロジー法
、例えば遺伝子操作などにより得ることができるもの）は、例えばＷＯ１０／１２１８１
８およびＷＯ１０／１４５８４６中に記載されているような、翻訳後のタンパク質修飾パ
ターンが変化した植物、例えばタバコ植物などである。
【０１２４】
　本発明に従って処理され得るとりわけ有用な遺伝子導入植物は、米国内での規制除外に
ついて米国農務省（ＵＳＤＡ）の動植物検疫所（ＡＰＨＩＳ）への申請の対象である形質
転換イベントまたは形質転換イベントの組み合わせを含有する植物であり、かかる申請が
許可されたか、なお継続中であるかは問わない。随時、この情報は、ＡＰＨＩＳ（４７０
０　Ｒｉｖｅｒ　Ｒｏａｄ　Ｒｉｖｅｒｄａｌｅ，ＭＤ２０７３７，ＵＳＡ）から、例え
ばそのインターネットサイト（ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｐｈｉｓ．ｕｓｄａ．
ｇｏｖ／ｂｒｓ／ｎｏｔ＿ｒｅｇ．ｈｔｍｌ）上で容易に入手できる。本出願日において
、ＡＰＨＩＳに係属していたまたはＡＰＨＩＳにより許可された規制除外の申請は、以下
の情報を含有するものであった：
－　申請：申請の識別番号。形質転換イベントの技術的記載は、本申請番号を参照するこ
とにより例えばＡＰＨＩＳウェブサイト上でＡＰＨＩＳから入手可能である個々の申請書
類中に見出すことができる。これらの記載は、参照により本明細書中に組み込まれる。
【０１２５】
－　申請の拡張：拡張が請求されている先の申請への参照。
【０１２６】
－　機関：申請を提出した事業体の名称。
【０１２７】
－　規制品：該当する植物種。
【０１２８】
－　遺伝子導入表現型：形質転換イベントにより植物に授けられた形質。
【０１２９】
－　形質転換イベントまたは系統：規制除外が請求されているイベント（複数可）（時に
系統（複数可）とも呼ばれる）の名称。
【０１３０】
－　ＡＰＨＩＳ書類：申請に関してＡＰＨＩＳより発行された、およびＡＰＨＩＳに請求
することができる様々な書類。
【０１３１】
　単一の形質転換イベントまたは形質転換イベントの組み合わせを含有する、さらなると
りわけ有用な植物は、例えば様々な国または地域の規制当局からのデータベース中に収載
されている（例えばｈｔｔｐ：／／ｇｍｏｉｎｆｏ．ｊｒｃ．ｉｔ／ｇｍｐ＿ｂｒｏｗｓ
ｅ．ａｓｐｘおよびｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｇｂｉｏｓ．ｃｏｍ／ｄｂａｓｅ．ｐｈｐ
を参照されたい）。
【０１３２】
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　本発明に従って処理され得るとりわけ有用な遺伝子導入植物は、形質転換イベントまた
は形質転換イベントの組み合わせを含有する植物であって、例えば様々な国または地域の
規制当局のためのデータベース中に収載されており、これらとしては、イベント１１４３
－１４Ａ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００６／１２８５６９中に記載さ
れている）；イベント１１４３－５１Ｂ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２０
０６／１２８５７０中に記載されている）；イベント１４４５（ワタ、除草剤耐性、寄託
されていない、ＵＳ２００２１２０９６４またはＷＯ２００２／０３４９４６中に記載さ
れている）；イベント１７０５３（イネ、除草剤耐性、ＰＴＡ－９８４３として寄託され
ている、ＷＯ２０１０／１１７７３７中に記載されている）；イベント１７３１４（イネ
、除草剤耐性、ＰＴＡ－９８４４として寄託されている、ＷＯ２０１０／１１７７３５中
に記載されている）；イベント２８１－２４－２３６（ワタ、昆虫防除－除草剤耐性、Ｐ
ＴＡ－６２３３として寄託されている、ＷＯ２００５／１０３２６６またはＵＳ２００５
２１６９６９中に記載されている）；イベント３００６－２１０－２３（ワタ、昆虫防除
－除草剤耐性、ＰＴＡ－６２３３として寄託されている、ＵＳ２００７１４３８７６また
はＷＯ２００５／１０３２６６中に記載されている）；イベント３２７２（コーン、品質
形質、ＰＴＡ－９９７２として寄託されている、ＷＯ２００６０９８９５２またはＵＳ２
００６２３０４７３中に記載されている）；イベント４０４１６（コーン、昆虫防除－除
草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１１５０８として寄託されている、ＷＯ２０１１／０７５
５９３中に記載されている）；イベント４３Ａ４７（コーン、昆虫防除－除草剤耐性、Ａ
ＴＣＣ　ＰＴＡ－１１５０９として寄託されている、ＷＯ２０１１／０７５５９５中に記
載されている）；イベント５３０７（コーン、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９５６１と
して寄託されている、ＷＯ２０１０／０７７８１６中に記載されている）；イベントＡＳ
Ｒ－３６８（ベントグラス、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－４８１６として寄託されて
いる、ＵＳ２００６１６２００７またはＷＯ２００４０５３０６２中に記載されている）
；イベントＢ１６（コーン、除草剤耐性、寄託されていない、ＵＳ２００３１２６６３４
中に記載されている）；イベントＢＰＳ－ＣＶ１２７－９（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩ
ＭＢ　Ｎｏ．４１６０３として寄託されている、ＷＯ２０１０／０８０８２９中に記載さ
れている）；イベントＣＥ４３－６７Ｂ（ワタ、昆虫防除、ＤＳＭ　ＡＣＣ２７２４とし
て寄託されている、ＵＳ２００９２１７４２３またはＷＯ２００６／１２８５７３中に記
載されている）；イベントＣＥ４４－６９Ｄ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ
２０１０００２４０７７中に記載されている）；イベントＣＥ４４－６９Ｄ（ワタ、昆虫
防除、寄託されていない、ＷＯ２００６／１２８５７１中に記載されている）；イベント
ＣＥ４６－０２Ａ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００６／１２８５７２中
に記載されている）；イベントＣＯＴ１０２（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ
２００６１３０１７５またはＷＯ２００４０３９９８６中に記載されている）；イベント
ＣＯＴ２０２（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ２００７０６７８６８またはＷ
Ｏ２００５０５４４７９中に記載されている）；イベントＣＯＴ２０３（ワタ、昆虫防除
、寄託されていない、ＷＯ２００５／０５４４８０中に記載されている）；イベントＤＡ
Ｓ４０２７８（コーン、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１０２４４として寄託されてい
る、ＷＯ２０１１／０２２４６９中に記載されている）；イベントＤＡＳ－５９１２２－
７（コーン、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ　１１３８４として寄託されてい
る、ＵＳ２００６０７０１３９中に記載されている）；イベントＤＡＳ－５９１３２（コ
ーン、昆虫防除－除草剤耐性、寄託されていない、ＷＯ２００９／１００１８８中に記載
されている）；イベントＤＡＳ６８４１６（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１
０４４２として寄託されている、ＷＯ２０１１／０６６３８４またはＷＯ２０１１／０６
６３６０中に記載されている）；イベントＤＰ－０９８１４０－６（コーン、除草剤耐性
、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８２９６として寄託されている、ＵＳ２００９１３７３９５または
ＷＯ２００８／１１２０１９中に記載されている）；イベントＤＰ－３０５４２３－１（
ダイズ、品質形質、寄託されていない、ＵＳ２００８３１２０８２またはＷＯ２００８／
０５４７４７中に記載されている）；イベントＤＰ－３２１３８－１（コーン、交雑系、
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ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９１５８として寄託されている、ＵＳ２００９０２１０９７０または
ＷＯ２００９／１０３０４９中に記載されている）；イベントＤＰ－３５６０４３－５（
ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８２８７として寄託されている、ＵＳ２０１０
０１８４０７９またはＷＯ２００８／００２８７２中に記載されている）；イベントＥＥ
－１（ブリンジャル（ｂｒｉｎｊａｌ）、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００７／
０９１２７７中に記載されている）；イベントＦＩ１１７（コーン、除草剤耐性、ＡＴＣ
Ｃ　２０９０３１として寄託されている、ＵＳ２００６０５９５８１またはＷＯ１９９８
／０４４１４０中に記載されている）；イベントＧＡ２１（コーン、除草剤耐性、ＡＴＣ
Ｃ　２０９０３３として寄託されている、ＵＳ２００５０８６７１９またはＷＯ１９９８
／０４４１４０中に記載されている）；イベントＧＧ２５（コーン、除草剤耐性、ＡＴＣ
Ｃ　２０９０３２として寄託されている、ＵＳ２００５１８８４３４またはＷＯ１９９８
／０４４１４０中に記載されている）；イベントＧＨＢ１１９（ワタ、昆虫防除－除草剤
耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８３９８として寄託されている、ＷＯ２００８／１５１７８０
中に記載されている）；イベントＧＨＢ６１４（ワタ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－
６８７８として寄託されている、ＵＳ２０１００５０２８２またはＷＯ２００７／０１７
１８６中に記載されている）；イベントＧＪ１１（コーン、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　２０
９０３０として寄託されている、ＵＳ２００５１８８４３４またはＷＯ１９９８／０４４
１４０中に記載されている）；イベントＧＭ　ＲＺ１３（テンサイ、ウイルス抵抗性、Ｎ
ＣＩＭＢ－４１６０１として寄託されている、ＷＯ２０１０／０７６２１２中に記載され
ている）；イベントＨ７－１（テンサイ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　４１１５８またはＮ
ＣＩＭＢ　４１１５９として寄託されている、ＵＳ２００４１７２６６９またはＷＯ２０
０４／０７４４９２中に記載されている）；イベントＪＯＰＬＩＮ１（コムギ、病害耐性
、寄託されていない、ＵＳ２００８０６４０３２中に記載されている）；イベントＬＬ２
７（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ４１６５８として寄託されている、ＷＯ２００６／
１０８６７４またはＵＳ２００８３２０６１６中に記載されている）；イベントＬＬ５５
（ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　４１６６０として寄託されている、ＷＯ２００６／
１０８６７５またはＵＳ２００８１９６１２７中に記載されている）；イベントＬＬｃｏ
ｔｔｏｎ２５（ワタ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－３３４３として寄託されている、
ＷＯ２００３０１３２２４またはＵＳ２００３０９７６８７中に記載されている）；イベ
ントＬＬＲＩＣＥ０６（イネ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ－２３３５２として寄託されている
、ＵＳ６４６８７４７またはＷＯ２０００／０２６３４５中に記載されている）；イベン
トＬＬＲＩＣＥ６０１（イネ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２６００として寄託され
ている、ＵＳ２００８２２８９０６０またはＷＯ２０００／０２６３５６中に記載されて
いる）；イベントＬＹ０３８（コーン、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－５６２３として寄
託されている、ＵＳ２００７０２８３２２またはＷＯ２００５０６１７２０中に記載され
ている）；イベントＭＩＲ１６２（コーン、昆虫防除、ＰＴＡ－８１６６として寄託され
ている、ＵＳ２００９３００７８４またはＷＯ２００７／１４２８４０中に記載されてい
る）；イベントＭＩＲ６０４（コーン、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ２００８１６
７４５６またはＷＯ２００５１０３３０１中に記載されている）；イベントＭＯＮ１５９
８５（ワタ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２５１６として寄託されている、ＵＳ２００
４－２５０３１７またはＷＯ２００２／１００１６３中に記載されている）；イベントＭ
ＯＮ８１０（コーン、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ２００２１０２５８２中に記載
されている）；イベントＭＯＮ８６３（コーン、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２６０５
として寄託されている、ＷＯ２００４／０１１６０１またはＵＳ２００６０９５９８６中
に記載されている）；イベントＭＯＮ８７４２７（コーン、受粉制御、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ
－７８９９として寄託されている、ＷＯ２０１１／０６２９０４中に記載されている）；
イベントＭＯＮ８７４６０（コーン、ストレス耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８９１０として
寄託されている、ＷＯ２００９／１１１２６３またはＵＳ２０１１０１３８５０４中に記
載されている）；イベントＭＯＮ８７７０１（ダイズ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８
１９４として寄託されている、ＵＳ２００９１３００７１またはＷＯ２００９／０６４６
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５２中に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７０５（ダイズ、品質形質－除草剤耐性
、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９２４１として寄託されている、ＵＳ２０１０００８０８８７また
はＷＯ２０１０／０３７０１６中に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７０８（ダイ
ズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ９６７０として寄託されている、ＷＯ２０１１／０３
４７０４中に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７５４（ダイズ、品質形質、ＡＴＣ
Ｃ　ＰＴＡ－９３８５として寄託されている、ＷＯ２０１０／０２４９７６中に記載され
ている）；イベントＭＯＮ８７７６９（ダイズ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８９１１
として寄託されている、ＵＳ２０１１００６７１４１またはＷＯ２００９／１０２８７３
中に記載されている）；イベントＭＯＮ８８０１７（コーン、昆虫防除－除草剤耐性、Ａ
ＴＣＣ　ＰＴＡ－５５８２として寄託されている、ＵＳ２００８０２８４８２またはＷＯ
２００５／０５９１０３中に記載されている）；イベントＭＯＮ８８９１３（ワタ、除草
剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－４８５４として寄託されている、ＷＯ２００４／０７２２３
５またはＵＳ２００６０５９５９０中に記載されている）；イベントＭＯＮ８９０３４（
コーン、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７４５５として寄託されている、ＷＯ２００７／
１４０２５６またはＵＳ２００８２６０９３２中に記載されている）；イベントＭＯＮ８
９７８８（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－６７０８として寄託されている、Ｕ
Ｓ２００６２８２９１５またはＷＯ２００６／１３０４３６中に記載されている）；イベ
ントＭＳ１１（アブラナ、受粉制御－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８５０またはＰＴ
Ａ－２４８５として寄託されている、ＷＯ２００１／０３１０４２中に記載されている）
；イベントＭＳ８、（アブラナ、受粉制御－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７３０とし
て寄託されている、ＷＯ２００１／０４１５５８またはＵＳ２００３１８８３４７中に記
載されている）；イベントＮＫ６０３（コーン、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２４７
８として寄託されている、ＵＳ２００７－２９２８５４中に記載されている）；イベント
ＰＥ－７（イネ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００８／１１４２８２中に記載さ
れている）；イベントＲＦ３、（アブラナ、受粉制御－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－
７３０として寄託されている、ＷＯ２００１／０４１５５８またはＵＳ２００３１８８３
４７中に記載されている）；イベントＲＴ７３（アブラナ、除草剤耐性、寄託されていな
い、ＷＯ２００２／０３６８３１またはＵＳ２００８０７０２６０中に記載されている）
；
イベントＴ２２７－１（テンサイ、除草剤耐性、寄託されていない、ＷＯ２００２／４４
４０７またはＵＳ２００９２６５８１７中に記載されている）；イベントＴ２５（コーン
、除草剤耐性、寄託されていない、ＵＳ２００１０２９０１４またはＷＯ２００１／０５
１６５４中に記載されている）；イベントＴ３０４－４０（ワタ、昆虫防除－除草剤耐性
、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８１７１として寄託されている、ＵＳ２０１００７７５０１または
ＷＯ２００８／１２２４０６中に記載されている）；イベントＴ３４２－１４２（ワタ、
昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００６／１２８５６８中に記載されている）；イベ
ントＴＣ１５０７（コーン、昆虫防除－除草剤耐性、寄託されていない、ＵＳ２００５０
３９２２６またはＷＯ２００４／０９９４４７中に記載されている）；イベントＶＩＰ１
０３４（コーン、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－３９２５として寄託されて
いる、ＷＯ２００３／０５２０７３中に記載されている）、イベント３２３１６（コーン
、昆虫防除－除草剤耐性、ＰＴＡ－１１５０７として寄託されている、ＷＯ２０１１／１
５３１８６Ａ１中に記載されている）、イベント４１１４（コーン、昆虫防除－除草剤耐
性、ＰＴＡ－１１５０６として寄託されている、ＷＯ２０１１／０８４６２１中に記載さ
れている）、イベントＥＥ－ＧＭ３／ＦＧ７２（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣアクセッ
ションＮ°　ＰＴＡ－１１０４１、ＷＯ２０１１／０６３４１３Ａ２）、イベントＤＡＳ
－６８４１６－４（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣアクセッションＮ°　ＰＴＡ－１０４
４２、ＷＯ２０１１／０６６３６０Ａ１）、イベントＤＡＳ－６８４１６－４（ダイズ、
除草剤耐性、ＡＴＣＣアクセッションＮ°　ＰＴＡ－１０４４２、ＷＯ２０１１／０６６
３８４Ａ１）、イベントＤＰ－０４０４１６－８（コーン、昆虫防除、ＡＴＣＣアクセッ
ションＮ°　ＰＴＡ－１１５０８、ＷＯ２０１１／０７５５９３Ａ１）、イベントＤＰ－
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０４３Ａ４７－３（コーン、昆虫防除、ＡＴＣＣアクセッションＮ°　ＰＴＡ－１１５０
９、ＷＯ２０１１／０７５５９５Ａ１）、イベントＤＰ－００４１１４－３（コーン、昆
虫防除、ＡＴＣＣアクセッションＮ°　ＰＴＡ－１１５０６、ＷＯ２０１１／０８４６２
１Ａ１）、イベントＤＰ－０３２３１６－８（コーン、昆虫防除、ＡＴＣＣアクセッショ
ンＮ°　ＰＴＡ－１１５０７、ＷＯ２０１１／０８４６３２Ａ１）、イベントＭＯＮ－８
８３０２－９（アブラナ、除草剤耐性、ＡＴＣＣアクセッションＮ°　ＰＴＡ－１０９５
５、ＷＯ２０１１／１５３１８６Ａ１）、イベントＤＡＳ－２１６０６－３（ダイズ、除
草剤耐性、ＡＴＣＣアクセッションＮｏ．ＰＴＡ－１１０２８、ＷＯ２０１２／０３３７
９４Ａ２）、イベントＭＯＮ－８７７１２－４（ダイズ、品質形質、ＡＴＣＣアクセッシ
ョンＮ°．ＰＴＡ－１０２９６、ＷＯ２０１２／０５１１９９Ａ２）、イベントＤＡＳ－
４４４０６－６（ダイズ、除草剤耐性の積み重ね、ＡＴＣＣアクセッションＮ°．ＰＴＡ
－１１３３６、ＷＯ２０１２／０７５４２６Ａ１）、イベントＤＡＳ－１４５３６－７（
ダイズ、除草剤耐性の積み重ね、ＡＴＣＣアクセッションＮ°．ＰＴＡ－１１３３５、Ｗ
Ｏ２０１２／０７５４２９Ａ１）、イベントＳＹＮ－０００Ｈ２－５（ダイズ、除草剤耐
性、ＡＴＣＣアクセッションＮ°．ＰＴＡ－１１２２６、ＷＯ２０１２／０８２５４８Ａ
２）、イベントＤＰ－０６１０６１－７（アブラナ、除草剤耐性、入手可能な寄託Ｎ°は
ない、ＷＯ２０１２０７１０３９Ａ１）、イベントＤＰ－０７３４９６－４（アブラナ、
除草剤耐性、入手可能な寄託Ｎ°はない、ＵＳ２０１２１３１６９２）、イベント８２６
４．４４．０６．１（ダイズ、除草剤耐性の積み重ね、アクセッションＮ°　ＰＴＡ－１
１３３６、ＷＯ２０１２０７５４２６Ａ２）、イベント８２９１．４５．３６．２（ダイ
ズ、除草剤耐性の積み重ね、アクセッションＮ°．ＰＴＡ－１１３３５、ＷＯ２０１２０
７５４２９Ａ２）が挙げられる。
【０１３３】
　材料保護において、本発明の物質は、望ましくない真菌および／または微生物による感
染および破壊からの工業材料の保護のために、用いられ得る。
【０１３４】
　工業材料は、本発明との関連で、工学における使用のために調製された非生物材料と理
解される。例えば、本発明の活性材料により微生物学的変化または破壊から保護される対
象である工業材料は、粘着剤、接着剤、紙およびボール紙、織物、カーペット、皮革、木
材、塗料およびプラスチック製品、冷却潤滑剤および微生物が感染または破壊することが
できる他の材料であることができる。保護対象の材料の関連の中にあるものはまた、真菌
および／または微生物の繁殖により悪影響を受けることがある生産プラントおよび建物の
一部、例えば冷却回路、冷却および加熱システム、空調および換気システムである。本発
明の関連の中にあるもの、好ましくは工業材料として言及されるものは、粘着剤、接着剤
、紙およびボール紙、皮革、木材、塗料、冷却潤滑剤および熱交換液であり、とりわけ好
ましくは木材である。本発明による組み合わせは、不利益な作用、例えば腐食、変色およ
び脱色またはカビの生成などを防ぐことができる。本発明による活性化合物の組み合わせ
および組成物は同じく、海水または汽水と接触する物体、とりわけ船体、篩、網、建造物
、岸壁および信号設備を腐生から保護するために使用することができる。
【０１３５】
　本発明による処理方法はまた、真菌および微生物の攻撃から保存品を保護する分野にお
いて用いることもできる。本発明によると、用語「保存品」は、自然の生活環から採取さ
れ、長期の保護が望まれる植物または動物起源の天然物質およびそれらの加工形態を意味
するものと理解される。植物起源の保存品、例えば植物またはその部分、例えば柄、葉、
塊茎、種子、果実または穀物などは、収穫したての状態で、または加工された形態で、例
えば（予備）乾燥、湿潤、細砕、粉砕、圧搾もしくは焙煎された形態などで保護すること
ができる。また保存品の定義の下に入るのは材木であり、加工されていない材木の形態、
例えば建築材木、送電塔および柵などであるか、または完成品の形態、例えば家具もしく
は木材から作られる物体などであるかを問わない。動物起源の保存品は、獣皮、皮革、毛
皮、毛髪などである。本発明による組み合わせは、不利益な作用、例えば腐食、変色また
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はカビの生成などを防ぐことができる。好ましくは、「保存品」は、植物起源の天然物質
およびその加工形態を、より好ましくは果実およびその加工形態、例えば仁果、核果、小
軟果および柑橘類果実ならびにそれらの加工形態などを意味するものと理解される。
【０１３６】
　本発明に従って処理することができる真菌病のいくつかの病原体が例として言及され得
るが、限定としてのものではない：
ウドンコ病病原体に起因する病害、例えば、ブルメリア属種（Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｓｐｅ
ｃｉｅｓ）、例えばブルメリア・グラミニス（Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）な
ど；ポドスファエラ属種（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばポドスフ
ァエラ・ロイコトリカ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）など；スフ
ァエロテカ属種（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばスファエロテカ
・フリギネア（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）など；ウンシヌラ属種
（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばウンシヌラ・ネカトル（Ｕｎｃｉｎｕｌ
ａ　ｎｅｃａｔｏｒ）などに起因するもの；
サビ病病原体に起因する病害、例えば、ギムノスポランギウム属種（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒ
ａｎｇｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばギムノスポランギウム・サビナエ（Ｇｙｍｎｏ
ｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）など；ヘミレイア属種（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　ｓ
ｐｅｃｉｅｓ）、例えばヘミレイア・バスタトリクス（Ｈｅｍｉｌｅｉａ　ｖａｓｔａｔ
ｒｉｘ）など；ファコプソラ属種（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばフ
ァコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）およびファコプ
ソラ・メイボミアエ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ）など；プッシニア属
種（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばプッシニア・レコンジタ（Ｐｕｃｃｉ
ｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）またはプッシニア・トリチシナ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒ
ｉｔｉｃｉｎａ）など；ウロミセス属種（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば
ウロミセス・アペンジクラタス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）な
どに起因するもの；
卵菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）の群からの病原体に起因する病害、例えば、ブレミア属種
（Ｂｒｅｍｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばブレミア・ラクツカエ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａ
ｃｔｕｃａｅ）など；ペロノスポラ属種（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えばペロノスポラ・ピシ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐｉｓｉ）またはＰ．ブラシカエ
（Ｐ．ｂｒａｓｓｉｃａｅ）など；フィトフトラ属種（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐ
ｅｃｉｅｓ）、例えばフィトフトラ・インフェスタンス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉ
ｎｆｅｓｔａｎｓ）など；プラスモパラ属種（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）
、例えばプラスモパラ・ビチコラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）など；シ
ュードペロノスポラ属種（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例
えばシュードペロノスポラ・フムリ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｈｕｍｕｌ
ｉ）またはシュードペロノスポラ・キュベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ
　ｃｕｂｅｎｓｉｓ）など；フィチウム属種（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ばフィチウム・ウルチマム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）などに起因するもの；
葉の汚斑病（ｂｌｏｔｃｈ　ｄｉｓｅａｓｅ）および葉の萎凋病（ｗｉｌｔ　ｄｉｓｅａ
ｓｅ）、例えば、アルテルナリア属種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例え
ばアルテルナリア・ソラニ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）など；セルコスポラ
属種（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばセルコスポラ・ベチコラ（Ｃｅ
ｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）など；クラジオスポリウム属種（Ｃｌａｄｉｏｓ
ｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばクラジオスポリウム・ククメリナム（Ｃｌａｄ
ｉｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｎｕｍ）など；コクリオボルス属種（Ｃｏｃｈｌ
ｉｏｂｏｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばコクリオボルス・サチバス（Ｃｏｃｈｌｉｏ
ｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）（分生子形態：ドレクスレラ（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ）、
Ｓｙｎ．：ヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ））など；コレト
トリカム属種（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばコレトトリカ
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ム・リンデムタニウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｕｔｈａｎｉｕｍ
）など；シクロコニウム属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばシク
ロコニウム・オレアギナム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇｉｎｕｍ）など；ジア
ポルテ属種（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばジアポルテ・シトリ（Ｄｉ
ａｐｏｒｔｈｅ　ｃｉｔｒｉ）など；エルシノエ属種（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｓｐｅｃｉｅｓ
）、例えばエルシノエ・ファウセッティ（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｆａｗｃｅｔｔｉｉ）など；
グロエオスポリウム属種（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばグロエ
オスポリウム・ラエチコロル（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｌａｅｔｉｃｏｌｏｒ）など
；グロメレラ属種（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばグロメレラ・シン
グラタ（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）など；ギナーディア属種（Ｇｕｉ
ｇｎａｒｄｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばギナーディア・ビドウェリ（Ｇｕｉｇｎａｒ
ｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉ）など；レプトスフェリア属種（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ
　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばレプトスフェリア・マクランス（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉ
ａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）およびレプトスフェリア・ノドラム（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉ
ａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）など；マグナポルテ属種（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｓｐｅｃｉｅ
ｓ）、例えばマグナポルテ・グリセア（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）など；
ミクロドキウム属種（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばミクロドキ
ウム・ニバレ（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）など；ミコスファエレラ属種
（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばミコスファエレラ・グラミ
ニコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、ミコスファエレラ
・アラキジコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌａ）およびミ
コスファエレラ・フィジエンシス（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｆｉｊｉｅｎｓｉｓ
）など；ファエオスファエリア属種（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
例えばファエオスファエリア・ノドラム（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ
）など；ピレノフォラ属種（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばピレノ
フォラ・テレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）など；ラムラリア属種（Ｒａｍ
ｕｌａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばラムラリア・コロ－シグニ（Ｒａｍｕｌａｒｉ
ａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ）など；リンコスポリウム属種（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉ
ｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばリンコスポリウム・セカリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒ
ｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）など；セプトリア属種（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）
、例えばセプトリア・アピイ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ａｐｉｉ）およびセプトリア・リコペ
ルシシ（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ）など；チフラ属種（Ｔｙｐｈｕｌ
ａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばチフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａ
ｔａ）など；ベンツリア属種（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばベンツリア
・イナエクアリス（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）などに起因するもの；
根および茎の病害、例えば、コルチシウム属種（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）
、例えばコルチシウム・グラミネアルム（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ
）など；フザリウム属種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばフザリウム・オ
キシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）など；ゴウマノマイセス属種（
Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばゴウマノマイセス・グラミニ
ス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）など；リゾクトニア属種（Ｒｈ
ｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばリゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔ
ｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）など；タペシア属種（Ｔａｐｅｓｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例
えばタペシア・アクホルミス（Ｔａｐｅｓｉａ　ａｃｕｆｏｒｍｉｓ）など；チエラビオ
プシス属種（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばチエラビオプシス
・バシコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）などに起因するもの；
穂（Ｅａｒ　ａｎｄ　ｐａｎｉｃｌｅ）（トウモロコシ穂軸を包含する）の病害、例えば
、アルテルナリア属種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばアルテルナリ
ア属種（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）など；アスペルギルス属種（Ａｓｐｅｒｇｉ
ｌｌｕｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばアスペルギルス・フラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕ
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ｓ　ｆｌａｖｕｓ）など；クラドスポリウム属種（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃ
ｉｅｓ）、例えばクラドスポリウム・クラドスポリオイデス（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ
　ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅｓ）など；クラビセプス属種（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｓ
ｐｅｃｉｅｓ）、例えばクラビセプス・プルプレア（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒ
ｅａ）など；フザリウム属種、例えばフザリウム・クルモラム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕ
ｌｍｏｒｕｍ）など；ジベレラ属種（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば
ジベレラ・ゼアエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ）など；モノグラフェラ属種（Ｍｏ
ｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばモノグラフェラ・ニバリス（Ｍｏｎ
ｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）など；セプトリア属種、例えばセプトリア・ノ
ドラム（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）などに起因するもの；
種子および土壌が媒介する腐食、カビ、萎凋、腐敗および立枯病（ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆ
ｆ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば、アルテルナリア病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｄｉｓｅａ
ｓｅ）、例えばアルテルナリア・ブラシシコラ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃ
ｉｃｏｌａ）に起因するもの；アファノミセス病（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｄｉｓｅａ
ｓｅ）、例えばアファノミセス・エウテイケス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｅｕｔｅｉｃ
ｈｅｓ）に起因するもの；アスコキタ病（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例え
ばアスコキタ・レンチス（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ　ｌｅｎｔｉｓ）に起因するもの；アスペ
ルギルス病（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばアスペルギルス・フラ
ブスに起因するもの；クラドスポリウム病（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｄｉｓｅａｓｅ
）、例えばクラドスポリウム・ヘルバラム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｈｅｒｂａｒｕ
ｍ）に起因するもの；コクリオボルス病（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｄｉｓｅａｓｅ）
、例えばコクリオボルス・サチバス；（分生子形態：ドレクスレラ、ビポラリス（Ｂｉｐ
ｏｌａｒｉｓ）　Ｓｙｎ：ヘルミントスポリウム）に起因するもの；コレトトリカム病（
Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばコレトトリカム・コッコデス
（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｏｃｃｏｄｅｓ）に起因するもの；フザリウム病（
Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばフザリウム・クルモラムに起因するもの；
ジベレラ病（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばジベレラ・ゼアエに起因
するもの；マクロフォミナ病（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばマ
クロフォミナ・ファゼオリナ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏｌｉｎａ）に起
因するもの；ミクロドキウム病（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えば
ミクロドキウム・ニバレに起因するもの；モノグラフェラ病（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌ
ａ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばモノグラフェラ・ニバリスに起因するもの；ペニシリウム
病（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばペニシリウム・エキスパンサム
（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）に起因するもの；フォーマ病（Ｐｈｏｍ
ａ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばフォーマ・リンガム（Ｐｈｏｍａ　ｌｉｎｇａｍ）に起因
するもの；フォモプシス病（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばフォモプシ
ス・ソジャエ（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｏｊａｅ）に起因するもの；フィトフトラ病（Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばフィトフトラ・カクトラム（Ｐｈｙ
ｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）に起因するもの；ピレノフォラ病（Ｐｙｒｅｎ
ｏｐｈｏｒａ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばピレノフォラ・グラミネア（Ｐｙｒｅｎｏｐｈ
ｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）に起因するもの；ピリクラリア病（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ
　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばピリクラリア・オリゼ（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚ
ａｅ）に起因するもの；フィチウム病（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばフィ
チウム・ウルチマムに起因するもの；リゾクトニア病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｄｉｓ
ｅａｓｅ）、例えばリゾクトニア・ソラニに起因するもの；リゾプス病（Ｒｈｉｚｏｐｕ
ｓ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばリゾプス・オリゼ（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）に
起因するもの；スクレロチウム病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばス
クレロチウム・ロルフシイ（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｒｏｌｆｓｉｉ）に起因するもの；
セプトリア病（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばセプトリア・ノドラムに起
因するもの；チフラ病（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｄｉｓｅａｓｅ）、例えばチフラ・インカルナ
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タに起因するもの；ベルチシリウム病（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄｉｓｅａｓｅ）、
例えばベルチシリウム・ダーリアエに起因するもの；
黒穂菌類（ｓｍｕｔ　ａｎｄ　ｂｕｎｔ　ｆｕｎｇｉ）に起因する病害、例えばスファセ
ロテカ属種（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばスファセロテカ・
レイリアナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）など；チレチア属種（Ｔ
ｉｌｌｅｔｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばチレチア・カリエス（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　ｃ
ａｒｉｅｓ）；Ｔ．コントロベルサ（Ｔ．ｃｏｎｔｒｏｖｅｒｓａ）など；ウロシスチス
属種（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばウロシスチス・オクルタ（Ｕｒｏ
ｃｙｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）など；ウスチラゴ属種（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｓｐｅｃｉ
ｅｓ）、例えばウスチラゴ・ヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）；Ｕ．ヌダ・トリチシ
（Ｕ．ｎｕｄａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）などに起因するもの；
果実の腐朽、例えば、アスペルギルス属種、例えばアスペルギルス・フラブスなど；ボト
リチス属種（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばボトリチス・シネレア（Ｂｏ
ｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）など；ペニシリウム属種（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓ
ｐｅｃｉｅｓ）、例えばペニシリウム・エキスパンサムおよびＰ．プルプロゲナム（Ｐ．
ｐｕｒｐｕｒｏｇｅｎｕｍ）など；スクレロチニア属種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｐ
ｅｃｉｅｓ）、例えばスクレロチニア・スクレロチオラム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓ
ｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）など；ベルチシリウム属種（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ｓｐｅ
ｃｉｅｓ）、例えばベルチシリウム・アルボアトラム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ａｌｂ
ｏａｔｒｕｍ）などに起因するもの；
種子および土壌が媒介する腐朽および萎凋病、ならびにまた苗の病害、例えば、フザリウ
ム属種、例えばフザリウム・クルモラムなど；フィトフトラ属種、例えばフィトフトラ・
カクトラムなど；フィチウム属種、例えばフィチウム・ウルチマムなど；リゾクトニア属
種、例えばリゾクトニア・ソラニなど；スクレロチウム属種（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｓ
ｐｅｃｉｅｓ）、例えばスクレロチウム・ロルフシイなどに起因するもの；
がん腫病、虫こぶおよび天狗巣病（ｗｉｔｃｈｅｓ’　ｂｒｏｏｍ）、例えば、ネクトリ
ア属種（Ｎｅｃｔｒｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばネクトリア・ガリゲナ（Ｎｅｃｔｒ
ｉａ　ｇａｌｌｉｇｅｎａ）などに起因するもの；
萎凋病、例えば、モニリニア属種（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばモニ
リニア・ラキサ（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘａ）などに起因するもの；
葉、花および果実の奇形、例えば、タフリナ属種（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）
、例えばタフリナ・デフォルマンス（Ｔａｐｈｒｉｎａ　ｄｅｆｏｒｍａｎｓ）などに起
因するもの；
木本植物の変性病害、例えば、エスカ属種（Ｅｓｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばファエ
モニエラ・クラミドスポラ（Ｐｈａｅｍｏｎｉｅｌｌａ　ｃｌａｍｙｄｏｓｐｏｒａ）お
よびファエオアクレモニウム・アレオフィラム（Ｐｈａｅｏａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ　ａｌ
ｅｏｐｈｉｌｕｍ）およびフォミチポリア・メジテラネア（Ｆｏｍｉｔｉｐｏｒｉａ　ｍ
ｅｄｉｔｅｒｒａｎｅａ）などに起因するもの；
花および種子の病害、例えば、ボトリチス属種、例えばボトリチス・シネレアに起因する
もの；
植物塊茎の病害、例えば、リゾクトニア属種、例えばリゾクトニア・ソラニなど；ヘルミ
ントスポリウム属種（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばヘ
ルミントスポリウム・ソラニ（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）など
に起因するもの；
細菌性病原体に起因する病害、例えばキサントモナス属種（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｓ
ｐｅｃｉｅｓ）、例えばキサントモナス・カムペストリス病原型オリゼ（Ｘａｎｔｈｏｍ
ｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．ｏｒｙｚａｅ）など；シュードモナス属種（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばシュードモナス・シリンガエ病原型ラ
クリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．ｌａｃｈｒｙｍａｎｓ
）など；エルウィニア属種（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばエルウィニア・
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アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）などに起因するもの。
【０１３７】
　好ましいのは、ダイズの以下の病害を防除することである：
葉、茎、さやおよび種子の真菌病、例えば、アルテルナリア斑点病（ａｌｔｅｒｎａｒｉ
ａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（アルテルナリア属種アトランス・テヌイシマ（ａｌｔｅｒｎ
ａｒｉａ　ｓｐｅｃ．ａｔｒａｎｓ　ｔｅｎｕｉｓｓｉｍａ））、炭疽病（コレトトリカ
ム・グロエオスポロイデス・デマティウム変種トランケイタム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃ
ｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｏｉｄｅｓ　ｄｅｍａｔｉｕｍ　ｖａｒ．ｔｒｕｎｃａｔｕ
ｍ））、褐斑症（ｂｒｏｗｎ　ｓｐｏｔ）（セプトリア・グリシネス（Ｓｅｐｔｏｒｉａ
　ｇｌｉｃｉｎｅｓ））、セルコスポラ斑点病および胴枯病（ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｌ
ｅａｆ　ｓｐｏｔ　ａｎｄ　ｂｌｉｇｈｔ）（セルコスポラ・キクチイ（Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ））、コアネフォラ葉枯病（ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｌｅａ
ｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（コアネフォラ・インフンジブリフェラ・トリスポラ（Ｃｈｏａｎｅ
ｐｈｏｒａ　ｉｎｆｕｎｄｉｂｕｌｉｆｅｒａ　ｔｒｉｓｐｏｒａ）（Ｓｙｎ．））、ダ
クツリオホラ斑点病（ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（ダクツリオ
ホラ・グリシネス（Ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、べと病（ｄｏ
ｗｎｙ　ｍｉｌｄｅｗ）（ペロノスポラ・マンシュリカ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｍａ
ｎｓｈｕｒｉｃａ））、ドレクスレラ葉枯病（ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｂｌｉｇｈｔ）（
ドレクスレラ・グリシニ（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｉ））、フロッグアイ斑
点病（ｆｒｏｇｅｙｅ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（セルコスポラ・ソジナ（Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ））、レプトスファエルリナ斑点病（ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌ
ｉｎａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（レプトスファエルリナ・トリホリイ（Ｌｅｐｔｏｓｐｈ
ａｅｒｕｌｉｎａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ））、フィロスティカ斑点病（ｐｈｙｌｌｏｓｔｉ
ｃａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（フィロスティカ・ソジャエコラ（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃｔ
ａ　ｓｏｊａｅｃｏｌａ））、さやおよび茎枯病（ｐｏｄ　ａｎｄ　ｓｔｅｍ　ｂｌｉｇ
ｈｔ）（フォモプシス・ソジャエ）、ウドンコ病（ミクロスファエラ・ジフーサ（Ｍｉｃ
ｒｏｓｐｈａｅｒａ　ｄｉｆｆｕｓａ））、ピレノカエタ斑点病（ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅ
ｔａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（ピレノカエタ・グリシネス（Ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　
ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、リゾクトニア葉腐、葉枯およびくもの巣病（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ａｅｒｉａｌ，ｆｏｌｉａｇｅ，ａｎｄ　ｗｅｂ　ｂｌｉｇｈｔ）（リゾクトニア
・ソラニ）、サビ病（ファコプソラ・パキリジ、ファコプソラ・メイボミアエ）、黒痘病
（ｓｃａｂ）（スファセロマ・グリシネス（Ｓｐｈａｃｅｌｏｍａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）
）、ステムフィリウム葉枯病（ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｌｅａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（（
ステムフィリウム・ボトリオサム（Ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　ｂｏｔｒｙｏｓｕｍ））、
輪紋病（ｔａｒｇｅｔ　ｓｐｏｔ）（コリネスポラ・カッシイコラ（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏ
ｒａ　ｃａｓｓｉｉｃｏｌａ））に起因するもの。
【０１３８】
根および茎基部の真菌病、例えば、黒色根腐病（ｂｌａｃｋ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（カロ
ネクトリア・クロタラリアエ（Ｃａｌｏｎｅｃｔｒｉａ　ｃｒｏｔａｌａｒｉａｅ））、
炭腐病（ｃｈａｒｃｏａｌ　ｒｏｔ）（マクロフォミナ・ファゼオリナ）、赤かび病また
はフザリウム萎凋、根腐ならびにさやおよび地際部腐病（ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｂｌｉｇｈ
ｔ　ｏｒ　ｗｉｌｔ，ｒｏｏｔ　ｒｏｔ，ａｎｄ　ｐｏｄ　ａｎｄ　ｃｏｌｌａｒ　ｒｏ
ｔ）（フザリウム・オキシスポルム、フザリウム・オルトセラス（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏ
ｒｔｈｏｃｅｒａｓ）、フザリウム・セミテクタム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｅｍｉｔｅｃ
ｔｕｍ）、フザリウム・エクイセチ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｅｑｕｉｓｅｔｉ））、ミコレ
プトディスカス根腐病（ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（ミコレ
プトディスカス・テレストリス（Ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ｓ））、ネオコスモスポラ（ｎｅｏｃｏｓｍｏｓｐｏｒａ）（ネオコスモスポラ・バシン
フェクタ（Ｎｅｏｃｏｓｍｏｓｐｏｒａ　ｖａｓｉｎｆｅｃｔａ）、さやおよび茎枯病（
ｐｏｄ　ａｎｄ　ｓｔｅｍ　ｂｌｉｇｈｔ）（ジアポルテ・ファセオロラム（Ｄｉａｐｏ
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ｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ））、茎潰瘍（ｓｔｅｍ　ｃａｎｋｅｒ）（ジアポル
テ・ファセオロラム変種コーリボラ（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ　ｖ
ａｒ．ｃａｕｌｉｖｏｒａ））、フィトフトラ腐敗病（ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｒｏ
ｔ）（フィトフトラ・メガスペルマ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍｅｇａｓｐｅｒｍａ
））、落葉病（ｂｒｏｗｎ　ｓｔｅｍ　ｒｏｔ）（フィアロホラ・グレガタ（Ｐｈｉａｌ
ｏｐｈｏｒａ　ｇｒｅｇａｔａ））、フィチウム腐敗病（ｐｙｔｈｉｕｍ　ｒｏｔ）（フ
ィチウム・アファニデルマタム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ）、フ
ィチウム・イレグラレ（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ）、フィチウム・デバリ
アヌム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅｂａｒｙａｎｕｍ）、フィチウム・ミリオチルム（Ｐｙｔ
ｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ）、フィチウム・ウルチマム）、リゾクトニア根腐病、
茎腐病および立枯病（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ，ｓｔｅｍ　ｄｅｃａ
ｙ，ａｎｄ　ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ）（リゾクトニア・ソラニ）、スクレロチニア茎腐
病（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｔｅｍ　ｄｅｃａｙ）（スクレロチニア・スクレロチオ
ラム）、スクレロチニア白絹病（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ｂｌｉｇ
ｈｔ）（スクレロチニア・ロルフシ（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｒｏｌｆｓｉｉ））、チ
エラビオプシス根腐病（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（チエラビオ
プシス・バシコラ）に起因するもの。
【０１３９】
　上で言及された生物の抵抗性株を防除することもまた可能である。
【０１４０】
　言及され得る工業用材料を分解または変化させる能力がある微生物は、例えば、細菌、
真菌、酵母、藻類および粘液生物である。本発明による活性化合物は、好ましくは、真菌
、とりわけカビ、木材変色性および木材破壊性真菌（担子菌類（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅ
ｔｅｓ））に対して、ならびに粘液生物および藻類に対して作用する。以下の属の微生物
が例として言及され得る：アルテルナリア属、例えばアルテルナリア・テヌイス（Ａｌｔ
ｅｒｎａｒｉａ　ｔｅｎｕｉｓ）など、アスペルギルス属、例えばアスペルギルス・ニガ
ー（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｎｉｇｅｒ）など、ケトミウム属（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ
）、例えばケトミウム・グロボサム（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　ｇｌｏｂｏｓｕｍ）など、
コニオフォラ属（Ｃｏｎｉｏｐｈｏｒａ）、例えばコニオフォラ・プエタナ（Ｃｏｎｉｏ
ｐｈｏｒａ　ｐｕｅｔａｎａ）など、レンチヌス属（Ｌｅｎｔｉｎｕｓ）、例えばレンチ
ヌス・チグリナス（Ｌｅｎｔｉｎｕｓ　ｔｉｇｒｉｎｕｓ）など、ペニシリウム属（Ｐｅ
ｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）、例えばペニシリウム・グラウカム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｇ
ｌａｕｃｕｍ）など、ポリポラス属（Ｐｏｌｙｐｏｒｕｓ）、例えばポリポラス・ベルシ
カラー（Ｐｏｌｙｐｏｒｕｓ　ｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ）など、アウレオバシジウム属（Ａ
ｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ）、例えばアウレオバシジウム・プルランス（Ａｕｒｅｏｂａ
ｓｉｄｉｕｍ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）など、スクレロフォマ属（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｏｍａ
）、例えばスクレロフォマ・ピチオフィラ（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｏｍａ　ｐｉｔｙｏｐｈｉ
ｌａ）など、トリコデルマ属（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ）、例えばトリコデルマ・ビリデ
（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｖｉｒｉｄｅ）など、エシェリキア属（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈ
ｉａ）、例えばエシェリキア・コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）など、シュー
ドモナス属（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、例えばシュードモナス・エルギノーサ（Ｐｓｅ
ｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）など、およびスタフィロコッカス属（Ｓｔａ
ｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ）、例えばスタフィロコッカス・アウレウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）など。
【０１４１】
　加えて、本発明による式（Ｉ）の化合物はまた、非常に良好な抗真菌活性を持つ。それ
らは、とりわけ皮膚糸状菌および酵母、カビおよび二相性真菌に対して（例えばカンジダ
属種（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばカンジダ・アルビカンス（Ｃａｎｄｉ
ｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ）、カンジダ・グラブラタ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｇｌａｂｒａｔａ
）などに対して）、ならびにエピデルモフィトン・フロッコサム（Ｅｐｉｄｅｒｍｏｐｈ
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ｙｔｏｎ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｍ）、アスペルギルス属種、例えばアスペルギルス・ニガー
およびアスペルギルス・フミガタス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ）な
ど、トリコフィトン属種（Ｔｒｉｃｈｏｐｈｙｔｏｎ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えばトリコ
フィトン・メンタグロフィテス（Ｔｒｉｃｈｏｐｈｙｔｏｎ　ｍｅｎｔａｇｒｏｐｈｙｔ
ｅｓ）など、ミクロスポロン属種（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｏｎ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、例えば
ミクロスポロン・カニス（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｏｎ　ｃａｎｉｓ）およびミクロスポロン
・オードウイニイ（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒｏｎ　ａｕｄｏｕｉｎｉｉ）などに対して、非常
に広い抗真菌活性スペクトルを持つ。これらの真菌の列挙は、カバーすることができる真
菌スペクトルを限定するものでは決してなく、単に例示のためのものである。
【０１４２】
　本発明による化合物を施用する際、施用量を広い範囲内で変えることができる。本発明
による処理方法において通常施用される活性化合物の用量／施用量は、一般に、および好
都合には
・植物の部分、例として葉の処理（葉面処理）のために：０．１から１０，０００ｇ／ｈ
ａまで、好ましくは１０から１，０００ｇ／ｈａまで、より好ましくは５０から３００ｇ
／ｈａまで；灌注または点滴施用の場合、特にロックウールまたはパーライトなどの不活
性基材を用いるときに、用量をなお低減させることができる；
・種子処理のために：１００ｋｇの種子あたり１から２００ｇまで、好ましくは１００ｋ
ｇの種子あたり２から１５０ｇまで、より好ましくは１００ｋｇの種子あたり２．５から
２５ｇまで、なおより好ましくは１００ｋｇの種子あたり２．５から２５ｇまで；
・土壌処理のために：０．１から１０，０００ｇ／ｈａまで、好ましくは１から５，００
０ｇ／ｈａまで
である。
【０１４３】
　本明細書中で指示されている用量は、本発明による方法の具体例として与えられる。当
業者は、特に処理対象の植物または作物の特質に応じて、施用の用量を適合させる方法を
知るものである。
【０１４４】
　本発明による組み合わせは、処理後ある一定の時間の範囲内で有害生物および／または
植物病原性真菌および／または微生物から植物を保護するために用いることができる。保
護が有効である時間の範囲は、一般的に、組み合わせを使用した植物の処理後、１から２
８日、好ましくは１から１４日、より好ましくは１から１０日、なおより好ましくは１か
ら７日、または植物繁殖材料の処理後２００日までにわたる。
【０１４５】
　さらには、本発明による組み合わせおよび組成物はまた、植物および収穫された植物材
料中のマイコトキシンの含量を低減させ、したがって、それらから作られる食品および動
物飼料中のマイコトキシンの含量を低減させるのに用いられ得る。排他的ではないが特に
以下のマイコトキシンを特定することができる：デオキシニバレノール（ＤＯＮ）、ニバ
レノール、１５－Ａｃ－ＤＯＮ、３－Ａｃ－ＤＯＮ、Ｔ２－およびＨＴ２－毒素、フモニ
シン、ゼアラレノン、モニリホルミン、フザリン、ジアセオトキシスシルペノール（Ｄｉ
ａｃｅｏｔｏｘｙｓｃｉｒｐｅｎｏｌ）（ＤＡＳ）、ボウベリシン、エンニアチン、フザ
ロプロリフェリン、フザレノール、オクラトキシン、パツリン、麦角アルカロイドおよび
アフラトキシン。これらのマイコトキシンは、例えば、以下の真菌病に起因するものであ
る：フザリウム属種、例えばフザリウム・アクミナツム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ａｃｕｍｉ
ｎａｔｕｍ）、Ｆ．アベナシウム（Ｆ．ａｖｅｎａｃｅｕｍ）、Ｆ．クルークウェレンス
（Ｆ．ｃｒｏｏｋｗｅｌｌｅｎｓｅ）、Ｆ．クルモラム、Ｆ．グラミネアルム（Ｆ．ｇｒ
ａｍｉｎｅａｒｕｍ）（ジベレラ・ゼアエ）、Ｆ．エクイセチ、Ｆ．フジコロイ（Ｆ．ｆ
ｕｊｉｋｏｒｏｉ）、Ｆ．ムサルム（Ｆ．ｍｕｓａｒｕｍ）、Ｆ．オキシスポルム、Ｆ．
プロリフェラツム（Ｆ．ｐｒｏｌｉｆｅｒａｔｕｍ）、Ｆ．ポアエ（Ｆ．ｐｏａｅ）、Ｆ
．シュードグラミネアルム（Ｆ．ｐｓｅｕｄｏｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）、Ｆ．サムブシ
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ナム（Ｆ．ｓａｍｂｕｃｉｎｕｍ）、Ｆ．シルピ（Ｆ．ｓｃｉｒｐｉ）、Ｆ．セミテクタ
ム、Ｆ．ソラニ（Ｆ．ｓｏｌａｎｉ）、Ｆ．スポロトリコイデス（Ｆ．ｓｐｏｒｏｔｒｉ
ｃｈｏｉｄｅｓ）、Ｆ．ラングセチアエ（Ｆ．ｌａｎｇｓｅｔｈｉａｅ）、Ｆ．サブグル
チナンス（Ｆ．ｓｕｂｇｌｕｔｉｎａｎｓ）、Ｆ．トリシンクツム（Ｆ．ｔｒｉｃｉｎｃ
ｔｕｍ）、Ｆ．ベルチシリオイデス（Ｆ．ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｏｉｄｅｓ）などだけで
なく、アスペルギルス属種、ペニシリウム属種、クラビセプス・プルプレア、スタキボト
リス属種（Ｓｔａｃｈｙｂｏｔｒｙｓ　ｓｐｅｃ．）など。
【０１４６】
　化合物（Ｂ）、（Ｃ）または（Ｄ）と組み合わせた式（Ｉ）の化合物またはその塩はま
た、多数の植物作物、例えば経済的に重要な作物、例えば穀物（コムギ、オオムギ、ライ
コムギ、ライムギ、イネ、コーン、キビ）、テンサイ、サトウキビ、アブラナ、ワタ、ヒ
マワリ、エンドウマメ、インゲンマメおよびダイズなどの作物における有害生物の選択的
防除に適している。とりわけ興味深いのは、単子葉作物、例えば穀物（コムギ、オオムギ
、ライムギ、ライコムギ、ソルガム）、コーンおよびイネなど、ならびに単子葉野菜作物
などにおける使用だけでなく、双子葉作物、例えば、ダイズ、アブラナ、ワタ、ブドウ、
野菜植物、果実植物および観賞植物などにおける使用もである。組み合わせは、有用植物
（作物）における有害植物の選択的防除のために好ましい。本発明による組み合わせはま
た、有用植物および観賞植物の花壇および区画において、例えば、有用芝生または観賞用
芝生、特にライグラス（ｌｏｌｉｕｍ）、イチゴツナギ（ｍｅａｄｏｗ　ｇｒａｓｓ）ま
たはギョウギシバ（Ｂｅｒｍｕｄａ　ｇｒａｓｓ）などを有する芝生区画において、有害
植物を防除するのに適している。
【０１４７】
　特定の実施形態において、化合物（Ｂ）、（Ｃ）または（Ｄ）と組み合わせた式（Ｉ）
の化合物またはその塩はまた、ワタ、ワイン、穀物（例えばコムギ、イネ、オオムギ、ラ
イコムギなど）、トウモロコシ（コーン）、ダイズ、アブラナ、ヒマワリ、芝、園芸作物
、低木、果樹および果実植物（例えばリンゴの木、ナシの木（ｐｅｅｒ－ｔｒｅｅ）、柑
橘類、バナナ、コーヒーの木、イチゴ植物、ラズベリー植物など）、野菜の中から、とり
わけ穀物、コーン、アブラナ、低木、果樹および果実植物、野菜およびブドウの中から選
択される多数の植物における有害生物の選択的防除に適している。
【０１４８】
　本発明による組み合わせが用いられ得る有用植物または作物植物の中からまた興味深い
のは、ある種の駆除剤に対して完全にもしくは部分的に耐性である変異作物、または完全
にもしくは部分的に耐性である遺伝子導入作物、例えばグルホシネートもしくはグリホサ
ートに対して抵抗性であるコーン作物、または除草剤イミダゾリノンに対して抵抗性であ
るダイズ作物である。しかしながら、このような新規のやり方の組み合わせの特有の利点
は、施用される駆除剤に通常は不十分に耐性である作物における、それらの効率的な作用
である。
【０１４９】
　したがって、本発明はまた、有効な有用植物保護量の１または複数の化合物（Ｉ）を化
合物（Ｂ）、（Ｃ）もしくは（Ｄ）またはそれらの塩と組み合わせて、有害植物に対して
有効な量の１または複数の除草剤の前、後またはこれらと同時に、植物、植物の部分、植
物種子（複数可）に施用することを含む、有用植物の作物における有害植物の選択的防除
方法を提供する。
【０１５０】
　Ｔが酸素原子を表す式（Ｉ）のＮ－シクロプロピルアミドは、３－（ジフルオロメチル
）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボニルクロリドを使用した
置換Ｎ－シクロプロピルベンジルアミンの縮合により、ＷＯ－２００７／０８７９０６（
プロセスＰ１）およびＷＯ－２０１０／１３０７６７（プロセスＰ１－ステップ１０）に
従って調製することができる。
【０１５１】
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　置換Ｎ－シクロプロピルベンジルアミンは公知であるか、または公知のプロセス、例え
ばシクロプロパンアミンを使用した置換アルデヒドの還元的アミノ化（Ｊ．Ｍｅｄ．Ｃｈ
ｅｍ．，２０１２，５５（１），１６９－１９６）もしくはシクロプロパンアミンを使用
した置換ベンジルアルキル（またはアリール）スルホネートもしくは置換ベンジルハライ
ドの求核置換（Ｂｉｏｏｒｇ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．，２００６，１４，８５０６－８５１
８およびＷＯ－２００９／１４０７６９）などにより調製することができる。
【０１５２】
　３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボニルクロリドは、ＷＯ－２０１０／１３０７６７（プロセスＰ１－ステップ９または１
１）に従って調製することができる。
【０１５３】
　Ｔが硫黄原子を表す式（Ｉ）のＮ－シクロプロピルチオアミドは、Ｔが酸素原子を表す
式（Ｉ）のＮ－シクロプロピルアミドのチオ化により、ＷＯ－２００９／０１６２２０（
プロセスＰ１）およびＷＯ－２０１０／１３０７６７（プロセスＰ３）に従って調製する
ことができる。
【０１５４】
　以下の例は、限定されない様式で、本発明による式（Ｉ）の化合物の調製を説明する。
【実施例】
【０１５５】
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピ
ルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドの調製（化合物Ａ１
）
　ステップＡ：Ｎ－（２－イソプロピルベンジル）シクロプロパンアミンの調製
　９００ｍＬのメタノール中５５．５ｇ（９７１ｍｍｏｌ）のシクロプロパンアミン溶液
に、２０ｇの３Å分子ふるいおよび７３ｇ（１．２１ｍｏｌ）の酢酸を連続的に加える。
７２ｇ（４８６ｍｍｏｌ）の２－イソプロピル－ベンズアルデヒドを次いで滴下して加え
、反応混合物を還流しながら４時間、さらに加熱する。
【０１５６】
　反応混合物を次いで０℃まで冷却し、４５．８ｇ（７２９ｍｍｏｌ）のシアノ水素化ホ
ウ素ナトリウムを少しずつ１０分間かけて加え、反応混合物を還流しながら３時間再び撹
拌する。冷却した反応混合物をケイソウ土のケークに対してろ過する。ケークをメタノー
ルにより十分に洗浄し、メタノール抽出物を真空下で濃縮する。水を次いで残渣に加え、
４００ｍＬの１Ｎ水酸化ナトリウム水溶液を使用してｐＨを１２に調整する。水層を酢酸
エチルで抽出し、水（２×３００ｍＬ）により洗浄し、硫酸マグネシウムで乾燥させるこ
とで、８１．６ｇ（８８％）のＮ－（２－イソプロピルベンジル）シクロプロパンアミン
が黄色の油状物としてもたらされ、これはそのまま次のステップにおいて用いられる。
【０１５７】
　塩酸塩は、Ｎ－（２－イソプロピルベンジル）シクロプロパンアミンをジエチルエーテ
ル（１．４ｍＬ／ｇ）中に０℃で溶解し、その後に２Ｍのジエチルエーテル中の塩酸溶液
（１．０５当量）を加えることにより調製することができる。２時間の撹拌後、Ｎ－（２
－イソプロピルベンジル）シクロプロパンアミン塩酸塩（１：１）をろ過して分け、ジエ
チルエーテルにより洗浄し、真空下、４０℃で４８時間乾燥させる。Ｍｐ（融点）＝１４
９℃
　ステップＢ：Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（
２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドの調
製
　１Ｌの無水テトラヒドロフラン中４０．８ｇ（１９２ｍｍｏｌ）のＮ－（２－イソプロ
ピルベンジル）シクロプロパンアミンに、室温で、５１ｍＬ（３６６ｍｍｏｌ）のトリエ
チルアミンを加える。８００ｍＬの無水テトラヒドロフラン中３９．４ｇ（１７４ｍｍｏ
ｌ）の３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
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カルボニルクロリド溶液を次いで、温度を３４℃未満に維持しながら、滴下して加える。
反応混合物を還流しながら２時間加熱し、次いで一晩、室温に置く。塩をろ過して分け、
ろ液を真空下で濃縮することで、７８．７ｇの褐色の油状物がもたらされる。シリカゲル
に対するカラムクロマトグラフィー（７５０ｇ－グラジエント　ｎ－ヘプタン／酢酸エチ
ル）により５３ｇ（７１％の収率）のＮ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－
５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミドが黄色の油状物としてもたらされ、これは徐々に結晶化する。Ｍｐ＝７
６～７９℃。
【０１５８】
　同様に、化合物Ａ２からＡ１９を、化合物Ａ１について記載されている調製法に従って
、調製することができる。
【０１５９】
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピ
ルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボチオアミドの調製（化合物Ａ
２０）
　５００ｍｌのジオキサン中１４．６ｇ（６５ｍｍｏｌ）の五硫化リンおよび４８ｇ（１
３１ｍｍｏｌ）のＮ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－
（２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドの
溶液を１００℃で２時間加熱する。５０ｍｌの水を次いで加え、反応混合物を１００℃で
もう１時間、さらに加熱する。冷却した反応混合物を塩基性アルミナカートリッジに対し
てろ過する。カートリッジをジクロロメタンにより洗浄し、合わせた有機抽出物を硫酸マ
グネシウムで乾燥させ、真空下で濃縮することで、５５．３ｇのオレンジ色の油状物がも
たらされる。残渣を数ｍＬのジエチルエーテルで、結晶化が起こるまですりつぶす。結晶
をろ過して分け、真空下、４０℃で１５時間乾燥させることで、４６．８ｇ（８８％の収
率）のＮ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソ
プロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボチオアミドがもたらさ
れる。Ｍｐ＝６４～７０℃。
【０１６０】
　表１は、化合物Ａ１からＡ２０のｌｏｇＰおよびＮＭＲデータ（１Ｈ）を提供する。
【０１６１】
　表１中、ｌｏｇＰ値は、ＥＥＣ　Ｄｉｒｅｃｔｉｖｅ　７９／８３１　Ａｎｎｅｘ　Ｖ
．Ａ８に従って、逆相カラム（Ｃ１８）に対するＨＰＬＣ（高速液体クロマトグラフィー
）により、以下に記載される方法を用いて決定された：
温度：４０℃；移動相：０．１％ギ酸水溶液およびアセトニトリル；１０％アセトニトリ
ルから９０％アセトニトリルまでの直線勾配。
【０１６２】
　較正は、ｌｏｇＰ値が知られている非分岐鎖アルカン－２－オン（３から１６個の炭素
原子を含むもの）を用いて行った（２つの連続するアルカノン間の線形補間を用いた保持
時間によるｌｏｇＰ値の決定）。ラムダマックス値は、２００ｎｍから４００ｎｍまでの
ＵＶスペクトルおよびクロマトグラフシグナルのピーク値を用いて決定した。
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【０１６３】
　本発明による活性化合物の組み合わせの良好な殺真菌活性は、下の例から明らかである
。個々の活性化合物は殺真菌活性に関して弱さを呈するが、組み合わせは活性の単なる相
加を超える活性を持つ。殺真菌剤の相乗効果は、活性化合物の組み合わせの殺真菌活性が
個別に施用されたときの活性化合物の活性の合計を超える場合に、常に存在する。２の活
性化合物の所与の組み合わせについての予想される活性は、以下のように算出することが
できる（Ｃｏｌｂｙ，Ｓ．Ｒ．，“Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　
ａｎｄ　Ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　
Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ”，Ｗｅｅｄｓ　１９６７，１５，２０－２２を参照されたい
）：
Ｘが、活性化合物Ａがｍ　ｐｐｍ（またはｇ／ｈａ）の施用量で施用されたときの効力で
あり、
Ｙが、活性化合物Ｂがｎ　ｐｐｍ（またはｇ／ｈａ）の施用量で施用されたときの効力で
あり、
Ｅが、活性化合物ＡおよびＢがそれぞれｍおよびｎ　ｐｐｍ（またはｇ／ｈａ）の施用量
で施用されたときの効力である場合、
【数１】

【０１６４】
である。
【０１６５】
　効力の度合いは、％で表したものが示される。０％は対照の効力に相当する効力を意味
し、１００％の効力は病害が観察されないことを意味する。実際の殺真菌活性が計算値を
超える場合、組み合わせの活性は超相加的であり、すなわち相乗効果が存在する。この場
合、実際に観測された効力は、上述の式から算出された予想効力（Ｅ）の値より必ず大き
くなる。相乗効果を実証するさらなるやり方は、Ｔａｍｍｅｓの方法である（Ｎｅｔｈ．
Ｊ．Ｐｌａｎｔ　Ｐａｔｈ．，１９６４，７０，７３－８０中の“Ｉｓｏｂｏｌｅｓ，ａ
　ｇｒａｐｈｉｃ　ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｓｙｎｅｒｇｉｓｍ　ｉｎ　
ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ”を参照されたい）。
【０１６６】
例Ａ：ブルメリア試験（オオムギ）／予防的
溶媒：４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
乳化剤：１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
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　活性化合物の好適な調合剤を生産するため、１重量部の活性化合物または活性化合物の
組み合わせを定められた量の溶媒および乳化剤と混合し、濃縮物を水で所望の濃度に希釈
する。
【０１６７】
　予防活性について試験するため、幼植物に活性化合物または活性化合物の組み合わせの
調合剤を、定められた施用量で噴霧する。
【０１６８】
　噴霧コーティングが乾燥した後、植物にブルメリア・グラミニス・フォルマ・スペシャ
リス・ホルデイ（Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．ｓｐ．　ｈｏｒｄｅｉ）の
胞子を振りかける。
【０１６９】
　植物を温室内に、約１８℃の温度および約８０％の大気相対湿度で置き、ウドンコ病の
イボ（ｐｕｓｔｕｌｅ）の発達を促す。
【０１７０】
　試験は接種７日後に評価する。０％は処理されていない対照の効力に相当する効力を意
味し、１００％の効力は病害が観察されないことを意味する。
【０１７１】
　下の表は、本発明による活性化合物の組み合わせの観測された活性が計算された活性よ
りも高い、すなわち相乗効果が存在することを明白に示す。
【０１７２】
ブルメリア試験（オオムギ）／予防的

【表２】

【０１７３】
例Ｂ：レプトスフェリア・ノドラム試験（コムギ）／予防的
溶媒：４９重量部のＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
乳化剤：１重量部のアルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の好適な調合剤を生産するため、１重量部の活性化合物または活性化合物の
組み合わせを定められた量の溶媒および乳化剤と混合し、濃縮物を水で所望の濃度に希釈
する。
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　予防活性について試験するため、幼植物に活性化合物または活性化合物の組み合わせの
調合剤を、定められた施用量で噴霧する。
【０１７５】
　噴霧コーティングが乾燥した後、植物にレプトスフェリア・ノドラムの胞子懸濁液を噴
霧する。植物を４８時間、インキュベーションキャビネット内で、約２０℃、約１００％
の大気相対湿度でそのままにする。
【０１７６】
　植物を温室内に、約２２℃の温度および約８０％の大気相対湿度で置く。
【０１７７】
　試験は接種８日後に評価する。０％は処理されていない対照の効力に相当する効力を意
味し、１００％の効力は病害が観察されないことを意味する。
【０１７８】
　下の表は、本発明による活性化合物の組み合わせの観測された活性が計算された活性よ
りも高い、すなわち相乗効果が存在することを明白に示す。
【０１７９】
レプトスフェリア・ノドラム試験（コムギ）／予防的
【表３】



(69) JP 6153619 B2 2017.6.28

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ａ０１Ｎ   41/06     　　　Ｂ        　　　　　
   　　　　                                Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　        　　　　　

(74)代理人  100137213
            弁理士　安藤　健司
(74)代理人  100146318
            弁理士　岩瀬　吉和
(74)代理人  100127812
            弁理士　城山　康文
(72)発明者  クリストー，ピエール
            フランス国、エフ－６９００９・リヨン、リユ・マリートン・４
(72)発明者  ダーメン，ペーター
            ドイツ国、４１４７０・ノイス、アルテブルツカーシユトラーセ・６３

    審査官  水島　英一郎

(56)参考文献  国際公開第２０１０／１３０７６７（ＷＯ，Ａ１）　　
              特表２００８－５４２４０９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ０１Ｎ，Ａ０１Ｐ
              ＣＡｐｌｕｓ（ＳＴＮ）
              ＲＥＧＩＳＴＲＹ（ＳＴＮ）
              　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

